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プロローグ～リア王の家庭事情







　この御み門かど帝てい人とにとって、家に帰るということは、身内の恥はじを見せつけられることにほかならない。

　第一の原因は、自宅そのものにある。端たん的てきに表現すれば、敷しき地ちも家屋も無む駄だに広すぎるのだ。市し井せいの者に言わせると、広大な敷地と豪ごう奢しやな邸てい宅たくは羨せん望ぼうの対象になるらしいが――実際に住んでみれば、生活の拠きよ点てんとして不便極きわまりない。

　我わが凡ぼん俗ぞくなる父は、金持ちの贅ぜい沢たくは社会に対する義務だなどと宣のたまっていたが――

（ふん、こんな家一つを建てたところで、波は及きゆうする経済効果などたかが知れている。金の有効な使い道など、ほかにいくらでもあるだろうに……まあよい）

　無駄に広い玄げん関かんに入ったあたりで、俺おれはつまらない思考を断たち切きった。

　実父の卑ひ俗ぞくさをいまさら嘆なげいたところで益はない。英明にして怜れい悧りなるこの御門帝人の脳のう髄ずいは、もっと有益な思考に使わねばならぬのだ。

「そう――リア王計画だ」

　リア王。この御門帝人のみに許された、究極にして至高の到とう達たつ点てん。その道しるべたる計画は、あらゆる事象より優先されるべき喫きつ緊きんの最重要課題である。

　しかし、先の中間考査における第一のフアースト・作戦オペレーシヨンの結果を受け、我が計画は若じやつ干かんの修正を余よ儀ぎなくされていた。

「まさか、学園の生徒どもがあそこまで暗あん愚ぐ頑がん迷めいであったとはな……」

　学年の平均点を底上げするという俺の真意に気づけぬばかりか、あまつさえ不ふ埒らちな猥わい談だん（俺が同性愛者だのという話だ）に流されるまま興じる。あの体ていたらくでは、下げ僕ぼくとして取り立てることも正せい攻こう法ほうでは難しかろう。

　となれば、次に控ひかえるリア王計画・第二のセカンド・作戦オペレーシヨンは、その点を踏ふまえた上で立案せねばなるまいが――

　俺は思考しつつ、やたらと広い階段に足をかける。

「やあやあ帝人くん、本日の学園生活は充じゆう実じつしたものだったかな？」

　直後、この世でもっとも不ふ愉ゆ快かいな声が頭上から降ふってきた。

　視線を振ふり上あげれば、階段の踊おどり場ばで愚ぐ妹まいが仁に王おう立ちしていた。

　セーラー服の上にインバネス・コートを着こみ、頭の上には大きなリボンのついた鹿撃ち帽デイアストーカー。少し前までは和服の羽織袴ばかまばかり着ていたのに、いかなる心変わりがあったのか、最近は家でも外でもこの格好である。

　……いずれにせよ、まことに残念ながら、甚はなはだしく遺い憾かんながら、彼かの女じよは生物学的にも家系図的にも俺の妹・御門神かん奈なに相そう違いないのだった。

　身内の恥の第二の原因――否いや、この愚妹の存在を前にしては、自宅の無意味な広さなど些さ末まつ事である。

「……何の用だ？」

「何の用だとはご挨あい拶さつだね。可愛かわいい妹が敬愛する兄を出で迎むかえる、そこに理由や理り屈くつなんて必要なはずがないじゃないか！」

「残念だが俺は生まれてこの方、一ヨクト秒とてお前を可愛い妹だなどと思ったことはないぞ」

「そうかい。でも安心していいよ帝人くん！　欣きん幸こうなことに私は生まれてこの方、無量大数分の一秒たりとも帝人くんを敬愛する兄と思わなかったことはないのだからね！　アッハッハッハ！」

「…………」

　なにがそんなに面おも白しろいのか、俺と話しているときの神奈は、歓かん喜きの楽園にでも飛びこんだかのような愉ゆ悦えつに満ち満ちた顔をする。

　……それがまた、俺の癇かんに障さわるのだ。

　これ以上の会話は無用にして無益。俺は口を閉ざして階段を一段登る。

　と、それに合わせて、神奈もまた一つ上の段へと足をかける。

　この愚妹めは高いところが――より正確には、高所から人や物を見下ろすことをなによりも好むのだ。

　本人曰いわく「神が高みから外界を見下ろすのは当然のことじゃないかアッハッハッハ！」とのことだが、俺に言わせれば「馬ば鹿かと煙けむりは高いところが好き」という言葉の最高の実例でしかない。

　ともあれ俺は、構わず階段を登りつづける。立ち位置が等しくなれば、この自じ称しよう『神』は退散せざるをえない（何な故ぜかといえば俺と神奈の身長差は二〇センチ近くあるからだ）。

　以前ならまだしも、いまの俺に愚妹ごときにかかずらっている暇ひまはない。時間という有限にして貴重なる資源は、一つの事こと柄がらに最優先でつぎこまねばならない。そう――

「リア王計画」

「――！」

　神奈の口から発せられたその単語に、俺の両足と意識は釘くぎ付づけにされてしまう。

「どうなんだい帝人くん？　私が作成したチェックシートに端たんを発する、リア王とやらになるための君の計画は順調に進んでいるのかな？」

「お前……何故それを知っている？」

「何故？　いま何故と言ったのかい？　アッハッハ、気は確かかい帝人くん!?　逆に訊ききたいね、何故私が知らないだなんて、そんなありえざる事態を想起してしまったんだい？」

　左ひだり腕うでを水平に振りながらウィンクをし、神しん託たくを告げるかのごとく神奈は声を響ひびかせた。

「この私がッ！　世界の神たるこの私が、人類史上もっとも敬愛し寵ちよう愛あいする帝人くんのやろうとしていることを知らないわけがないだろう！　アッハッハ、アッハッハッハッハ！」

　ひとしきり馬ば鹿か笑わらいをつづける神奈。そのときの俺の表情は、苦虫を軽く一〇〇匹ぴきは噛かみ潰つぶしたような具合だったろう。

「……知っているなら、答える必要はあるまい」

「ああ、そのとおりだね。そうとも、もちろん私は知っているよ！　首しゆ尾びよく美少女二人を側近に取り立てたはいいけれど、肝かん心じんの中間考査を利用した作戦で予想外の結果を突つきつけられて、目下のところ計画の修正を余儀なくされているんだろう」

「ほう、よく調べている」

「調べてなんかいないさ。帝人くん、私は知っていると言ったんだよ。そうだ、せっかくの機会だからね、一つ教えてあげようじゃないか！」

　秘密の宝物でも見せるように相好をくずし、

「私と帝人くんでは『視野』がまるで違ちがうのさ。ああ、一いち瞥べつしただけで相手のすべてを見み抜ぬくその眼めも、人にしてはなかなかのものだよ。自分では『王の眼』と呼んでいるのかな。それでいくと、さしずめ私の眼は――」

　神奈はまたもやウィンクをして、

「居ながらにして世界のすべてを見抜く『神の眼』なのさ。ゆえに私は知っているというわけだよ！　アッハッハッハッハ！」

「…………」

　無論、この俺がそんな与よ太た話を信じるはずもない。

　とはいえ、ここで神奈の情報源を解き明かしたところで詮せんはない。

「知っているならわざわざ訊く必要はなかろう。だからお前は、頭はいいが馬鹿だというのだ」

　階段を一段上がると、やはり神奈も俺から視線を離はなさぬまま一段上がる。

「訊く必要はあるさ。私と帝人くんの兄きよう妹だい仲なか睦むつまじい会話の題材として、これほどタイムリーでふさわしいものはないじゃないか！」

「生あい憎にくとだが、俺はお前と会話を楽しむつもりなど毛頭ないぞ」

「アッハッハ！　そんな気もないくせにどうして憎にくまれ口ぐちを叩たたくんだい？　『会話を楽しむつもりはない』というその受け答え自体が、すでに私との会話を成立させているじゃないか！」

「ぐ……」

　もっとも痛いところを突かれ、俺は返す言葉を失ってしまう。

「それが偽いつわらざる本心というやつだよ、帝人くん」

　実際、そのとおりだ。神奈の戯たわ言ごとを無視することは造作もない。

　しかし俺は、それをしない。不愉快で無益なことだとは理解しているのだが、一度の例外もなく、性しよう懲こりもなく、必ず相手をしてしまうのだ。

　言っておくが、神奈を好きだとも、可愛いとも、愛いとしいと感じたこともない。

　言うまでもなく、神奈は目め障ざわりだし、気に障るし、腹が立って仕方がない。

　いっそのこと、この世から消きえ失うせてしまえばどんなに清々するだろうとも思う。

　だが、それでも、どうしようもなく――




　この俺は、妹を心底嫌きらいにはなりきれないのだ。




　……無論、そんな本心を神奈に悟さとられるのは、俺という存在の死と同義であるので、

「愚おろかな。これはただの施ほどこしにすぎん。お前という存在があまりに憐あわれ故ゆえ、相手をしてやっていることに気づかんとはな」

「アッハッハ、まだ憎まれ口を叩くのかい？　そうやって神たる私と無む為いに張り合おうとするのは帝人くんのただ一つの欠点だね。いいや、欠けつ陥かんというべきかな」

　階段を登る。階段を登る。神奈との距きよ離りは縮まらない。高低差は変わらない。

「認めたくないという感情は理解できるさ。だけど、認めなかったところで現実は変わらない。いいや、逆に認めることで初めて世界は開けるんだよ！」

「何の話だ？」

「帝人くんがなにを考えてどう行動しようが、所しよ詮せんは神たる私の手のひらの上ということさッ！」

　言って、実際に左手を差さし伸のべてくる神奈。

　俺はその手には目もくれないが、神奈はいっさい気にかけず、

「だってそうだろう？　いま帝人くんがご執しゆう心しんのリア王計画だって、私がチェックシートというお膳立てを用意しなければ始まってすらいないわけじゃないか！」

「たしかに、お前のチェックシートが端たん緒しよとなったのは事実だ。――しかるに、我がリア王計画の立案を、お前があらかじめ想定していたとは思えんがな」

「まあ、たしかに予想外の展開ではあったね。だけどねえ帝人くん、それを含ふくめたところで事態は私の手の平の上を一歩も出てはいないのさ！　なぜならッ！」

　くるりと回転しながらステップを踏み、神奈は二階へと到とう達たつする。

「帝人くんのリア王計画は、神たる私を十二分に楽しませてくれるという確信があるからだよ！　アッハッハッハッハッハ！」

　神奈が愉ゆ快かいになれば、必然的に俺は不愉快になる。これは宇宙普ふ遍へんの公式であるが、だからといって計画に差し障りがあるかといえば、断固として否である。

　ひとたび動きだしたリア王計画は、あらゆる意味においてこの御門帝人のものなのだ。

　故に、神奈のごとき愚妹がなにを思いどう感じようと、計画の破は棄きなど金輪際ありえぬ！

「フッ。お前はそうやって、いつまでも高いところで吠ほえているがよい。あらゆる障害を打うち払はらい、あまねく困難を打ち砕くだき、俺は我が王道を突き進すすむ。それだけだ」

　宣言して、俺は階段を登りきる。

「アハハッ、そうでなくては困るよ！　そうでなければ面白くない！　というわけで今後も期待しているよ帝人くん！　アッハッハッハ！」

　立ち位置が等しくなったことで、神を騙かたる愚か者ものは会話を打ち切って背をむける。

　俺は俺で、もはや神奈など一いつ顧こだにせず自室へと足先をむける。

　と――

「ああ、そうだ。一つ大事なことを言い忘れていたよ」

　なんだと振り返かえる俺に、愚妹は神というより悪あく魔まめいた笑えみを見せ、

「夕食はいつもどおり七時だ。呼ばれる前にちゃんと降りてくるんだよ、お兄ちゃん」

「ッッッ!?」

　世にもおぞましい、身の毛のよだつ二に人にん称しようを口にして、神奈は悠ゆう々ゆうと自室へ引きあげていった。

「……ふん。その名で俺を呼ぶのは三年ぶりか。それだけあの愚妹めも本気ということか」

　なればこそ、いっそう気を引ひき締しめて計画にかからねばなるまい。

　愚妹の存在を意識の埒らち外がいへと追いやり、断絶していた思考を再開する。

　取り組むべきは、きたるリア王計画・第二の作戦。その細部の修正は必ひつ須すかつ急務である。

　この作業において肝かん要ようなのは、考えることではなく、考えないことである。外部からの情報を断ち、ただただ意識を研とぎ澄すませる。さすればやがて天てん啓けいが――

「――！」

　訪おとずれた。

「フハッ、フハハハハハハッ！」

　瞬しゆん間かん、俺は鬨ときの声こえをあげた。

　何に対して？　世界と、神を騙る愚妹に対してである。

「フハハハッ！　一人で神だのなんだのと言っていればいいものを、身のほど知らずにも我が計画に触ふれたことが仇あだとなったな！　だからお前はつくづく愚かだというのだッ！」

　四月のチェックシートの件といい、今回の件といい、神奈の浅はかな行動は結局のところ俺を利することにしかならない。

　それが天命であり運命なのだと俺は確信する。

「所詮はこの俺の踏み台だい――否、踏み台にしてやったことを感謝するがよい！　フハハハハハッ！」

　――いいや、逆に認めることで初めて世界は開けるんだよ――

　――私がチェックシートというお膳立てを用意しなければ――

　これらの言葉が我が王道の行く先を照らしだしたとは、愚妹めは未み来らい永えい劫ごう気づくまい！







リア王の伏線・その１







　我は問う。改めておのれ自身に問いかける。

　先のリア王計画・第一の作戦は、果たして失敗であったろうか？

　――否。否である。

　たしかに、単体で見れば満足のいく結果ではなかった。が、あのような形で結末を迎むかえたからこそ、俺の眼前には新たなる道がひらけたのだ。

　すなわち、第一の作戦は最初から呼び水の役割を内包していたことにほかならない！

「フッ。まさか作戦を立案したこの俺ですら、その真意に気づくまでこれほど時間を要するとはな！　我がリア王計画は想像をはるかに超こえたものになりつつあるようだ！」

　自分で自分が恐おそろしくなるとは、まさにこのことだろう。

　そんなわけで、翌日は久しぶりに晴れ晴れとした気分で登校することができた。

　校舎に入った俺は、当然のごとく西階段へとむかう。

　思ったとおり、目当ての人物は一階と二階の踊おどり場ばにいた。

　いつものごとく、タータンチェックのボトムスにネクタイ付きのシャツを身につけ、アンダーリムの眼鏡をかけている。想像するに、こいつにとってはこの格好が一種の『制服』なのだろう。

「フハハハッ！　喜ぶがいい江え代しろ堂どう、今朝はこの御み門かど帝てい人とが足労してやったぞ！」

「まったく……そんな恩着せがましい朝の挨拶があるかよ」

　情報屋たる江代堂は、耳につけていたイヤホンを外して大おお仰ぎようにため息をついた。

「だいたい、どうして僕ぼくが、朝の憩いこいのひと時を邪じや魔まされて喜ぶだなんて思えるんだよ？　本気で言ってるなら、今すぐ病院へ行って頭を叩き割わって脳を診みてもらうべきだね」

「フッ。たしかに我が脳髄をサンプルとして研究しその構造を解明することができれば、人類は軽く一〇〇年は進歩することだろう。俺としてもヒトという種に対する貢こう献けんはやぶさかではないが……しかしいまは、リア王計画という空前絶後の大事を抱かかえる身だ。我が脳髄の研究は、この肉体が朽くちる日まで待たねばならんだろうな」

「はぁ……。今日はなんというか、いつにも増して日本語の会話が成立しなさそうだ」

　江代堂は眼元を手で覆おおって首を横に振り、

「まあいいや。君だって、僕に恩着せがましいことを言うためだけに来たんじゃないんだろう？　だったら可か及きゆう的てき速すみやかに用件を話してくれよ」

「ふむ。つねに仕事に熱心なのはお前の好ましい美徳であるな、江代堂よ」

　江代堂はすっとぼけたように視線をそらして、

「……そいつはどうも。それで？」

「いくつか訊たずねたいことがある。まずは、そうだな――」

　俺は自分の胸に手をおいて、

「この俺、御門帝人の学園における知名度は、中間考査以前と比ひ較かくしてどのようになっている？」

「そりゃあもちろん鰻うなぎ登のぼりだよ。もともとゼロに等しいくらい低かったこともあるけどね」

「フハハッ、そうであろう！　――しかし江代堂よ、この俺を評するのに鰻うなぎのごとき下等生物を比ひ喩ゆに用いるとは感心せぬぞ。そこはせめて『金こん色じきの龍りゆうが叢むら雲くもを裂さいて天へと駆かけ昇のぼっていくかのごとく』とでも表現すべきであったな」

「うるさいなぁ。話す気が失せるからくだらないダメ出だしはやめてくれよ。あと鰻に謝あやまれ」

「次だ。江代堂よ、この学園には『生徒会への要望書』なるシステムが存在するらしいな」

　江代堂は瞳ひとみにかすかな興味の色をうかべ、

「へえ、君が知っているとは意外だな。たしかにこの翔しよう葉よう学がく園えんの生徒会には、部活や同好会からの要望を受け付ける仕組みが存在するよ」

「実際の運用はどうだ？」

「おおむね予想はつくと思うけど、当初から有名無実と化しているね。要望じたいはダメ元で出されることが多いみたいだけど、対応されることは極ごく々ごくまれだよ。ま、生徒会のリソースだって有限なんだから、土台無理のあるシステムなのさ」

「ふむ――生徒会じたいの評判はどうか？」

「可もなく不可もなく。取り立てて批判すべき点も評価すべき点もない、まったくもって一いつ般ぱん的てきかつ平均的な生徒会だよ。現会長だって成績も容姿も家いえ柄がらも平へい凡ぼんな男子生徒だしね。もちろん、ひそかに超ちよう常じようの力を持っていて異形の敵と日夜戦っているわけでもない」

「異形の敵……？」

　最後の箇か所しよのみ意味も意図も不明だったが、ノイズとして無視することにする。

「まあよい。時に江代堂よ、その要望書だが、今年度に提出されたものの詳しよう細さいなリストを入手することは可能か？」

「容易に可能だね。半日あれば用意できると思うけど……でも帝人、そんなものをいったい何に使おうっていうんだい？」

「フッ。指針の一つとする、とだけ言っておこう」

「ふぅん？　ま、悪用しようにもしようがない情報かな、これは。なんにせよ、事後の報告だけは忘れずにしてくれよ」

「解わかっている。情報の対価は情報なのだろう？」

　それが情報屋・江代堂のスタンスでありスタイルなのだ。

　と、江代堂はスマートフォンの画面で時間を確かく認にんして、

「さて、と。今朝の話はこれで終わりかな」

「何を言っている。この先こそが本題に決まっているだろう」

「はぁ？　ならさっさと言ってくれよ。君と駄だ弁べっていて遅ち刻こく扱あつかいにされるだなんて、この世で一番割に合わないことなんだからさ」

「案ずるでない江代堂。この会合が予よ鈴れい前に終しゆう了りようするよう、俺はあらかじめ計算した上で話しているのだからな」

　残り二分三六秒。時計など見ずとも、その程てい度どのことは余よ裕ゆうで把は握あくできた。

「まったく……。それで、君の言う本題ってのは？」

「無論、我が側近候補、風かぜ早はやリサについてだ」

「……あぁ、彼女の件なら、詳細情報を今日の昼休みまでにメールで送る予定だったよ。それで構わないだろう？」

　否、と俺は首を振る。

「文面と口頭では、情報量が異なってくるからな。今回ばかりは、お前の口から直接聞きたいのだ」

「はぁ。しょうがないなぁ」

　不満をこぼしつつも、江代堂はよどみない口調で情報開示を始める。

　この際、スマートフォンやメモ帳を確認しようともしない。すなわち、得た情報はすべて頭の中に入っており、かつ整理もゆきとどいているということだ。

「風早リサ。日本人の父親とスウェーデン人の母親を持つ帰国子女。華きや奢しやで小こ柄がらな身体に似合わず、運動神経抜ばつ群ぐんで、おまけに武道の心得もあり。正義感の強い性格で、趣しゆ味みは人助け。当然のごとく男女問わず絶大な支持を受けている。名実ともに一年生のアイドルにして最危険人物。校内秩ちつ序じよの守護者にして素そ行こう不良者の天敵――」

「成なる程ほどな。予想に違わず、武人然とした人物像のようだな」

「武人よりも武ぶ侠きようのほうが近いかな。一いつ匹ぴき狼おおかみで、権けん威いや権力を振りかざす人間を毛け嫌ぎらいしているようだしね。率そつ直ちよくに言って、自分を王とか言ってる君とはそりが合わないんじゃないかな。いや、むしろ相あい性しよう最悪って気もするね」

　江代堂は俺を見るや、コホンと一つ咳せきをして、

「いちおう、腐くされ縁えんとして忠告しておくけど……彼女には手を出さないほうが身のためだよ」

「解っている、決して一ひと筋すじ縄なわではいかぬ相手だろう。だからこそ、我が次の作戦において重要な働きができるのだ」

「どういう意味だい、それ？」

「フッ。敵てき愾がい心しんほど御ぎよしやすい感情はないということだ」

　俺が言い終えた直後、校舎に予鈴が鳴なり響く。

「今朝の会合はこれにて終了とする。俺の宣言通り、一秒のずれもなかったであろう？」

「……ふん。どうしてその能力を、もっとまともなことに活いかせないのかね」

「仕方あるまい。この程度の時間把握能力があったところで、計画の遂すい行こうへは寄き与よしないのだからな」

「そういう意味で言ったんじゃ……まあいいや」

　長ちよう嘆たん息そくする江代堂。俺という存在を前にして、持たざる自分自身を卑ひ下げしてしまったのだろうか。

「ともあれ、件くだんの要望書を頼たのんだぞ」

　その入手をもって、我が遠大なるリア王計画・第二の作戦は胎たい動どうを始めることとなる。

　不ふ幸こうにして愚ぐ民みんどもは気づきもしないだろうが――

　世界変革の時は、すぐそこまで来ているのだ！







リア王部（仮）







　その日の放課後。

「フハハハッ！　全員そろっているな！」

　理事長室改めリア王室にて、さっそく俺は作戦の発議をおこなうことにした。

「全員っていっても三人しかいないでしょうが……」

　我が側近その一。緋ひ色いろの髪かみと瑠る璃り色いろの瞳を持つ藤ふじ波なみ凰おう花かは、呆あきれたような声をもらし、

「別の誰だれかが見えたとしたら、いよいよ病院に行くべきですね」

　我が側近その二。濡ぬれ烏がらす色の髪と瞳を持つ橘たちばな深み月づきは、やんわりとほほ笑んでつぶやいた。

　執しつ務む机づくえへ近づいてきた二人に眼をやり、俺はやおら立ち上がると、

「凰花よ、深月よ、傾けい聴ちようするがよい！　これより我らは新たな作戦決行のため、即そく日じつ活動を開始するッ！」

「作戦って、前のテストの時みたいな……？」

「また面めん倒どうなことになりそうな予感が……」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする二人。

　その表情の底意を読みとれぬ俺ではない。成程、たしかに彼女らにとって、第一の作戦は良き思い出であるはずもない。

「案ずるな、解っている。先の作戦でさしたる働きもできなかったお前たちの不満と苦く悩のう、主君たる俺は充じゆう分ぶんに察しているぞ」

「は、はあ？」

「なんのことでしょう？」

「フッ、隠かくさずともよい。そして喜ぶがよい！　きたるリア王計画・第二の作戦では、お前たち二人に存分に働いてもらうことになっているのだからなッ！」

「隠してないし喜んでないし働きたくもないわよっ！」

　凰花がふいに声を荒あらげる。

　やれやれ、図星を突かれると反射的に激げき昂こうしてしまうのは彼女の悪い癖くせである。

「あたしはただ、前みたく妙みようなとばっちりを受けるのが嫌なだけよ！」

　そこで少し頬ほおを赤らめて、

「い、言っておくけど、またキスの噂うわさとか流したら本気で怒おこるからねっ!?」

「凰花よ、それは杞き憂ゆうというものだ。この俺が同じ手を二度も使うわけがあるまい」

「ほんとに大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね……？」

　ジト目をむけてくる凰花。

「然しかり。案ずるなと言っている。何故なら次なる作戦は、はるかに巨きよ大だいなスケールで展開されるのだからな！」

「は、はるかに巨大なスケール!?」

　と、ここで深月が素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「と、ということは、キス以上のあんなことやこんなことをわたしにさせるつもりなんですかっ!?　そうなんですね帝てい人とくんっ！」

「待て、深月――」

　彼女の悪い癖はいうまでもない。この妄もう想そう暴走癖である。

「や、やっぱりそうなんじゃない！　帝人の変態っ！　エロマンガ島の支配者っ！」

　そして、凰花もまた乗せられて顔を真っ赤にする。

「ええい、馬ば鹿か者ものどもがっ！　何故お前たちはそういう発想に飛びつくのだ!?」

「だってキスの件の前科があるしっ！」

「そうです貞てい操そうの危機ですっ！」

「このッ――！」

　まずは二人の気を鎮しずめねば作戦の通達もできない。好むと好まざるとにかかわらず、俺はその作業をせねばならなかった（要した時間は一五分ほど。なんたる時間の浪ろう費ひか！）。

「……で？　第二の作戦って、いったいなにをするつもりなのよ？」

「どうせ、いまの段階ではわたしたちには秘密なんじゃありませんか？」

「否。先にも言ったように、此こ度たびの作戦はお前たち二人を主体とする。よって事前の情報開示もまた必然となる」

　別にもったいをつけるつもりはない。俺は核かく心しん部分から説明してやることにした。

「まず、基き礎そ戦せん略りやく目標となるのは、月末に開かい催さいされる球技大会だ」

「球技大会……というと、テストの次は文武の『武』ということですか？」

「たしかに、運動神経が良くて活動的なやつってリア充じゆうっぽいわよね」

「フッ。悪くない眼のつけどころだが、我が深しん謀ぼう遠えん慮りよなる作戦がそんな表層的なものだけに留とどまるはずがなかろう。――時に凰花よ、昨年の球技大会はどのように取り組んだ？」

「え、あたし？」

　凰花は自じ慢まんの赤髪を得意げに払って、

「ほかのやつが足手まといになるのが嫌だったから、テニスとか卓たつ球きゆうだけ出て、あとはぜんぶパスしたわよ」

　と、横で聞いていた深月がわざとらしく首を横に振る。

「可か哀わい想そうに……クラス全員から除のけ者にされて、体よくボロ雑ぞう巾きんのように使い捨てられたのですね」

「はぁ？　なんでそうなるのよっ！　あんたあたしの話聞いてたわけっ!?」

「なんてみじめであわれな生き物……。きっと凰花の人生は、これまでもこれからもいいことなんて一つもないんでしょうね……」

　涙なみだぐむ仕草をする深月。

「ってぇ、なんであたしの人生まで否定されなきゃいけないのよ!?　そもそもあんた、あたしを見下せるくらい去年は活かつ躍やくしたっていうのっ!?」

「わたしですか？　わたしはもちろんクラス対たい抗こう戦せんにはフル出場しましたし、みんながどうしてもと頼むので監かん督とく役やくも務めましたよ。まあ、もっとも――」

　深月は声に侮ぶ蔑べつの色を混ぜこんで、

「クラスの人たちが予想以上に使えなくて、ベスト４どまりでしたけれど」

「あ、あんた、なにさらっと『使えない』とか言ってるのよ。だいたいそれ、負けたのは自分以外の他人のせいって言い訳じゃない」

「言い訳ではありません、事実です。駒こまとしてすら役に立たないなんて、それこそ生きている価値がないと思いませんか？」

「なんか、ぜんぜん関係ないし顔も名前も知らないけど、あんたの元クラスメイトたちがものすごく不ふ憫びんに思えてきたわ……」

　鼻白んでつぶやく凰花だった。

「ふむ。俺おれが事前に入手していた情報と相違ないようだな」

「っていうか、そういう帝人は去年の球技大会はどうだったのよ？」

「無論、一種目とて出場してはいない」

　俺はこともなげに答えた。

「まあ、たしかに帝人がスポーツして汗あせ流す絵面は想像できないけど……」

「それどころか、体育着姿すらちょっとイメージが浮うかびませんよ……」

「究極のインドア派っていうか……」

「ひきこもり界のトップランナーというか……」

　なにやらひそひそと話しだす二人。

「フッ。急にどうしたのだ？　たしかに俺は、この世のトップに君臨する存在だが――」

「……ちょっと深月、あんたが余計なこと言うから帝人の都合よすぎイヤーがまた発動しちゃったじゃない」

「……とりあえず面倒ですから、ここは適てき当とうに同意しておきましょう」

　凰花と深月は、不自然な笑え顔がおを俺へとむけてうなずいた。

「む……？　まあよい、話をつづけるぞ。球技大会まで、残された時間はさほど多くない。よって、作さく戦せんの下準備は本日より開始せねばならん」

「準備って？　まさか『特訓するぞー！』とかって話じゃないわよね？」

「当然だ。そもそも凰花よ、お前にはいまさらの修練など不要であろう」

「ふふん、まあねー」

　気を良くして再び手で髪を払う凰花。

　深月はそれを横目で鬱うつ陶とうしそうに一瞥して、

「となると、準備というのは戦術面のことですか？　しかし現時点ではどのクラスが相手になるか解りませんし、なにより――」

「待て、そう急せくな。どうもお前たちはミクロな視点でばかりものを考えて、マクロな視点が欠けつ如じよしているようだな。いうなれば、お前たちが地球の上だけを見ているとき、この俺は全宇宙を見み渡わたしているのだ」

「はぁ。たしかに帝人くんの頭は、ときどき宇宙から電波を受信しているとしか思えないことがありますけど……」

「フハハハッ、そうであろう！　全宇宙の意思、すなわち天はこの御み門かど帝人とともにあるのだからなッ！」

「…………」

　深月が笑みを引きつらせる。

　はて、俺という存在のスケールの大きさに、いまさら気き後おくれでもしたのだろうか。

「さて、話が脇わき道みちに逸それてしまったな。では深月よ、それに凰花よ、心して聴きくが良いっ！」

　執務机に両手をついて立ち上がり、俺は言った。

「きたる球技大会へむけて、我らはまず、部活動を設立する！」

「は……？」

「い……？」

　一いつ瞬しゆん、理事長室が静まり返り、

「ってぇ、なに『これで説明はすんだ』みたいなドヤ顔してんのよっ！　そもそも帝人、前にあたしが『部活でも作れば』って言ったとき頭ごなしに否ひ定ていしたくせに――むぐっ!?」

　繊せん手しゆが伸びて凰花の口を塞ふさぐ。

「まったく、人の耳元で騒そう音おんをたてないでください。さすがは歩く公害として定評のある凰花ですね」
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「っ～～～～～!?」

　凰花を無視して、深月は俺へと視線をよこし、

「つまり――帝人くんの狙ねらいは『部活対抗戦』にあるということですね？」

「然り。その通りだ」

　にやりとして俺はうなずく。

「やっぱりそうですか。考えてみれば、わたしは帝人くんたちとクラスが違いますからね。『お前たち二人を主力とする』という物言いには最初から引っかかっていたんです」

　翔しよう葉よう学がく園えんの球技大会は少々特とく殊しゆで、通常のクラス対抗戦と、部活動・同好会単位で参加する部活対抗戦の二本立てで開催されるのだ。なお、部活対抗戦で優勝した暁あかつきには追加の部費が賞しよう与よされるという、実に俗ぞくっぽい規定もある（まさしく俗ぞく物ぶつたる我わが父ならではの企き画かくだ）。

「――ぷはぁっ！」

　と、凰花が口を塞いでいた深月の手を跳はね除のけて、

「なにすんのよバカ鼻まで塞がれたら息できないでしょうがっ！」

「あら凰花、まだ生きていたんですか？」

「当たり前でしょ！　っていうかそのセリフ洒しや落れになってないからっ！」

　ぜえぜえと息を吐はき、猛もう獣じゆうのごとく深月をにらみつける凰花。

「凰花よ、話の腰こしを折るのは感心しないぞ」

「そうですよ。空気が読めないのに空気を吸っているなんて、おこがましいとは思いませんか？」

「な、なんであたしが悪いみたいな扱あつかいに……ぬぐぐ」

　凰花が黙だまったので、俺は話を再開した。

「もっとも、クラス対抗戦を捨て石とするわけではないがな。ともあれ、先に手を打たねばならないのが部活対抗戦であることに変わりはない」

「ですが、よく解りませんね。わざわざ部を作ってまで対抗戦に参加する目的は？　帝人くんのことですから、単純に目立ちたいとか、優勝して部費を手にしたいとか、そういう話ではありませんよね？」

「フッ。いずれも不正解ではないと言っておくぞ」

「まあ、なんでもいいけど」

　立ち直った凰花が投げやりな口調で言う。

「あたしは部活対抗戦に出る気はないから、あんたたち二人でがんばってね」

「なに？」

「凰花、わたしを勝手に加えないでもらえますか？」

　あろうことか、深月もまた追つい随ずいする。

「お前たち……」

　俺はやれやれと嘆息して、

「嘆なげかわしいな。そうやって勿もつ体たいをつけて自らを高く売りつけようとする手法、並の為い政せい者しやならいざ知らず、この俺相手にはまったくの無意味だと言っておくぞ」

「また都合良すぎな勘かん違ちがいを……あたしは単に面倒だから嫌って言ってるだけよ！」

「そもそもの話、わたしたちには積極的に協力する義務はないと思いますけど？」

「ふん――ならば仕方ない」

　彼かの女じよたちとパワーゲームに興じるつもりはない。

　この辺りでおのれの立場をわきまえさせてやるとしよう。

　俺は椅い子すへと腰を下ろしながら、

「協力する義務はないだと？　笑しよう止し！　凰花よ、深月よ、お前たちはこの御門帝人に一つ借りがあることを失念しているようだな」

「はあ？　なによそれ」

「はて、身に覚えがありませんが？」

　あくまでもシラを切る二人に、俺は厳おごそかにつげてやった。




「――キスの権利」




「「なッッッ!?」」

　効果はてきめん、二人はにわかに気色ばんだ。

「然り、あのとき俺はこう言ったはずだ。『この場で要求はしないが放ほう棄きするわけではない』とな！」

「て、帝人くんは、それを盾たてに言うことをきかせるつもりなのですかっ!?」

「否、俺は事実を再確認させたまでだ。別にお前たちを脅おどそうなどとは思わんし、考えを改めよと言う気もない。我が作戦への不参加をあくまでも貫つらぬき通とおすというなら、その意思は尊重してやるとしよう。もっとも――」

　余裕の笑みとともに俺はつげた。

「それができればの話だがな」

「……つまり、借りがあることを踏ふまえた上で、自分の意思で決めろというのですか？」

　然り、と俺はうなずく。

　常人ならいざ知らず、わけてもプライドの高い彼女たちのことだ、よもや借りをつくったまま座してはいまい。

「くっ……！　吐き気けをもよおす邪じや悪あくとはまさにこのことだわ……！」

　歯は噛がみをしてつぶやく凰花。

「……わたしも性格の悪さには自信がありますが、帝人くんにはとても敵かないませんね」

　精せい一いつ杯ぱいの皮肉を口にする深月。

「フッ。今一度問う必要は――どうやらなさそうだな！　フハハハハハッ！」

「ああもうっ！　やるわよっ！　部活でもなんでもやってあげるわよ！」

　凰花は眉み間けんに皺しわをよせてヤケ気味に言い放ち、

「わかりました。ですが借りたものは、そのうち万倍にして返させてもらいますね」

　深月は微び笑しようをうかべ（ただし眼めだけは笑っていない）、やんわりとつげた。

　いずれにせよ、彼女らの瑣さ末まつな反応を気にする俺ではない。

「さて、話はまとまったな。それではこれより議事を開始する！　我らの第一目標は部活動の設立、その戦略目標を達成するには学園側に申しん請せい書しよを提出し受理承しよう認にんされねばならん」

　俺は机の引き出しから一枚の紙を取りだして、

「見よっ！　これが翔葉学園高等部における新規部活動申請書なりッ！」

「見よって……。ほんとになんの変へん哲てつもない申請書じゃない……」

　申請書を受け取り、やる気なさげに眼を落とす凰花。

「幸か不幸かは知りませんけど、うちの学校は部員三人以上で部活動として認められるみたいですよ」

　と、深月はいつの間にか手にした生徒手帳をパラパラとめくって言う。

「では二人とも、申請書に氏名を記入するがよい」

「はいはい。あ、部長はもちろん帝人がやるのよね？」

「フッ。訊きくまでもないことだろう」

「これでいいですか、帝人くん」

　凰花につづいて深月も名前を書き、俺へと申請書を戻もどしてくる。

　二人の名前の上に俺はシャーペンを走らせ、

「ふむ。あとは活動内容と部活の名めい称しようだな」

　残りの空くう欄らんをも一気に埋うめようとする。

「ところで帝人くん。その部活は球技大会用のダミーなんですよね？」

「ま、そうなるわよね。幽ゆう霊れい部員ならぬ幽霊部活ってとこかしら」

「フッ。たしかに部活対抗戦への参加が第一義ではあるが、それだけのために使い捨てるのは戦術として下の下だ。この御門帝人がかような下策に手を染めることがあろうか？　否っ、否であるぞっ！」

　俺の言葉に、凰花と深月は意外そうな顔を見せる。

「え？　じゃあ実際に部として活動するってこと？」

「然り。その活動こそが下準備の本命となる」

「それで、どのようなことをするのです？」

「知れたこと！　この御門帝人が目指すものは唯ゆい一いつにして無二！　故ゆえにこうなるのは必然であるッ！」

　俺はペンを取り、一いつ気き呵か成せいに空欄を埋めていった。




【部活動名：リア王部】

【活動内容：真に王たる御門帝人がリア王となるための活動全ぜん般ぱん】




「「却きやつ下かッ!!」」

　文面を覗のぞきこんだ二人が血相を変えて叫さけんだ。

「何な故ぜだ？　これほど単純明快で正せい鵠こくを射た表現はあるまい？」

「あんたねぇ、これ知らない人が見たら絶対に理解できないでしょうが！」

「それに、部員ということになっているわたしたちの良識と見識も疑われます」

「だいたい、その内容じゃ申しん請せいが通るわけないじゃない」

「議論の余地なく却下されることは確実でしょうね」

「なに……？」

　前半の愚ぐ痴ちはともかく、後半は聞き捨てならない話だった。

「成程な、この学園では教員による職権の濫らん用ようが蔓延はびこっているということか。ならば権力には権力で対たい抗こうしてやるとしよう。気は進まぬが、理事長の名義で圧力を――」

「ちょっ！　なんでそういう超ちよう解かい釈しやくがでてくるのよっ!?」

「案ずるな凰花。権力に酔よっている者ほど、より巨大な権力の前には平身低頭して媚こび諂へつらうものなのだ」

「いやだから、そんなことしたら話が余計にややこしく――」

　と、深月が片手をだして凰花を制する（今度は口は塞がなかった）。

「帝人くん、承認されない理由は職権の濫用などではありません。単純に、帝人くんの考えがあまりにも高こう尚しようかつ独創的にすぎるので、平へい々へい凡ぼん々ぼんたる先生方にはとても理解できないことが原因です」

「ほう、その意見は一理あるな深月よ。たしかに教師のごとき暗あん愚ぐな輩やからどもに、我が崇すう高こうなる理念を推おし量はかれるはずもなしか」

「はい。ですから、部活の名称も活動内容も、相当に噛かみ砕くだいた表現にしないと逆に手間がかかってしまいますよ？」

「いいだろう！　俺の偉い大だいさが仇あだとなっているのであれば、こちらから歩みよってやるのが王の寛かん恕じよというものだからな！　フハハッ、フハハハハッ！」

　深月の忠言に俺は膝ひざを打つ思いだった。

「……あの帝人を言いくるめるなんて……たいしたやつね」

「……いつもこのくらい上う手まくいくと楽なんですけど……」

　またもや小声で話しだす二人。

　まったく、俺への賞賛ならもっと堂々と口にすればよいだろうに！

「よかろう、ならば修正を許可しよう！　深月！」

　俺は申請書を返してやる。

「さあ、愚ぐ鈍どんな連中にも理解できる表現案を捻ねん出しゆつしてみせよ！」

「ええっ？　わ、わたしが考えるんですか？」

「然り。言いだしたのはお前なのだから当然であろう」

「いきなりそう言われましても……ええと」

　深月はめずらしくあたふたする。

「と、とりあえず、具体的な説明をしてもらわないことには考えようがないと思いますよ？　この『真に王たる御門帝人がリア王となるための活動全般』とは、いったい何を指しているのですか？」

「なんだ深月。我が側近となってひと月以上が経過したというのに、その程度の読解にまだ苦戦しているのか？」

「っ……！　本当にすみませんねぇ、たいそう出来の悪い側近で」

　深月が自じ虐ぎやく的てきな台詞せりふを口にする。こめかみがヒクヒクと震ふるえているのは、自分自身に対する怒りと遣やる瀬せなさからだろう。

「まったく、あまり俺を失望させてくれるなよ」

　そこで俺はもう一人の側近を見やって、

「凰花よ、お前の口から説明してやるがよい！」

「へっ？　あ、あたし？」

　凰花は腕うでを組んで首をひねり、

「ええっと……リア王ってのはたしかアレよね？　下げ僕ぼくを一〇〇人だか二〇〇人だかつくるっていう……」

「否、その認にん識しきはすでに古きものとなっているぞ、凰花よ」

　俺は慨がい嘆たんと失意の念を口調に乗せて、

「先の作戦の結果を受けて、俺はこの学園の生徒どもに心底失望した。と同時に、つくづく痛感もしたのだ。暗あん愚ぐ頑がん迷めいにして無む知ち蒙もう昧まいたる愚民どもは、下僕にすることすら容易ではないとな」

「いや、無理だってことくらい最初の時点で気づきなさいよ……」

　凰花が呆れ顔がおでつぶやく。

　ふむ、どうやら彼女も愚民どもの使えなさをしみじみ感じていたようだ。

「よって、この御門帝人は計画の修正と方針の転てん換かんに踏み切きった！　もはや学園の生徒どもを一名ずつ下僕に取り立てていこうなどとは思わぬ！」

「うんうん。帝人もようやく少しはまともになってくれたのね」

　凰花がしたり顔でうなずく。

「そしていま！　我らが邁まい進しんすべき新たな到とう達たつ目標を発布しよう！　すなわちッ！」

　椅子を蹴けって立ちあがり、右みぎ腕うでを振ふって俺は言った。




「この御門帝人による、学園の完全支配であるッ!!」




「「……………………」」

　絶句する凰花と深月。さては感動のあまり言葉を失ってしまったか。

「は……え？　支配とか普ふ通つうに意味わかんない……っていうか前の下僕一〇〇人よりさらに悪化してるんじゃ……？」

　凰花の第一声に俺は苦く笑しようをこぼして、

「凰花よ、謙けん遜そんがすぎるのも考えものだぞ？　本気で『支配』という言葉の意味が解らぬのなら、辞書を引くなり小学校からやり直すがよい」

「『意味がわからない』ってのはそういう意味じゃないわよっ！」

　髪の毛けを逆立てて叫ぶ凰花。

「話のスケールが前より無む駄だに大きくなってるじゃない！　どこをどうすれば下僕をつくるのは難しいって前提から学園支配なんて狂くるった結論がでてくんのよっ!?」

「スケールが大きいだと？　否！　否であるぞ凰花！　学園支配はあくまでも当座の目的、我が壮そう大だいなる計画の第一段階に過ぎぬのだ！　この御門帝人の最終目標は唯一にして無二、リア王となり世界そのものを変革することなりッ！　フハハッ、フハハハハッ！」

「いやだから……」

　失言を恥はじてか、凰花が微び妙みように口ごもる。

「あの、帝人くん？　詳くわしいお話をしていただかないと、わたしたちには何がなんだかさっぱりなのですけど」

　今度は深月が真ま面じ目めな口調で問うてくる。

「ふむ、そうか。さしものお前たちとて、一足飛びに俺の領域まで達することは不可能であったな。――よかろう！　ならば我が説明に耳を傾かたむけるがよい！」

「は、はぁ……」

「はじめに断っておくが、俺は手段を変えたのであって目的を変えたのではない。下僕を一〇〇人――否、学園関係者総下僕化という目的は依い然ぜんとして確固たるものだ！　学園の完全支配とはそのための手段であり、いわばお膳立てなのだ」

「お、お膳立て？」

　凰花が疑ぎ問もん符ふをうかべる。

「然り。学園の支配を完全なものとし、この御門帝人による統治体制が確立すれば、いかな愚ぐ昧まいの輩の眼にも誰が主君であるかは一いち目もく瞭りよう然ぜん！　そうして否いや応おうなく認めさせることで彼奴あいつらの世界は初めて開けるのだ！」

「理り屈くつは通っている気がしますけど……。ですが現実問題、どのようにして学園を支配するのですか？」

「無論、優先順位は教職員よりも生徒にある。よって、まずは生徒の頂点に立つ」

「生徒の頂点……？　帝人くん、それはもしや――」

　と、深月が言いかけたところで凰花が割りこむ。

「ちょっと待って！　そもそもあたしたちって、球技大会のために部活をつくるって話をしてたはずよね？　なのにいつの間にか脱だつ線せんしすぎじゃない？」

「否、否であるぞ凰花よ！　脱線などはしていない、すべての話は俺の敷しいたレールのもとにつながっているのだ」

　すかさず切り返し、俺は声を張りあげた。

「何故ならばッ！　本日より新設される部活動は、学園支配の前ぜん哨しよう戦せんを担になうものでもあるからだッ！」

　凰花と深月、両者の眼が点になる。

　フッ。我が話術の巧たくみさに驚おどろきを隠しきれないと見える！

「なに、だからといって物もの怖おじすることはない。為なすべきことは単純にして明快、生徒間におけるこの俺の人望および知名度を可能な限り高めることなのだからな！」

「人望と、知名度……？」

「い、意外ですね。帝人くんの口からそんな言葉がでてくるなんて」

「否、その認識は否であるぞ。いかに絶大な権力を持つ専制君主とて、人じん民みんの支持を無視することはできん。なにより俺が目指すのは為政者であり統治者であって、独裁者ではないのだからな」

「うそ……。帝人がわりと真っ当なことを言っている……だと？」

　どこか愕がく然ぜんとしてつぶやく凰花。

　俺にしては平へい凡ぼんすぎる方針だと思ったのだろうが――統治の手法には奇き道どうも邪じや道どうも外げ道どうもない。『王道』こそが唯一の解なのである。

「ですが、真っ当なぶん難しいとも言えますよ」

「そうよね。知名度にしろ人望にしろ、欲ほしいからってそう簡単に手に入るものじゃないし……」

「であろうな。人民の支持とは一いつ朝ちよう一いつ夕せきに獲かく得とくできるものではない。故に、今後の我らの活動は日ひ陰かげをいく地道なものとなろう」

「で、毎まい度どお決まりの台詞だけど、具体的にはなにをするのよ？　政治家よろしくタスキをかけて校内を練り歩くとか？」

「ふむ。悪くない案だが、指針はすでに我が手中にある。見よっ！」

　俺は再度、机の引き出だしから紙束を取りだした。

「なにこれ、『生徒会への要望書』……？」

　受け取って視線を走らせる凰花。深月も横から覗きこむ。

「然り。本年度に提出され、かつ未対応の案件をまとめたものだ。といっても、全体の九割九分であるのだがな。ともあれ、これまでリア充度チェックシートがそうであったように、我が部の活動はこの要望書を指針とする！」

「ええと、帝人くん？　まさかとは思いますが……」

　と、深月がおずおずと訊たずねてくる。

「この要望書に書かれた内容を生徒会の代わりに実行する、なんてことは言いだしませんよね……？」

「なにを言う。お前らしからぬ発言だな、深月よ。要望書を活動の指針にすると言った以上、ほかの解かい釈しやくなどしようがあるまい」

　俺が呆れまじりにつげると、今度は凰花が慌あわてた様子で、

「ちょ、ちょっと待ってよ帝人。それってつまり人助けよね？　しかも無む償しようかつ善意の」

「お前はお前でなにを言っているのだ、凰花よ。本活動の目的は人望と知名度の獲得であるのだから、無償かつ善意を感じさせる行動でなければ話になるまい」

　俺がため息混じりに答えると、二人はなにやら深刻な表情のまま視線を交かわして、

「……ちょっと深月、アレってほんとにあたしたちの知ってる帝人なのかしら……？」

「……たしかに、あの帝人くんが自発的に人助けをしようだなんて、まずありえない話ですよね……」

　またもやコソコソと話し始める凰花と深月。よく解わからないが、なにやら混乱しているようにうかがえた。

「……頭を強く打って脳が逆に正常化したとか……」

「……あるいはエイリアンの成り代わり説も……」

「とにかく確かめてみるべきよ！」

「そうですね、それがよさそうです！」

　密談を終えた二人は、嘘うそくさい笑えみを貼はりつけた顔を俺にむけて、

「ねえ帝人。人類史上、もっとも頭のいい人物って誰だれだと思う？」

「フッ。そんなもの、この御門帝人に決まっている。否、人類どころか全宇宙の全知的生命体を集めたとて、俺に比ひ肩けんしうる者など絶無であろう！」

「では、歴史上もっとも偉大な王は誰だと思いますか？」

「知れたこと。有史以来、真の意味で偉大な王は一人として存在していない。何故ならばこの俺がやがて到達するリア王こそが、唯ゆい一いつ無む二ににして最上至高の王であるからだッ！」

　俺が質問に即そく答とうすると、二人は急に真顔になる。

「うん、間ま違ちがいなく帝人だわね」

「ええ、確実に帝人くんですね」

「「ということは――」」

　凰花と深月はそこだけ声をハモらせて、

「一見すると人助けでも、裏には別の目的があるってことよね？」

「教えてください帝人くん、裏ではどんなことを企たくらんでいるのですか？」

「なにか会話の流れが妙に思えるが……まあ良い！　凰花よ、深月よ、自力でそこにたどり着いたことは褒ほめてつかわそう！」

　二人の態度の変へん遷せんが気にならないではなかったが、ひとまずは不問とし俺は話を進めることにした。

「お前たちが察した通り、人望と知名度を獲得しただけで終わるものではない。前言したように、部による活動はあくまでも前哨戦。そして、決戦にして集大成に位置づけられるのが球技大会だ」

「つまり、普ふ段だんの活動で地道に人気と知名度を上げていって、球技大会の部活対抗戦で一気に花はな咲さかせるって感じ？」

「然り。その認識で間違いはない」

「流れとしてはわかりやすいですけど……その二つにいったいどんな関連性が？」

　深月が疑問をぶつけてくる。

「先ほど帝人くんは『すべての話はつながっている』と言いましたけど――」

「ふむ。部による活動と対抗戦への参加は、直接関かかわりがあるわけではない。いわばその二つは、一つの目的を達成するための異なる方角からのアプローチなのだ」

「一つの目的って？」

「この御門帝人にふさわしい舞ぶ台たいをととのえることだ。お前たちも知っていると思うが、部活対抗戦で優勝した者たちは表ひよう彰しようされることになっている。壇だん上じようにて、全校生徒の前でだ。この絶好の舞台を『演説』と『宣言』に利用しない手があろうか？　否、否であるッ！」

　実際のところ、それらは『表』の作戦で、同時に進行する『裏』の作戦も存在するのだが――凰花と深月にはまだ話さずともよいだろう。

「演説と宣言、ですか」

「要はそれが目的の一丁目一番地ってことよね？　で、なにを演説して宣言するの？」

「フッ。それは決行日までの楽しみとして取っておくがよい」

　今回は彼女らに尽じん力りよくしてもらうのだ。最後の楽しみくらいは残しておいてやるのが、主君として為すべき振る舞まいというものだろう。

　いっぽう凰花と深月は、またぞろ小声で話をしていた、

「……ねえ深月。これってつまり、そういうことよね……？」

「……だと思いますよ。『生徒の頂点に立つ』と言って『生徒会への要望』を代行するという方針なのですから……」

「……まあでも、普通に考えて絶対に無理よね。ほかの生徒が帝人に投票するなんて思えないし……」

「……やろうとしていることは真っ当ですし、いいんじゃないですか？　どのみちわたしたちに拒きよ否ひ権けんはないも同然ですし……」

　まったく、仲が良いのか悪いのかいまいち判わからんやつらである。

「説明は以上だ。藤波凰花よ、橘深月よ、側近としてのお前たちの働きに期待しているぞ！」

　言いつつ俺は、部活申請書を手に歩きだす。

「では申請書を提出してくるとしよう」

「「待てこら」」

　直後、二人の手に後襟えりをつかまれた。

「お前たち、これはいったいなんの真ま似ねか？」

「って、それはこっちの台詞よ！」

「そのまま提出しても承認されないという話をお忘れですか？」

　俺は二人にむき直って、

「忘れてなどいない。だが、もはやそのような些さ末まつ事などどうでもよかろう？」

「どうでもよくありませんっ！」

「ああもうっ、こっちで修正するから貸しなさい！」

　凰花が俺の手から申請書を引ったくる。

　ふむ。所しよ詮せんは些末事、彼女たちの好きにさせるとしよう。

　二人はテーブルに申請書を置き、左右のソファに分かれて上から覗きこむ。

「とりあえず、あからさまな嘘を書くのはまずいわよね」

「ですが、あまりストレートすぎるのも考えものですよ」

「たしかにね。お助け部とか助すけっ人と部とかだと、どっかのマンガのパクりくさいし」

「人気獲得部みたいな露ろ骨こつすぎるのもなしでしょうね」

「落とし所としては、実際の活動に即そくしていて、かつ、ツッコまれても誤ご魔ま化かしがきくような名称かしら……？」

　と、そこで深月が手のひらを打ち合わせた。

「では、こういうのはどうでしょう」

　ペンを持ち、すらすらと流りゆう麗れいに手を動かす。

「――！　なんか昔のヤンキー風だけど……だったら、ここはこうしたほうがよくない？」

「そうですね、これならどうにか……。あとは提出時に上手く言いくるめれば押おし切れると思いますよ」

「まあ正直言って無理やりだけど、『真に王たる御門帝人が云うん々ぬん』よりは一五〇倍ましね」

　どうやら結論がでたらしい。

　俺おれはテーブルから申請書を拾いあげ、即そつ刻こく眼めを通す。

「あ、ちょっと！」

　抗こう議ぎの声をあげようとする凰花を片手で制して、

「――ふむ。たしかにこれならば、凡ぼん愚ぐなる者でもかろうじて理解できる表現かもしれぬな。よかろう、当案で決とする！　お前たちで職員室へ持っていくがよいッ！」

　さすがはこの俺が見込んだ側近二人だ。妥だ協きよう案あんとしてはベストに近い表現だろう。

　我らが部活動の申請書は、以下のように書き改められていた。
















『部活名：理り有あ追おう部ぶ』

『活動内容：理想的かつ


有意義な学園生活を

追い求めるための活動全般』



『部員①：御門帝人（主）』

『部員②：藤波凰花』

『部員③：橘深月』







リア王 in Two-dimensional world







　当然すぎるほど当然のことではあるが、提出した申請書は支障なく受理され、我らがリア王部あらため理り有あ追おう部ぶは即そく日じつ承しよう認にんされ発ほつ足そくする次し第だいとなった。

「まあ、これもわたしの人徳の成せる業わざですね」

　ソファで紅茶を優ゆう雅がに飲みながら、深み月づきが満足げに言う。

「人徳って……口八丁の間違いでしょうが」

　凰おう花かが冷たい視線をむけてつぶやく。

「よくもまあ、あんな平然とした顔で堂々と嘘がつけるわね。横で聞いてるだけで人間不信になりそうなレベルだったわよ」

「いえいえ、わたしなんて凰花の足元にもおよびませんよ」

「まあねー……ってぇ、なんでそうなるのよ！　そこで謙遜するとか意味わかんないから！」

　ふむ、今日も我が側近たちは元気であるようだ。

「ところで帝てい人とくん。この理事長室を部室として申請するのはさすがに憚はばかられましたので、そこは伏ふせておきましたよ」

「うむ、それで構わん。何故ならば、我らはこの理事長室を一歩出た瞬しゆん間かんより、理有追部なる仮かり初そめの衣ころもをまとって活動をおこなうのだからな！」

　言いつつ俺は、それまでめくっていた要望書を閉じた。

「ではこれより初うい陣じんだ。凰花よ、深月よ、ついて来るがよい！」

　立ちあがり、両側近をいざなう俺。

「って、今日からいきなり始めるの？」

「当然であろう。球技大会まで残された時間は幾いく許ばくもない。故に、我らは一日足りとも無む為いにすることは許されぬのだ」

「これだけは聞いておきたいのですが……まずはどんな要望に取り組むおつもりで？」

　腫はれ物ものに触さわるようにたずねてくる深月。

「フッ。我らが初陣を飾かざるにふさわしい案件だ」

「あんたがそうやって出し惜おしみすると、毎度毎度ろくなことにならない気がするんだけど……」

　気乗りしない表情を見せる凰花。

「だいたいその要望書、きのうチラ見したけど、『部費を上げてくれ』だとか『部室を拡張してくれ』だとか『美人でなんでも言うことを聞いてくれるマネージャーが欲しい！』だとか、どう考えても実現不可能なものが大半だったじゃない」

「安心せよ、その手の案件はあらかじめ排はい除じよずみだ。――繰くり返かえすが、いまはなにより時間が惜しい。説明が必要だというなら道中に話してやる。では行くぞ」

　二人を再度うながし、連れ立って理事長室をあとにする。

　俺たちは深月・俺・凰花という一列横隊で廊ろう下かを歩きながら、

「今回、この御み門かど帝人が白羽の矢を立てたのは、なにを隠かくそう『服ふく飾しよく部』だ」

「なにを隠そうって、そんな部があるなんて初耳なんだけど」

　右手の凰花がつぶやき、

「どのような活動をしている部なのですか？」

　左手の深月がたずねる。

「おおむね想像はつくだろう？　その名の通り、衣装および装そう飾しよく品ひんの製作を旨むねとする部だ」

　もっともこの俺とて、今日調べて（というより江え代しろ堂どうに調べさせて）初めて知ったのだが。

「そして、件くだんの服飾部による生徒会への要望は以下のごとき内容だ。――『新作衣装の撮さつ影えい会かいがしたいのでモデルが必要。できれば美男美女で』とな」

「なにそれ、そのモデル役があたしたちってこと？」

「然しかり。それ以外の解釈などしようがあるまい」

「――！　そ、そういうことですかっ！」

　突とつ如じよ、深月が立ち止まって甲かん高だかい声をあげた。

「わたしたちに異様に露ろ出しゆつ度どの高い服を着せて、あられもない姿を写真に収め、あまつさえそれを脅きよう迫はくの材料にして自らの歪ゆがんだ欲望を叶かなえようという魂こん胆たんなのですねっ！　なんと不ふ埒らちなッ！」

「不埒なのはお前の頭であろうが……」

　反射的に言い返す俺。

　だが、深月はいっさい聞き分けず、

「拒きよ否ひします！　わたしは断固拒否しますからね！　だいたいそういうのは凰花の専売特許かつ独どく占せん契けい約やくじゃないですか！」

「ちょっ!?　どさくさに紛まぎれてなに言いだしてんのよバカ！」

　顔を真っ赤にして反論した凰花が、何故か視線と矛ほこ先さきを俺へと転じて、

「帝人！　言っとくけどあたしもその手のは絶対にお断りだからねっ！」

「えぇいっ、この痴しれ者ものどもが！　よりにもよって生徒会への要望書に、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する案件が書かれていようはずがあるまい！」

　たまらず俺は一いつ喝かつする。

「……う。言われてみれば……」

「い、いやですわ帝人くんたら。最初からそう言ってもらえれば、わたしだって変な勘かん違ちがいを起こさずにすみましたのに……」

「そ、そうよ。まったくもう、気をつけてよねー」

　とたんに作り笑いをうかべ、弁解じみたことを言いたてる二人。

「お前たちは……まあよい」

　いつもより正気に立ち返るのが速かったことに免めんじて、それ以上の咎とがめ立だてはなしとした。

　それにしても……論理的に考えれば自明のことであるというのに、何な故ぜ彼かの女じよたち（特に深月）は毎度のごとく破は廉れん恥ちな妄もう想そうに走るのか。

　まったく、理由なき思いこみとはつくづく厄やつ介かいなものである！

　ともあれ俺たち一行は、理事長室および職員室がある中ちゆう央おう棟とうから、各種実習室が集まる第二教室棟とうへ移動していく。吹すい奏そう楽がく部が音楽室を、美術部が美術室を活動の場とするように、服飾部は家庭科室を本ほん拠きよとしているのだ。

　と――

「む。あれは……」

　視界の奥おくで、まばゆい銀がひらめくのを俺は見る。

　一人の女子生徒が、家庭科室と隣りん接せつする部屋から出てきたのだ。

　彼かの女じよを象しよう徴ちようする色は、銀と白。

　北ほく欧おうの血のなせる業なのだろう、肌はだの色は日本人離ばなれした白さで、雪ゆき化げ粧しようをほどこしたかのよう。

　無論、なによりも眼めを引くのは、光の微び粒りゆう子しをまとったかのごとき銀色の髪かみだ。長さは肩かた口ぐちまでのセミロングで、先せん端たんには天然とおぼしきソバージュがかかっている。

　胸むな元もとのタイチーフの色から判断するに一年生。凰花や深月より一つ年下ということを勘かん案あんしても、背は低く小こ柄がらで華きや奢しやな体たい躯くの持ち主である。

　と、つづけてドアから出てきた二人の女子生徒（こちらは二年生だ）が、女め神がみでも崇あがめるように銀ぎん髪ぱつの少女に頭を下げた。

「本当に、本っ当にありがとう、風かぜ早はやさん！」
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「まさかオーケーしてくれるだなんて……やば、私泣きそうだよ」

　が、銀髪の少女は表情を変えぬまま、ゆるりと首を横に振って、

「いいのです。困っている人をたすけるのはリィの使命、お礼はいらないのです。それでは」

　別れの挨あい拶さつをして、銀髪の少女は廊下を小走りに駆かけていく。俺たちとは逆の方向へ行ったため、その姿はたちまち小さくなった。

　実物を見たのは初めてだが、成なる程ほど、彼女こそが――

「フッ。風早リサ、か」

「ああ、一年の女神だか聖女だかって言われてる娘こよね」

　凰花が俺のつぶやきを耳みみ聡ざとく聞きつける。

「噂うわさには聞いてたけど、助すけっ人と稼か業ぎようが生きがいってマジなのね。よくやるわ……」

「ですねえ。助けを求めている人間にはいくらでも付け込む隙すきがあるというのに、それを利用しないなんて実に勿もつ体たいないことです」

「……あんた最近、あたしと帝人の前で黒さを隠す気がないわよね」

「はて、なんのことでしょうか？」

　いっそ清すが々すがしいほどの微び笑しようを見せる深月。

「まあいいわ。ぶっちゃけあんま触ふれたくないし……」

　凰花は俺へと視線を移し、

「ところで帝人、これから行く服飾部だけど、もちろんアポは取ってあるのよね？」

「アポ？　なんのことだ？」

「だから、あたしたちが要望を叶えるために来るって、事前に連れん絡らくしてるのよね？」

「なにを馬ば鹿かなことを。この俺自らがこうして足を運んでやるというのに、そんな二度手間を弄ろうする意味がどこにある？」

　言いつつ俺は家庭科室のドアに手をかけ、一気に開け放った。

「フハハハッ！　服飾部の者どもよ、喜ぶがよい！　この御門帝人と側近二名が、お前たちの望みを叶えに来てやったぞ！」

　賑にぎやかだった室内が、忽こつ然ぜんと静まり返る。机で作業をしていた五人の部員は、皆みな一様に唖あ然ぜんとした表情で俺を見つめてくる。

　フッ、王たる者の覇は気きにあてられて、軽いショック状態に陥おちいってしまったか！

「うわぁ……」

「やってしまいましたねぇ……」

　凰花と深月も、「失敗した」という風ふ情ぜいで天を仰あおいでいる。

　ふむ、たしかに王が突如として眼前に現れたのでは、民草が混乱し動どう揺ようするのもむべなり。ここは俺自らが先せん陣じんを切るのではなく、側近二人に緩かん衝しよう材ざいの役割を担わせるのが上策であったやもしれぬ。

「な、ななっ、なんでイケメンと美少女がこんな掃はき溜だめの中の肥こえ溜だめにっ!?」

　と、三つ編みに眼鏡の女子生徒が、狼ろう狽ばいしきった声をあげた。

　それを契けい機きに、彼女を中心にほかの部員たちが輪をつくる。

「や、ヤバいですよ部長！　もう見るからに私たちとは人生のステージが違ちがいますよ！」

「は、早くみんなでジャンピング土下座して謝あやまりましょうよ！　そうすれば命まではとられませんって！」

「お父さん、お母さん、いままでありがとう、さよなら……」

　口々に嘆なげきの言葉を発する服飾部員たち。まるで世界の終わりでも来たかのごとしだ。

「な、なんなのこいつら……？」

「この展開は予想外ですね……」

　さしもの凰花たちも面食らい、二の句が継つげずにいた。

「ふむ。あの者たちがなにを言っているのかはよく解らぬが――要は、この御門帝人の予期せぬ登場にいたく恐きよう縮しゆくしているのだろう。我わが王のオーラを肌で感じとるとは、民草にしてはなかなか見どころのある連中のようだな！　フハハハハッ！」

「絶対そういうことじゃないと思うんだけど……」

「いずれにせよ、このままでは話が進みませんよ、帝人くん」

「うむ、そのようだな。仕方ない、過度に畏かしこまる必要はないと下達してやるとしよう」

　人の輪に俺はつかつかと歩みより、三つ編み眼鏡に視線をくれて、

「お前が服飾部の部長であるな？」

「は、はひっ！」

　びくりと肩かたを震わせ、こわごわと俺を見返す。

「これよりこの俺、御門帝人より話がある。慎つつしんで傾けい聴ちよう――」

「すみませんすみません！　息を吸っててごめんなさい！　同じ炭素生命体として生まれてきてごめんなさいっ！」

　俺の言葉をさえぎって、部長は猛もう烈れつな勢いで頭をさげた。

「おい――」

「私たちみたいなのは隅すみっこのほうで口だけ開けて雨と埃ほこりだけ食って生きてますから、どうか見み逃のがしてやってつかあさいっ！」

「えぇいっ、鬱うつ陶とうしい！　何な故ぜ謝あやまるっ！　俺は別段お前たちを咎め立てに来たわけではないというに!?」

　大だい喝かつすると、部長はきょとんとした顔になる。

「は？　え……？　それじゃ、なんでこんなところに……？」

「だから、望みを叶えに来たと言っているであろう。――『新作衣装の撮影会がしたいのでモデルが必要。できれば美男美女で』。この要望を生徒会へ提出したのはお前たち服飾部で相そう違いあるまい？」

「は、はい、たしかにダメ元で出してはみましたけど……。でも、どうしてそれを見ず知らずのあなた方が？」

「知れたこと。それが我ら理有追部の活動理念に合がつ致ちするからだ」

「り、りあおう部？　っていうか、そもそもなんで要望書の内容――」

「部長よ、お前には二つの選せん択たく肢しがある」

　質問を制して俺は言う。

「一つの道は、懸けん命めいにも我らの提案を唯い々い諾だく々だくと受け入れること。もう一つの道は、余計な詮せん索さくをして俺の不興を買い、このまたとない機会を無為にすることだ」

「な……」

　ポカンとして口を半開きにする部長。

「さて、返答は如い何かに？」

「も――ももも、もちろん前者です！　全力全開フルバーストで受け入れますよ、ええ！」

　部長は放心状態から立ち直り、グッと拳こぶしを握にぎりしめる。

「っていうかマジですか？　マジでイケメンさんと後ろのハイパー美少女二人がモデルになってくれるんですかっ!?」

「う、うむ。その通りだ」

「キタァアアアアアアアアアアッ！　ウチらの時代がキタワァアアアアアアアアッ！」

　突如、異様なテンションになった部長は、すさまじく機き敏びんな動作で背後を振り返り、

「総員、第一種戦せん闘とう配置！　一八〇秒以内に撮さつ影えい準備をととのえるのだ！　服飾部の興こう廃はいこの一戦にあり、各員一層奮ふん励れい努ど力りよくせよ！　状じよう況きよう開始ッ！　可Ａ及Ｓ的Ａ速Ｐやかに！」

「「「「イエス、マム！」」」」

　何な故ぜか直立不動の敬礼で応じる部員たち。

　そして間かん髪はつ入いれずに散らばり、猛烈な勢いで準備らしき作業を開始する。

「なんだか、完全に別人のようですね……」

「ねえ帝人、大だい丈じよう夫ぶなのこの人たち？」

　俺の背後までやって来ていた凰花と深月が、不安げに問うてくる。

「たしかにあの豹ひよう変へんぶりは気にならんでもないが……事はこちらの思おも惑わく通りに進んでいるのだ、大局的には支障あるまい」

　と、部員に指示を出し終えた部長がこちらにむき直り、

「ささ、衣装の説明をさせていただきますので、こちらへどうぞ」

　猫ねこなで声ごえで手招きをし、家庭科室の奥へといざなう。

「ところで、イケメンさんはなんというお名前で？」

　この御門帝人の名を知らぬとは不敬千万――と言いたいところだが、所詮は下々の者である。知らぬのが逆に当然と考えねばなるまい。

　王の寛かん恕じよをもって、俺は名を明かしてやった。

「なるほど、御門帝人さんというのですか」

「然り。そして、我が後ろに控ひかえるこの二人は――」

「あ、二年Ｇ組の藤ふじ波なみ凰花さんと、二年Ｆ組の橘たちばな深月さんですよね。いくら私みたいなボンクラでも、もちろんお二方のお名前くらいは存じあげていますよ、ええ」

「…………」

　何故だか無む性しように釈しやく然ぜんとしないものを覚える俺だった。

「ちなみにですけど、衣装は第二家庭科準備室に置いてあるんです。おっ、気づきましたか？　さすがお目が高くていらっしゃる！　そうですそうですそうなんです、第二があるってことは、モチのロンで第一準備室もあるってことなんですよねぇ」

　頼たのんでもいないのに、部長はやたらと饒じよう舌ぜつに説明をしだす。

「なぜ二つあるのかっていうと、家庭科っていうのは多た岐きにわたる教科ですからね、調理実習なんかの下ごしらえをする食品系の準備室が第一、裁さい縫ほう用の生き地じやミシンなんかを保管する衣類系の準備室が第二ってわけです。で、もちろんウチらは完成品の収容スペースとして第二準備室を間借りさせてもらってます。いやぁ、さすがに衣類を冷蔵庫で保管するわけにはいきませんからねぇ！」

　とすると、先刻、風早リサが出てきたのが第一準備室ということか。

「一つお訊ねしますけど、その第一準備室は別の部が利用しているのですか？」

　深月も俺と同じ思考をたどったのだろう。すかさず部長へ質問をぶつける。

「ああ、あっちを使ってるのは『アイスクリーム研究会』ですよ」

「ア、アイスクリーム……？」

　凰花がなにそれという顔をする。

「読んで字のごとく、美お味いしいアイスを作ることを目的とした同好会ですよ。あ、アイスクリームとは銘めい打うってますけどシャーベットなんかの氷ひよう菓か系もしっかりカバーしてますのでご心配なく。いやー、部室が隣となりってこともあって、ちょくちょくアイスのおすそわけしてくれるんですが、夏場は神いわゆるゴッドだけど冬は映画版デビルマンみたいな感じなんですよねー実際」

「そのアイスクリーム研究会とやらの部員数は？」

「二年生の女子が二人だけです。やってることがピンポイントすぎますからねぇ。んまぁ、ウチら服飾部もあんまヨソのことは言えませんけど」

　部長は意味深に笑って、

「ささ、こちらが第二準備室となります。皆みな様さまお足元には充じゆう分ぶんにお気をつけくださいね」

　ドアを開けて電気をつけ、俺たちに先に入るよううながす。

　足を踏ふみ入いれた第二準備室は、一見して解るほどに手て狭ぜまな空間だった。

　床ゆか面めん積せきは四畳じようほどで、その上にタンスやら洋服掛かけが所ところ狭せましと置かれている。全体的に、部屋というよりも巨きよ大だいなクローゼットという印象だった。

「ではでは、ウチら服飾部の新作をお見せしますねっ！」

　あとから入ってきた部長が、俺たちの横を抜ぬけて洋服掛けの一つに手を伸のばす。

「じゃじゃんっ！　我ながら自信作ですよこれは！　どうですかこの再現度はっ！」

　そうして俺たちに見せつけたのは――

　おおよそ、現実世界では目にすることのない衣装だった。

　全体の基調となっているカラーは赤と白。下は赤のプリーツスカート、上は白のサーコート風で肩口の部分はノースリーブとなっている。防具のごとき胸当てから察するに、騎き士しをイメージした衣装と見受けられた。

　と――

「げぇっ！　ブ、ブレイド・グラフ・オンラインのキョウカ……!?」

　心当たりがあったのだろう、凰花が口をすべらせた。

　とたんに部長が食いついてくる。

「おおおっ!?　ま、まさか藤波さんはご存知なのですかッ!?」

　キラキラと眼を輝かがやかせ、興奮しきった顔で凰花に詰つめよる部長。

　とっさに凰花は両手を前に出し、

「ち、ちち、違っ……！　あ、アレよ……い、妹がたまたま家でそのアニメ観みてて、本っ当に偶ぐう然ぜんあたしの眼に入ったのをなんとなく覚えてただけだからっ！」

　念のため補足しておくが、凰花は純然たる一人っ子である。

　とまあ、聞いているほうが眼を覆おおいたくなるような稚ち拙せつ極きわまる嘘だったわけだが――

「そ、そうでしたか……。す、すみませんっ！　大変な、大っ変な失礼をどうかお許しくださいませ！」

　外見と普段のイメージの賜たま物ものなのだろう。部長はあっさりと信じこみ、土下座でもしそうな勢いで平ひら謝あやまりする。

「ぅ……。ま、まあ、ね」

　すさまじく気まずい顔をする凰花。

「はぁ、普ふ通つうに常識的に考えればそうに決まってますよねぇ。藤波さんみたいなパーペキ美少女が、ウチらみたいなクソ虫と同好の士であるはずがないですよね……」

　顔中を自じ嘲ちようで塗ぬりつぶし、世をはかなむようにこぼす部長。

「すんません、自分勘違いしてました。オタク趣しゆ味みが世間に認められるようになっただなんて、とんでもない思おもい違いですよね。ウチらはしょせん日ひ陰かげ者もの、お天てん道とう様さまの下を歩こうとしたら後ろ指をさされて当然の恥はずかしい人種なんですよね。お詫わびの印に自じ戒かいします。いま一度、胸に刻みこみます。自分たちの好きなものが、いかにキモくて臭くさくて汚きたなくて腐くさったものかを――」

「そ、そんなことないわっ！」

　よせばいいのに、凰花は否定の言葉を発する。

「……はい？」

　当然ながら、部長はぽかんとして聞き返す。

「いや、だから、その……。あ、あたしは別に興味とか、ない、けど……」

　凰花は一いつ瞬しゆん言葉に詰まるも、確固たる意思を宿した瞳ひとみで相手を見み据すえて、

「あんたたちにとっては、自分が本当に好きだって心から思えるものなんでしょう？　だったら卑ひ下げなんてするべきじゃないわ、絶対に」

「お……おぉ、おおぉっ……！」

　言葉にならない声をもらす部長。十中八九、それは歓かん喜きと感動によるものだろう。

「嗚あ呼あっ……！　なんて神こう々ごうしいまでに素す晴ばらしい御お方かた……！　見えるっ！　私には藤波さんの背中に後光が射さして見えますよっ！　はぁ～ありがたやありがたや～！」

「ちょっ……！　ああもう、本当になんなのよこいつ……！」

　一難去ってまた一難、実にやりづらそうな凰花だった。

「それよりも！　帝人ちょっと耳貸しなさい！」

　と、拝みつづけている部長を尻しり目めに、凰花が俺の肩に手をかけてヒソヒソ声で、

「ヤバイわよこの案件！　服飾部とか言ってるけど要はコスプレ部じゃない！」

「コスプレ？　なんだそれは？」

「アニメとかゲームの衣装を着てそのキャラになりきることよ！」

「フッ。だからどうだと言うのだ？　いずれにせよ、衣装を身につけ写真を撮とらせるだけなのだから、仕事としての難易度は変わるまい」

「変わりまくりよっ！　物理的にはともかく精神的にはイージーの一面とインフェルノの七〇面くらい違うわよっ！」

　よく解わからない喩たとえを用いる凰花だった。

「解せぬな。先の会話でも明らかなように、お前がコスプレとやらをしたところで、黙っていれば周囲の者が勝手に事情を推察してくれるはずだ」

「だけど！」

「そもそも凰花よ。お前の本心を察するに――ひそかに一度は、コスプレとやらをしてみたかったのではあるまいか？」

「ッッ!?」

　そうですその通りです、という顔になる凰花。

　まったく、呆あきれるほどに解りやすいやつである。

「――どのみち私と帝人くんで賛成が二票ですから、決定はくつがえりませんよ、凰花」

　深月が俺と凰花に顔を近づけ、微笑とともにつげる。

「ってぇ、深月!?　あ、あんたは引き受けるつもりなのっ！」

「ええ。ほかの衣装をひと通り見てきましたが、露出度の高いものは本当にないようですしね。帝人くんが言うように、服を着て写真を撮らせるだけなら拒否する理由は特にありませんよ」

「で、でも、いまの時代どっから写真が流出するかわかったもんじゃ……」

「別に、そのときはそのときで、わたしの写真を悪用した相手にしかるべき報復と再発防止策をおこなえばいいだけのことです。……ええ、それはもう、二度と血迷った気を起こさないよう徹てつ底てい的てきにです」

「怖っ……！　いやまあ、あんたはそれでいいのかもしれないけど……」

　あくまでも煮にえきらない態度の凰花に俺は、

「然り。すでに決は採られているのだ。凰花よ、お前も我が側近ならば覚かく悟ごを決めよ」

「っ……！　わ、わかったわよ、やればいいんでしょ、やれば！」

　凰花は結局、お決まりになりつつある台詞せりふを口にするのだった。
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　その後、俺たちは部長が指定した衣装をそれぞれ着る運びとなった。

　第二準備室をそのまま『更こう衣い室しつ』とし、まずは俺一人が着き替がえる（主君が側近に先んじるのは当然のことだろう）。

　俺にあてがわれた衣装は、純白を基調にところどころ金の刺し繍しゆうをあしらった豪ごう奢しやなものだった。フロックコート風の上着にマントを重ね、さらにはストラのごとき帯を首にかけるという構成である。

　話によるとこの衣装のモデルは、『コーダギルド』なるアニメにて主人公が皇こう帝ていに即そく位いした際のものであるらしい。

「フハハハッ！　創作物を模した衣装とはいえ、この御門帝人によもや皇帝役がまわってこようとはな！　これが真に王たる者の宿命というものかッ！」

　天はなかなか粋いきな計らいをしてくれる。俺は上じよう機き嫌げんで着き替がえをすませた。

「うぉおおおおっ！　なんという似合いっぷりですかぁ！　撮さつ影えい班はん、構え、撃てぇー！」

　部長をはじめ、服飾部員たちは大興奮の態で撮影を始めた。

　ほどなくして、俺と入れ替かわる形で更衣室に入った二人が、着替えをすませて現れる。

「ふうん、たしかにいい出来ね。これであたしの髪が茶系だったら完璧だったかな」

　凰花は姿見の前に立ち、まんざらでもない様子で逐ちく一いちポーズをとっていた。

　彼女が着たのは、部長が最初に見せた『ＢＧＯ』のキョウカなるキャラの衣装。オプションとして腰こしに細身の剣けんをぶら下げ、髪かみ型がたもハーフアップに変えていた。

「これは……なんとも風変わりな衣装ですね」

　深月は少なからず興味がある様子で、自分の姿をためつすがめつ検分している。

　彼女が扮ふんするは、『南方』の妖よ々よ子こなるキャラ。メインとなる衣装は襟えりのついた丈たけの短い着物で、いたるところにフリルの装そう飾しよくをほどこしてある。カラーは水色で統一され、頭には同色のナイトキャップをかぶっている。手には扇せん子すを携たずさえ、普ふ段だんは結んでいる髪をキャラに合わせて下ろしていた。

「フゥオオオオオオオッ！　今ッ！　ディスタイムッ！　この時この場所でッ！　二次元と三次元は一つになるゥウウウウウウウッ!!」

　凰花と深月を取り囲み、激写を繰り返す服飾部員ら。まるで大女優やファッションスター扱あつかいである。

　二人も悪い気はしないようで、リクエストに応こたえて様々なポーズを披ひ露ろうしていった。

　そうして、撮影会が終しゆう盤ばんに差しかかるころ――

「時に部長よ。これほど出来のよい衣装なのだ。ここは一つ、ほかの生徒たちにも見せてまわってはどうだ？」

　俺は事前に用意していた腹案を切りだした。

「えっ？　というと、御門さんたちがその格好のまま校舎内を練り歩くってことですか？」

「然り。そういうことだ」

「ま、まあ、ウチらとしてはもちろん衣装に自信は持ってますし、誰だれかに見せびらかしたいって欲求もありますけど……でも、御門さんたちは本当にオーケーなんですか？」

「うむ。我らに否いなやは――」

「！　ちょっと待ちなさい！　帝人ってばなに勝手に話進めてんのよっ!?」

　凰花が横よこ槍やりを入れてくる。

「こんな格好で校内一周なんてしたら、写メとか撮られまくるじゃない！」

「お前にとってそれは看過できぬ事態なのか？」

「当たり前でしょ！　どこの馬の骨とも知れないヤツに写真なんか撮られたら、どこから流出するかわかったもんじゃ――」

「ならば対策を講じるとしよう。服飾部の者たちを警護役として同行させる。それでお前の不安は払ふつ拭しよくされるはずだ」

「うぅん、でも……」

「大丈夫ですよ藤波さん！　ウチらにどうぞお任せあれ！」

　部長がドンと胸を叩たたく。

「レイヤーを許可なく撮影するのは立派な犯罪ですからね！　そういう不ふ逞ていの輩やからを撃げき退たいする方法は十二分に心得ていますよ、ええ！」

「そこまで言うなら、信用してあげるけど……」

　というわけで、服飾部の面々を引き連れて俺おれたちは家庭科室を出発した。

　外へと出向くからには、衆人の多い場所へ行かなければ宣伝にならぬ。先頭に立つ俺は、迷うことなく第一教室棟をめざした。

　放課後とはいえ、各クラスの教室や廊下にはそれなりの数の生徒が残っている。たちまち俺たち一行は注目を浴びる次第となった。

「えっ？　あれって藤波さん……だよな？」

「な、なんでコスプレ？　ってか橘さんもいるし……」

「つか、真ん中のってＧ組の御門じゃね？」

「ああ、中間テストで一位とった人だっけ？」

「なんでもいいけど超似合ってんじゃん！」

「と、とにかく近くに行ってみようぜ！」

　羽虫のごとくワラワラと集まってくる生徒たち。

　凰花が危き惧ぐした通り、いきなり携けい帯たいを取りだして写真を撮ろうとする輩もいたが――

「はいはいすみませんねー、盗とう撮さつはどうかご遠えん慮りよくださいねー！」

　すかさず部長が間に割って入り、大きな声でそう言った。

　成程、これが先ほど口にしていた撃げき退たい法ほうか。

「ち、違っ、別にそんなつもりじゃっ……」

　その効果たるや絶大。直接注意された生徒だけでなく、周りの者たちも出だしかけていた携帯をそそくさと仕し舞まいこむ。

「撮影をご希望の方は、本人の許可を取ってくださいねー」

　手を叩きながら、重ねて部長が言う。

　本人に話しかけて許可を得る、そこまでして写真を撮りたいと熱望するのは、それこそ服飾部一同のような本当にコスプレが好きな者だけだろう。

　そんなわけで集まった生徒どもは、俺たちを遠巻きに見つめることしかできなかった。

「でも、どうしてあの三人がコスプレしてるのかな……？」

「服飾部に入ったとも思えないけど……」

「じゃ、何つながりなんだろ……？」

　ふむ。そろそろ『興味』より『疑問』のほうが強くなってくる頃ころ合あいか。

　よかろう、ならばそれに答えてやるとしよう！
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　俺は足を止めて首だけを振ふりむかせ、

「部長よ、この際だ。俺たちがこのような振る舞まいをするに至った事の経けい緯いを、一つ皆に話してやるがよい」

「え、あ、はい。でも――」

「皆の者、しばし耳を傾かたむけるがよい！　これより服飾部部長より説明がある！」

　俺が王の声を響ひびかせると、生徒たちはざわめきを静めて部長に視線を集中させた。

「え、ええっとですね――」

　部長はあたふたとしつつも、

「ウ、ウチらは新作衣装を着てくれるモデルを探してて、生徒会にも要望とか出してはみたんですけど一向に誰も見つからなくて、そしたら今日いきなり御門さんたち三人が部室に来て、自分たちがモデルになるって言ってくれて……」

「え？　それじゃ、困ってるところを助けてくれたってこと？」

「しかも、そっちから頼んだわけでもないのに？」

「はい、そうなりますね」

「けど、なんで？」

「理由がサッパリなんだけど？」

「ええと……実のところ、その点についてはウチらもよくわかってなくて。あの、御門さん？」

　部長が俺へとうかがいをたててくる。

「フッ。理由などさしたる問題ではなかろう。肝かん要ようなのは、こうして我らが実際に行動を起こしていることなのだからな」

　衣装のマントをひるがえし、俺は歩みを再開する。

　そう、説明などは最低限でいい。現段階で重要なのは行動することであるのだから。

　廊下の端はしに行き着いたため、俺たちは一階へとつづく階段を降りていった。

　その途と中ちゆう、

「なんていうか、その、いちおう言っておこうと思うんだけど……」

　凰花が歩きながら、俺と深月にだけ聞こえる声で言った。

「あり……がとね、深月」

「……はい？」

　まったく予期せぬ言葉だったのか、瞳をぱちくりさせる深月。

　凰花は眼をそらし、気き恥はずかしさから頬ほおを赤く染めながらも、

「ほ、ほら、さっきあたしが口すべらせてオタバレしそうになったとき、ずっと黙ってくれたじゃない？　そのことにお礼を言っておこうかなー、とか思ったりして……」

「はぁん、ふぅん。なるほど、そういうことでしたか」

　事情を察すると、深月は意味深に眼を細めて、

「お礼を言いたいのでしたら、素す直なおに受け取っておきます。うふふ、こんなところで凰花に貸しを一つ作れるだなんて、まさしく瓢ひよう箪たんから駒こまですねぇ」

「うぐっ……」

　いまさら「しまった」という顔になる凰花。もちろん後の祭りである。

　そんな凰花を見て、深月はくすくすと忍しのび笑わらいをもらす。

「まったく、あなたという人は本当に面めん倒どうな性格の持ち主ですね、凰花。そんなことをわざわざ口にしなければ、わたしが貸しだと認にん識しきすることもなかったでしょうに」

「うぐぐっ……。う、うるさいわねっ。借りだろうがなんだろうが、あのままじゃ気持ち悪くて仕方なかったのよッ！　なんか文句ある!?」

「いえいえ、わたしの方にはこれっぽっちもありませんよ、正直者の凰花さん」

「うっさい腹黒」

　凰花はぷいとそっぽをむく。

「……ええ、もちろん黙っていますとも。凰花をからかっていいのはわたしだけですからね」

　と、いっそう小声でなにかをつぶやく深月。

「なによ、まだなんかあるの!?」

「いえいえ、なにも」

　結局言い直すことはなく、微笑でうけながす深月だった。
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「あ、あのっ、すみませんっ！」

　教室棟を一周りし、さて家庭科室へ戻もどるかと言いだした矢先、一人の女子生徒が心理的なハードルを飛とび越こえてきた。

「い、一枚だけ、写真撮らせてもらってもいいですかっ……？」

　彼女が言葉をむけているのは、ほかでもないこの俺。なにやら原典であるアニメの大ファンだなどと口にしている。

　写真を撮らせるとして、所要時間はせいぜい一五秒。現状の作戦目的を鑑かんがみるに――費用対効果ならぬ時間対効果は決して悪くあるまい。

「よかろう。手短にすませよ」

　俺は了りよう承しようし、それから両側近と服ふく飾しよく部一同にむけて、

「この者の用向きは俺一人にあるようだ。よって、お前たちは先に戻っているがよい」

　ほかの者たちを帰し、撮影に応じる。

　件くだんの女子生徒は感謝しきりで何度も頭を下げ、

「あのっ、本当にありがとうございました！」

「フッ。この御門帝人に対する感謝の念、ゆめゆめ忘れぬようにすることだ」

　女子生徒につげ、俺は家庭科室への帰路についた。

「――ふむ。初うい陣じんとしては上々の出来であったな。フハハハッ！」

　風早リサを偶然にも目視するという僥ぎよう倖こうもあって、俺はおおむね満足していた。

　しかし、理有追部の活動フェイズにおいては、継けい続ぞくがなによりも肝要である。間髪入れず二の矢三の矢を放たねば十全たる効果は望めまい。

　俺の意識は、すでに明日明後日の活動へとむいていた。

　家庭科室に到とう着ちやくする。まずはこの衣装から制服へ着替えねばなるまい。俺は脇わき目めもふらず第二準備室へと歩を進める。

　と――

「み、御門さんっ？　まさか更衣室へ行かれるおつもりでっ？」

　カメラをいじっていた部長が、何故か慌あわてて立ちあがる。

「然しかり。問題などあるまい」

「え……？　いやでも、あの」

「聞こえなかったか？　問題などないと俺は言ったのだ」

「も、問題ない……ってことはそういうご関係……？　あれ、でも、それだと人数が……え、え、ええっ……？」

　急に独り言をこぼし始めた部長を無視して、俺は一直線に第二準備室をめざした。

　ドアを開け、すぐに閉める。

　直後――

「「「なッ……!?」」」

　時間が、凍こおりつく。

　どういうわけか、準備室の中には凰花と深月がいて、

　あろうことか、二人は着替えの真っ最中だった。

「なっ、何故ここにお前たちがっ……？」

　最初に声を発したのは、俺。

　それを契機に、凰花たちの凍とう結けつも解除される。

「ってぇ、それはこっちの台詞よッ！　あんたこそなに普通に平然と当たり前のように我が物もの顔がおで入ってきてんのよ!?」

　手にした制服で身体を隠かくし、怒ど髪はつ天を衝つく勢いで叫さけぶ凰花。

「ま、待て、先刻は俺が先であったはず。ならば着替えの優先権は俺にあると考えるのが自明の理――」

「はぁっ？　先に戻ってろって言ったのは帝人でしょ!?　っていうか、なんでもいいから早く出ていってよ！　バカ！　ドエロ！　変態ブリティニア帝てい国こく終身名めい誉よ鬼き畜ちく皇こう帝ていッ！」

「っ……！」

　よく解らぬが、この状況は俺が圧あつ倒とう的てきに不利。王の直感に頼たよるまでもなく、それは明らかなことだった。

　戦略的撤てつ退たいを、実行せねばなるまい。

「わ、解った」

　身を翻ひるがえそうとして――つと俺は足を止める。

　猛烈な違い和わ感かん。

　準備室にはあらかじめ二人がいたはずなのに、何故リアクションをとったのが凰花だけなのか？

　この手のハプニングに誰よりも敏びん感かんであるはずの彼かの女じよが何故、沈ちん黙もくを保っているのか？

　――否。

　俺も、そして凰花も意識していなかっただけで、深月はうつろな表情で口早につぶやいていた。

「……まさかこのタイミングで帝人くんが本ほん性しようを現してくるとは想定外でした私のミス痛つう恨こんの失態です慙ざん愧きの念に絶えませんしかし単純な腕わん力りよくではおそらく敵かないませんし今から通報したところで警察が来るころには私の純潔は無残にも散らされていることでしょうこの絶体絶命の危機に対するたったひとつの冴さえたやりかたにして冷たい方程式にしてゴルディアスの結び目を断たち切きる方法は――！」

　と、深月は酷こく薄はくな笑えみを凰花へと送って、

「――凰花、あなたの犠ぎ牲せいは無む駄だにしませんから」

　ドンッ！

　躊ちゆう躇ちよなく、迷いなく、深月は体重を乗せて凰花の背中を押おしやった。

「なっ――！」

　バランスを崩くずした凰花が前方につんのめる。当然その先には俺が立っていた。

　繰くり返かえしになるが、第二準備室は狭い。

　よってこのままでは、凰花と俺の身体的接せつ触しよくは避さけられぬが――

「っ……！　さ、せるかぁッ！」

　と、凰花が空中で身体を反転させ、片手を伸ばして深月の腕を引ひっ掴つかむ。

「なっ……！」

　凰花としては、深月の腕を掴むことで体勢の維い持じを試みたのだろう。

　しかるに――深月は深月で、凰花を思いっきり押した直後であったため、身体の重心が前方へと傾いていた。

　その結果、

「ちょっ……!?」

「きゃっ……!?」

「ぬぉっ……!?」

　凰花と深月は、折り重なって俺へと倒たおれこんできた。

　ドサドサドサッ！

　二人の体重と激げき突とつの勢いを一人で支えられようはずもなく、無様にも俺は仰あお向むけに転てん倒とうする。

「っう……かはッ……！」

　後頭部を打つことは回かい避ひしたものの、のしかかってくる二人の自重に肺の中の空気がしぼり出され、たまらず意識が遠のいた。

　外界を認識できぬまま、数秒間が経たち――

「むぅ……？」

　次にまぶたを開いた時、俺の視界に飛びこんできたのは、

「っの！　あんた、あたしを生いけ贄にえにして自分だけ助かろうとしたわね、そうなのねっ？」

「だからどうだと言うのです？　緊きん急きゆう避ひ難なんですっ！　カルネアデスの舟ふな板いたですっ！」

　俺の上で、凰花と深月が取っ組みあいの喧けん嘩かを始めていた。

　――俺の上、というのは比ひ喩ゆ表現でもなんでもなく、物理的な意味である。すなわち二人は、俺の身体に膝ひざ立ちで乗っかったままなのだ。

　無論、痛いし重いし、苦しいことこの上ない。

「っこの、馬ば鹿か者ものどもが！　よりにもよって主君を足あし蹴げにするとはなんたる――」

「帝人くんは黙っていてくださいっ！」

「これはあたしたちの問題だからっ！」

　俺に一いち瞥べつすらくれず、二人は睨にらみあったまま手と口を動かしつづける。

「あんたねぇっ！　自分だけ助かればいいだなんて人の心ってものはないわけなの、えぇっ!?」

「あなたこそっ！　何十人に告白されただの、そんな益やく体たいもない特技を活いかす唯ゆい一いつの機会でしょうがっ！」

「お、おい、ひとまず俺の上から――」

「ふざけんじゃないわよこの腹黒冷血猫かぶり女！　あんた腹だけじゃなくて××も▲▲で真っ黒な■■なんでしょどうせッ!?」

「い、言わせておけばっ！　このキモオタ性犯罪者予備軍っ！　あなたこそ裏では公衆××で皆みんなの■■で▲▲なんでしょうッ!?」

　俺の言葉は黙もく殺さつされ、頭上では聞くに堪たえない罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び交かう。

　二人が暴れているため、力ずくでどかせることも難しい。

　と――

「な、ななっ、一体全体なにが起きてるですかぁ!?」

　騒さわぎを聞きつけたのだろう。ドアを開け、部長が顔を覗のぞかせていた。

　第三者が現れても、凰花と深月はなおも諍いさかいをやめないが――

「いいところに来た、部長！　状じよう況きようは見ての通りだ」

「み、見ての通り……？」

　仰向けに倒れた俺の上に、半はん裸らの凰花と深月が馬乗りになって取っ組みあいの喧嘩をしている。

　……改めて描びよう写しやするともの凄すさまじい状況だが、二人を仲ちゆう裁さいし俺を救出すべきだという道理は、それこそ乳幼児にすら自明であろう。

　部長はポンと手を叩き、言った。

「女の戦い、仁義なき正妻争いですねっ……！」

　明後日の方向の解かい釈しやくだった。

「お、おい、なにを言って――」

「ようござんす、この勝負、あっしが責任をもって見届けやす！　どちら様もお手出し無用にてお願い申し上げ奉たてまつり候そうろうなりて候！」

　わけのわからぬ物言いをし、頑がんとして傍ぼう観かんを決めこむ部長だった。




　……結局。

　凰花と深月が力ちから尽つきるまで、俺が責め苦から解放されることはなかった。

　その上、更衣室に乱入した俺が一番悪いという結論のおまけ付きである。

　……何な故ぜだ、何故こうなった!?
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　理り有あ追おう部ぶの発ほつ足そくより一週間。我らは連日、精力的に活動をおこなった。

　運動部と文化部の境なく、弱小部と大規模部の区別なく、要望書に記された案件を地道に丹たん念ねんに消化していったのである。

「フハハハハッ！　新聞部の日ひ枝えだ何なに某がしとやらは、こちらが指導してやれば良い仕事ができるようだな！」

　俺は昨日の活動の成果――校内新聞の一面を眺ながめながらほくそ笑んでいた。

「最初に新聞の一面を乗っ取るとか言いだしたときは、どんな記事を載のせるつもりなのかハラハラしたけど……まさか、こういう使い方をするなんてね」

　眼めから鱗うろこが落ちた様子で凰おう花かが言う。彼女もまた、同じ校内新聞を手にしていた。

「フッ。だが、我らの目的を鑑みればもっとも効果的であろう。理有追部の紹しよう介かいをするのではなく、弱小部に提供するという手段はな」

　事の次し第だいはこうだ。

　まず、新聞部へと赴おもむき、テスト作戦の際の誤報をネタに、校内新聞の編集権を一日限りで譲じよう渡とさせる。

　そうした上で俺は、手に入れた紙面を弱小部および同好会に無む償しよう提供し、彼かれらの部員募ぼ集しゆうないし宣伝活動の場として使わせたのである（ただし、見出しの一番目立つ箇か所しよに『この紙面は理有追部の提供でお送りします』という文面は入れさせたが）。

　いずれにせよ、この構内新聞によって理有追部の、ひいてはこの御み門かど帝てい人との知名度と人望はさらに増したことだろう。

　第二の作戦の発動、さらにはその先の学園支配にむけて、すべては俺の思おも惑わく通りに進行していた。

「――時に凰花よ。いい機会だ、お前を一度ねぎらっておかねばなるまい」

「え？　な、なによ、急にあらたまって」

　思いがけぬ言葉だったのか、凰花が妙みようにうろたえる。

「遠慮することはない。臣下をねぎらうのは主君として当然の務めなのだからな。本来であれば褒ほう賞しようが必要だろうが……許せ、いまは言葉しか与あたえられん」

　凰花を真まっ直すぐに見つめ、ほほ笑みかけながら俺は言う。

「凰花よ、お前という存在を傍そばに置いておけるのは、俺にとって紛まぎれもない僥倖だ。今後も俺の傍かたわらで、俺とともに歩きつづけてほしい」

「っ……！　と、時々ずるいのよ、帝人は……」

　賞賛の言葉に感じ入ってしまったのか、手持ちの新聞で眼元から下を隠す凰花だった。

「そ、それよりも！　今日はどうするの、部長さん？」

　俺から微び妙みように眼をそむけて凰花が訊たずねる。

　ちなみに現在、理事長室にいるのは俺と彼女だけだった。

「次の案件には三人であたらねばならん。よって本日の活動は休止とする」

「あれ？　そういえば深み月づきのやつ、今日は帰ったの？」

「然り。家の用事があるとかでな」

「ふぅん。なんかいろいろ大変そうよね。旧きゆう華か族ぞくの家いえ柄がらってやっぱ堅かた苦くるしいのかしら」

　余談であるが、服飾部の一件であれだけ罵ば倒とうしあい侮ぶ辱じよくしあった凰花と深月は、その翌日には何事もなかったかのように、いままで通り普通に会話をしていた（女というのは本当によく解らんものだ）。

　いずれにせよ、険悪なままでいられるよりは良いのだが。

「であるからして、凰花よ、今日はお前にも暇ひまを出そう。家に帰りたくば好きにするがよい」

「バカね、帰るわけないじゃない。せっかく部活もないんだし、今日はここでマンガ三ざん昧まいよっ！　そういうことだから帝人、以後あたしに話しかけないでね！」

　凰花は本ほん棚だなから持ってきたマンガをテーブルに積みあげ、ソファに仰向けに寝ねそべる。

　そうして、はたから見ても解るほどのくつろぎモードで、一心不乱にマンガを読よみ耽ふけり始めた。

　――フッ。もとよりそんなつもりはないが、ねぎらいの意味も兼かねて読書の邪じや魔まはせぬようにしてやろう。

　俺は俺で要望書に眼を通し、今後の活動プランの再確かく認にんをすることにした。

　しんと静まり返る理事長室。かすかに響くのは、俺たちの息づかいとページをめくる音のみ。

　しかしその静せい寂じやくは息のつまるようなものではなく、どことなく心ここ地ちよい感じさえした。

　と――

「えっ!?　こ、ここで終わりっ？　ちょっと待ってよ、そりゃないでしょうがっ！」

　ふいに凰花が、マンガを抱かかえたまま感情のこもった叫びをあげた。

　その光景を目まの当あたりにした俺は、やれやれと嘆たん息そくして、

「……凰花よ。マンガの登場人物に話しかけたところで声は届かぬぞ」

「ち、違ちがうわよっ！　そうじゃなくて、このマンガの続きってないの!?」

　凰花が飛び起きて、マンガの表紙を見せてくる。

「さてな。俺はそこの本棚に触ふれたことすらないのでな。そもそも、単に続刊が未刊行なだけの話ではないのか？」

「でもでも、この六巻の発行日からして、最新の七巻はとっくに出てなきゃおかしいのよ！　ちょっと待って、調べるからっ――」

　携帯を取りだし、高速でキーを打つ凰花。そのまなざしは真しん剣けんそのものだ。

　……というか、そこまで必死になる理由が俺にはまったく解らないのだが。

「あぁっ！　やっぱり発売ずみじゃないっ！　ねえ帝人、本棚の別の場所に間ま違ちがって入ってる可能性は!?」

「知らん」

　が、どうでもいいことには無駄に几き帳ちよう面めんな我わが父のことだ。その手のミスを万に一つもするとは思わんが。

　凰花はすでに壁かべ一面の本棚へと張りつき、指をさしながら一段一段チェックし始めていた。

「凰花よ。忠告しておくが、まず間違いなく無駄に終わるぞ」

「無駄でもなんでもやらなきゃいけないのよっ！　こちとら命がかかってるんだから！」

「なにを戯たわけたことを……。そのマンガの続きを読まずとも死にはすまい」

「死ぬわよっ！　あんなところでぶった切られたら生殺しもいいところじゃない！　いっそのことひと思いに殺ってくれたほうがよっぽどマシよッ！」

　もはや俺には完全に理解不能だった。

　そうこうしているうちに、凰花は本棚の終しゆう端たんまでたどり着いてしまう。

「ガッデェェムッ！　ない、ない、どこにもなぁいッ！　嗚あ呼あっ、どうすればいいの、どうすればいいのよっ……！　必殺の密林営業所留どめコンボじゃ時間がかかりすぎるし……」

　この世の終わりでも来たかのごとく頭を抱え、微妙に気持ち悪い仕草で身体をくねらせる凰花。

　見かねた俺は、呆あきれ混じりにつぶやいた。

「……そんなに読みたいのであれば、いまから買いに行けばよかろう」

「!?」

　凰花が振り返り、驚きよう天てん動どう地ちの面おも持もちで俺を見る。

「そこに気づくとは……やはり天才か……！」

「むしろ何故気づかぬのだ……」

　再度ため息がもれる俺だった。

「そうね、考えてみればそうだわ！　本屋に行けば普ふ通つうに売ってるのよね、日本銀行券が一枚あればこの神作品の続きが読めるのよね！」

　にわかに活気づく凰花。

　いい加減つきあいきれないので、俺は気持よく送りだしてやることにした。

「フッ。道は決まったようだな。ならば行くがよい、凰花！　行っておのが望みを叶かなえるのだ！」

「ええ！　ありがとう帝人！」

　凰花は感謝の言葉を口にして、

「じゃ、一緒に行きましょうか！」

「……なに？」

　思わず俺は聞き返す。

「え？　もちろん帝人がつきあってくれるのよね？」

「いや待て。何な故ぜ俺おれがお前の個人的な買い物につきあわねばならんのだ？」

　理由がなければ道理もなく、筋も理り屈くつも通らない。

「え、だって、あたしのカムフラージュ役として来てもらわなきゃ困るじゃない」

　さも当然のことのように凰花が言う。

「このマンガ、掲けい載さいされてるのがオタク系の月刊誌だから、あたし一人で買いに行くのはちょっと抵てい抗こうがあるのよね」

「いまさらそんなことを気にするのか……」

　もちろん俺はさらさら乗り気ではなかったが、

「なによ、さっきあたしをねぎらうとか言ってたじゃない。だったら、つきあってくれるのもその一いつ環かんでしょ？」

「むぅ……」

　綸りん言げん汗あせの如し。そう言われてしまっては、さしもの俺も重い腰を上げざるをえなかった。




　　　　　◇◇◇




　俺たちが学園を出てむかった先は、凰花の行きつけの古書店『坪つぼ内うち堂どう』だった。

「……おい。この店ならば、俺が同行せずともよかったのではないか？」

「そんなことないわよ！」

　凰花は人差し指をぴっと立てて、

「いい、帝人？　マンガを立ち読みするのと買うのとじゃ天と地ほどの違いがあるのよ」

「よく解わからんが」

「つまり、アキバ系のショップでショーケースに入った美少女フィギュアを眺めるのと、自室のＰＣ脇わきに置いた美少女フィギュアを愛めでるのとじゃ、同じものを見るにしても天上と奈な落らくぐらいの差があるでしょ？　そういうことよ」

「余計に解らんのだが……」

「さ、とにかく入りましょう！」

　言って凰花は、何故か俺の背中を押す。

「待て、それは一体なんの真ま似ねだ？」

「言ったじゃない、帝人はカムフラージュ役だって。だから先に入ってよ。あ、気乗りしないあたしを強ごう引いんに連れてきたような演技も忘れずにね」

　とにもかくにも、俺たちは店内へと入る。

　レジの奥おくに店主である老ろう婆ばを見つけると、凰花はさっそく話しかけた。

「あ、おばあちゃん、こんにちは。実はね、こいつが」

　と、困ったように俺を指さし、

「『マンガの続きをいますぐ読みたい！』なんて子供みたいなこと言いだしてさぁ、なんかあたしもつきあわされちゃったのよね。あ、マンガのタイトル？　ええっとね――」

　タイトルを口にし、求めている巻数を伝える凰花。

　しかし――

「えぇっ!?　う、売り切れちゃったの？　え、注文？　……うーん、ごめんね。こいつ曰く、今日読まないと死ぬみたいな話だからさ、駅ビルの大きな本屋に行ってみるわ。それじゃね」

　店を出るまで、凰花は終始その調子だった。

　俺としては、一にも二にも開いた口が塞ふさがらない。

「まったく呆れ果はてたやつよ。深月ですら、そこまで平然と他人をダシにはできぬと思うぞ……」

「あははっ！　帝人がそんな冗じよう談だんを言うなんて意外ねっ」

　凰花が裏表のない声こわ音ねで応じる。

　もちろん俺は、冗談を言ったつもりなど毛頭ないのだが。

「ほら帝人、急いで駅ビルに行くわよ。次は本格的にカムフラージュ役をしてもらうんだから」

「あれで本格的ではないのか……？」

　そこはかとなく気が重くなる俺おれだった。

　とにもかくにも俺と凰花は、商店街から駅ビルへと移動する。

　ビルには多数のテナントが出店しており、書店は七階にあるとのことだった。

　中に入り、エスカレーターに乗る。電車で二駅というアクセスの良さもあってか、翔しよう葉よう学園の生徒がそこかしこに見受けられた。

　凰花は警けい戒かい心をあらわにして、

「くっ……！　そう簡単にはたどり着けないということね。さながらラスダン、あるいは神が与えた最後の試練と言ったところかしら……！」

「凰花よ、七階に着いたぞ」

　ずいぶんと楽な最後の試練だった。

　まず凰花は案内板を見て、フロア内における書店の位置を確認する。

「えーっと……現在地がここだから、あっちよね」

「む？　もしやここは不慣れな場所なのか？」

「え？　不慣れっていうか、来るのじたい初めてだけど？」

　いささか意外な返答である。

「だって、こんなところ一人で来たってしょうがないもの。誰だれに見られるかわからないんだから、ボクサーが手を縛しばられた状態でリングに上がるようなものじゃない？　残念ながらあたしの戦せん闘とう力りよくは五三万もないから、手を使わないでお前を倒す的な舐なめプレイは無理なのよね」

　言いながら早足で歩く凰花。

　どうやら書店までの最短距きよ離りを、一直線に突つっ切る腹積もりのようだったが――

「！」

　途中にあった携けい帯たい電話売り場にて、凰花は急停止する。

「ストップ！　ちょっと見ていっていい？　いいわよねっ？」

　最新機種のコーナーへ行き、展示されている実機を手に取る凰花。

「はぁ、やっぱスマホいいわよねぇ。あたしもそろそろ替かえたいところなんだけど……」

「なんだ、携帯電話が壊こわれでもしたのか？」

「ううん、普通に使えてるけど。でも買ってぼちぼち二年経つし、そろそろ買い替えどきかと思ってね」

　凰花はまた別の機種を手にして、

「そういう帝人こそ、俺もスマホ欲ほしいなーとか思わないわけなの？」

「まったく思わんが」

「まぁそうよねー。ぶっちゃけ帝人が携帯持ってるだけで奇き跡せきだと思ったくらいだし」

　凰花がうんうんとうなずく。

「仕方あるまい。俺としては携帯電話など、必要性を露つゆとも感じないのだが……家に小うるさい女中が一人いてな、なかば無理やりに持たされてしまったのだ」

「え、なにそれ、『坊ぼつちゃんになにかあったら大変ですから！』みたいな感じで？」

「……ふん。当たらずとも遠からずと言っておこう」

「あははっ、ほんとにそうなんだ！　イメージ通りで笑えるー！」

「笑うな。そしてあまりその話に触れるでない」

　真に王たる者とはいえ、苦手な人物の一人や二人くらいは存在するのだ。

　俺は早さつ急きゆうに話題の軌き道どう修正にとりかかる。

「それはそうと凰花よ、壊れてもいないのに何な故ぜ買い替える必要があるのだ？」

「そんなの決まってるじゃない。このスマホの大画面なら、いまの機種より一五倍はアニメが快適に観みれるからよっ！」

　凰花の行動原理は、結局そこへと行き着くらしい。

「解せぬな。放課後は暇さえあれば理事長室のテレビを使って、最近は昼休みにも入いり浸びたっているではないか」

「そりゃあ、学校では快適な環かん境きようが手に入ったけどね。でも、あたしの部屋ってテレビないから、家にいるときは携帯だけが頼りなのよ」

「あれだけ毎日観ておいて、まだ足りぬのか……？」

　凰花は肩かたをすくめ、欧おう米べい人じんがやるようなわざとらしい『やれやれポーズ』をとって、

「わかってない、全然まったくこれっぽっちもわかってないわねぇ、帝人。いまの日本で一週間に何本アニメが放送されてると思ってるのよ？」

「知らん」

「時期によって多少の増減はあるけど軽く四〇本は下らないのよ!?　これだけの本数を消化するのに昼休みと放課後だけで足りるわけないじゃない！　ああでも、日曜朝の子供向けアニメとかはさすがにスルー対象だから、放送してるやつを全部観てるわけじゃないけどね。あ、スルーって言ったけど『ベリキュア』だけは別だから！　あれは本気で掛かけ値ねなしの神アニメ神シリーズよね！　衣装も超ちようカワイイし女の子はいい子ばっかりだし油断してると神作画と燃え展開で涙るい腺せん決けつ壊かいだし音楽はもう本当に最高だし大友量産装置になってるのも仕方のないところよねっ！」

　ぐふふ、と不気味な笑い声をだして、

「ところで帝人、三〇間近な独身男なら完全アウトで人生ゲームセットだけど、あたしが女児向けアニメ見るのってグレーゾーンぎりぎり上くらいだと思わない？」

「だから知らんと言っている」

　異様なまでに周囲の眼を気にするくせに、何故その手のトークは自重しないのか。

「……そもそも、一週間に四〇本だと？　凰花よ、お前は以前、アニメもマンガもごく一部だけしか観ないし読まないと口にしていたはずだが――」

「え、なんだって!?」

「…………」

　開き直りにしても酷ひどすぎる返しに、絶句し唖あ然ぜんとする俺だった。

「うわ、マジで超ちよう便べん利りねこのセリフ。ラブコメの主人公が愛用するのもよくわかるわー」

「……いずれにせよ、これだけは言っておくが」

　ため息とともに俺はつげる。

「この俺にマンガやらアニメやらの話を振ふったところで、まともな受け答えなど望むべくもないぞ」

「わ、わかってるわよ、そんなこと……」

　凰花が急にしゅんとなる。

「でも、だけど、しょうがないじゃない。こういう話は、帝人と二人きりのときくらいしかできないんだから……」

　心なしか頬ほおを染めて言う。

　たしかに、普ふ段だんは理事長室でも深月がいるため、ここまで本音をさらけ出すことはなかったように思う。

「別段、自重しろとは言っておらん。妙な期待をされても困るというだけの話だ」

「そ、そう？　それなら――」

　と、そのときだった。

「お客様、スマートフォンの購こう入にゆうをご検討ですか？」

　一人の女性販はん売ばい員いんが、凰花に声をかけてくる。

「あ、はい。いちおう欲しいなとは思ってますけど……」

「でしたら只ただ今いま、大変お求めやすくなっておりますよ！　そちらの機種なんかですと、毎月の料金から二年間二二〇五円引きとなりますから、実質価格は二万円を切ってくるんです！」

「あの、別に今日買うつもりは――」

　販売員の営業トークに、凰花は困った顔になる。

「どうですか？　もしよろしければ、そちらの彼氏さんとお揃そろいにしてみては？」

「……は？　カレシ、って……？」

　凰花がきょとんとすると、販売員は俺に手をむけて、

「え？　こちらの方が彼氏さんですよね？」

「なっ!?　べ、別にこいつは彼氏とかじゃっ……！」

「然り。販売員よ、いまが平成の世であることを喜ぶがよい。仮に徳とく川がわ公の時代であったなら、打ち首獄ごく門もんに処されて然るべき暴言であるぞ」

「は、はい？」

「凰花はこの御門帝人の側近であり、従って俺は彼女の主君となる」

「え、ええと……」

　俺の言葉に、二の句が継つげなくなる販売員。自分の軽けい率そつさに、いまさら戦せん慄りつしているのだろう。

「と、とにかく、あたしはただ見てただけですから！　ほら帝人、行くわよ！」

　凰花が俺の手を引き、携帯電話売り場を離り脱だつする。

「まったくもう、ああいうふうに気安く話しかけるの、法律で禁止にして欲しいわよね。こっちはゆっくり見たいだけなのに」

　なにかを誤ご魔ま化かすように早口で言って、

「そ、それにしても……。あたしと帝人ってはたから見ると、カ、カップルみたいに見えるのかしら？」

「ふん。愚ぐ民みんの俗ぞく情じように曇くもったまなこには、そのように映るのであろう」

「……あたしは別に、悪い気とかはしなかったけど」

　とてつもない小声でつぶやく凰花。俺の手を引っ張っているという位置関係上、彼女の表情はうかがえない。

「？　なにか言ったか？」

「いっ!?　べ、別になにもっ！」

　凰花が焦あせった様子で答える。

　不ふ審しんには思ったが、俺にはより気にかかっていることがあった。

　すなわち――

「時に凰花よ。いつまで俺の手を握にぎっているつもりだ？」

「え――？」

　立ち止まって振り返り、自分の手を確認して、

「ひゃわぁッ!?」

　焼鉄にでも触れたかのごとく、凰花は手を跳はねあげた。
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「な、ななっ、なんであたしたち、手なんかつないじゃってるのよっ!?」

「何故、と言われてもな。お前が勝手に俺の手を掴んで、いままで離はなさなかったのだろう？」

「ち、ちち違うのよ！　これはあの店員から一刻も早く逃にげたかっただけで――」

「ああ、そうであろうな」

　その程度の推察ができぬ俺ではない。平然と答えてやる。

「と、とにかくっ、それ以上の意味なんてないから！　はい、この話はここで終わりっ！　完全終しゆう了りようっ！　それじゃ本屋にゴーよッ！」

　一方的にまくし立て、歩行を再開する凰花。

　それから書店に到とう着ちやくするまでひと言も声を発さず、それどころか俺の方を見向きすらしなかった。

　……で。

　本来の目的地である書店へ到着し、少年マンガのコーナーへとむかう。

「あ、あった……。本当にあったわ……！」

　凰花の目当ての本は、ごくごく普通に平積みされていた。

「……思えば、長く辛つらい旅だったわ。それでもあたしたちは、あらゆる艱かん難なん辛しん苦くを乗り越こえてついにここまでたどり着いたのねっ……！」

　感かん極きわまって瞳ひとみに涙なみだすらうかべる凰花だった。

「お前が寄り道していなければもっと早く着いたと思うが……」

　なんにせよ、ここまで来たなら早急に目的を果たすのみである。

「在庫があったのは僥ぎよう倖こう、あとは購入するだけだな」

「ええ、そうね」

　凰花は指で眼元をぬぐって、

「それじゃ帝人、よろしくね」

「……なに？」

「ほら、早くレジに持って行ってよ」

「待て。俺が買ってくるのか？」

「当たり前じゃない。なんのために帝人について来てもらったと思ってるのよ」

　しれっと口にする凰花。

「心配しなくても、お金はあとでちゃんと払はらうから」

「論点はそこではないのだが……まあよい、今回は特別であるぞ」

　本来であれば、主君を下男のごとく扱あつかうなど言語道断であるが……この件に関しては、そもそも凰花に対するねぎらいの意味が強い。であるからして、無む下げにはできまい。

　不承不承、俺はマンガを手に取った。

　レジへと持って行き、精算をすませ、ビニール袋ぶくろに入れた状態で本を受け取る。

「まったく、面めん倒どうをかけおって。ありがたく受け取るがよい」

　書店の出入り口で待っていた凰花に、袋ごと手て渡わたそうとするが、

「ま、待ってよ！　ここじゃ危ないから駅ビルを出てからにしてよね！」

　何故か怒おこられてしまう俺だった。

　凰花の希望通り、ビルを出たところで再度差しだす。

「ふふっ。ありがとね、帝人！」

　両手で受け取り、実にうれしそうに胸にいだく凰花。

　まったく、たかがマンガ一冊でずいぶんといい笑え顔がおを見せるものだ。

「さて、と。目的は果たしたことだし、ダッシュで学園に戻もどらないとね」

「なんだ、家には帰らぬのか？」

「だって、自分の部屋よりあの理事長室のほうが正直居心地いいんだもの。悪い？」

「いや、お前の好きにするがよい」

　微び笑しようをうかべて俺は答える。

「どのみち俺は、やり残した仕事を片づけに戻る腹積もりであったからな」

　そうして俺たちは、学園に戻るため肩をならべて駅へむかった。

　――まったく、思わぬ時間の浪ろう費ひをしてしまったものだ。

　とはいえ――

「ぐふふっ、超ちよう楽たのしみだわ……！」

　もとより凰花をねぎらうつもりであったのだ。

　今日のところは、これでよしとしておこう。







リア王の伏線・その２







　球技大会の開幕まで、残すところあと一週間。

　俺が登校し玄げん関かんで靴くつを履はき替えていると、一年生の女子三人組が憧しよう憬けいをこめた視線をよこしてくる。

「来た来た、御み門かど先せん輩ぱいよっ」

「ね、ねえ、ちょっと話しかけてみない？」

「ムリムリムリ！　だって先せん輩ぱい、怖こわいわけじゃないけどなんか近寄りがたい感じじゃん？」

「わかるわかる。俺様オーラ全開って感じよね」

「でもそこがまたイイのよね……って！　こ、こっち見てないっ!?」

　文字通り姦かしましい連中であるが、俺に好意的な印象をいだいていることはたしかなようだ。

　最近では、見ず知らずの生徒にこういった反応をされるのも珍めずらしくない。以前は皆かい無むだったことを考えれば、理り有あ追おう部ぶによる活動の効果の程ほどがうかがえるというものだろう。

「フッ――」

　流し目一つをくれてやって、俺はその場をあとにした（黄色い声が背後から聞こえてきた。まったく実に姦しい）。

　生徒の流れから一人離はなれ、西階段をめざす。案の定、江え代しろ堂どうは踊おどり場ばの手すりに背を預けていた。

「ふははは。よろこぶがいいえしろどう、けさはこのみかどていとがそくろうしてやったぞ」

　やる気のない棒読みでそう口にしたのは、俺ではなく江代堂である。

「む？　俺の台詞せりふを先んじて口にするとはどういう了りよう見けんなのだ、江代堂よ？」

「別に。君に言われるよりは自分で言ったほうが、いくらか気分がマシになるかと思っただけさ。正直、失敗だったと早くも後こう悔かいしてるけどね」

　つまらなそうにこぼす江代堂。今日も今日とて、タータンチェックのボトムスにネクタイ付きのシャツ、アンダーリムの眼鏡といういでたちだった。

「それはそうだろう。たとえ内容が一字一句同じであろうと、お前自身の口による言葉とこの御門帝てい人とが発した綸りん言げんとでは、ありがたみに素そ粒りゆう子しと白鳥座Ｖ１４８９星ほどの差が生じようというものだ」

「まあ君の尊大さだけは、たしかに超ちよう巨きよ星せいにも匹ひつ敵てきするだろうね」

「然しかり。だがまだ認にん識しきが甘あまいようだな、江代堂よ。俺の偉大さを讃たたえるならば、せめて銀河を最小単位とするよう心がけるがよい」

「……そうだね、態度のデカさと厚こう顔がん無む恥ちさはビッグクランチ直前の宇宙級だよ」

　江代堂はボソボソとつぶやいて、

「で？　今日の用件はなんなのさ？」

「フッ。お前のことだ、おおむね予想はできているのではないか？」

「さあね。残念なことに、僕ぼくへの嫌いやがらせ以外にはとんと思いつかないけど？」

　愚ぐ痴ちめいたことを言う江代堂。

　さては俺に試ためされたと思ってへそを曲げてしまったか。

「仕方ない、ならば話してやるとしよう！　いまの俺が望む情報はただ一つ！　すなわち、この御門帝人の学園における評価であるっ！」

「って、またそれかい？」

　と江代堂が言ったのは、俺が月初めにも同様の質問をしたことを踏ふまえてであろう。

「然り。俺自身、肌はだで感じているものはあるが、それだけではとても正確な判断材料にはなりえない。故ゆえに、お前の情報を欲ほつしているのだ」

「……そもそもの話、どうして僕に訊きけばたちどころに解答が得られると思うんだい？　僕は君のファンでもなければストーカーでもないんだけどね」

「だがお前は知っている。そうであろう？」

「……ふん。残念ながらね」

　江代堂は微妙に不ふ機き嫌げんな口調で、

「君の期待通り、評価は天てん井じよう知しらずで上じよう昇しよう中だよ。やっぱり例の部活動が大いに寄き与よしてるんだろうね。正直、月初めのころは知名度こそあったものの好こう奇きの眼めで見る生徒が大半だったけど、いまとなってはそれも少数派。純じゆん粋すいに好感を持っている生徒が大多数だよ。かててくわえて、女子からの人気が特に高くなっているようだね」

　世の中つくづく間違ってるよ、と江代堂はぼやき、

「まったく君ときたら、さながら殺したと思いきやすぐに生き返るあの生物みたいだよ」

「ほう。この俺を不死鳥に喩たとえるとは、先の忠告を真しん摯しに受け止めたようだな、江代堂よ」

「ふぅん、君ん家の台所には夜な夜な不死鳥が出しゆつ没ぼつするのかい。そいつは初耳だね」

「はて、この俺も初耳であるが……とはいえ、我がリア王計画の約束された成功を鑑かんがみれば、その程度の瑞ずい兆ちようが起きたところで毛ほども奇き異いには思わんがな！　フハハハハッ！」

「……ふん。そのおめでたい眼にかかれば、アレの出現ですら瑞兆に見えるんだろうね」

　江代堂は一つ嘆息して、

「まあ、僕としては酷く複雑な心境だよ。まさか君のような人間が、広く一いつ般ぱんに認められるようになるなんてね……」

　どこか遠くを見るような眼で、そんなことを口にした。

「フッ。お前も承知の通り、すべては理有追部の活動があればこそだ」

「理有追部、ねぇ。いまさら突っ込むのもアレだけど、その名めい称しようはいくらなんでも酷すぎやしないかい？　猫ねこにタイプライターを踏ませたほうがまだマシなネーミングになると思うよ、実際」

「そう言うな。あれでも我が側近二人が、脳のう髄ずいをしぼって苦く心しん惨さん憺たんのすえ捻ねん出しゆつした名称なのだぞ」

「……これは驚おどろいた。よもや藤ふじ波なみさんと橘たちばなさんが名付け親だったなんてね。あの二人がそこまで君に毒されてるなんて、いよいよもって世も末だよ」

　ふむ。『世も末』という表現は、我がリア王計画による現世界の終しゆう焉えんを比ひ喩ゆしたものだとして――

「江代堂よ、日本語は正しく使うがよい」

「はぁ？」

「『毒される』とは肯こう定てい的てきではなく否定的な意味合いで用いる語だ。文脈から察するに、そこは『薫くん陶とうを受けた』という表現がもっとも適切であろう」

「うわぁ……ついにそうきたか。言葉がないとはまさにこのことだね……」

　がっくりとうなだれる江代堂。言葉の誤用に相当恥はじ入っていると見える。

「気に病やむことはない。完全無欠の王たる俺と違って、人とは必ず失敗や間違いを犯おかすものなのだ。お前ほど優ゆう秀しゆうな者であってもそれは変わらぬということだ」

「……はいはいそうだね」

　照れているのか、投げやりに応じる江代堂だった。

「さて、では本題に入るとするか」

「って、いままでのはそうじゃなかったのかよ？」

「然り。そもそも江代堂よ、これまでの会話など九割方が余談ではないか」

「誰のせいだと思って……まあいいや。それで、今日の本題は？」

「うむ。本来であれば、先の質問につづけて訊たずねるつもりだったのだがな」

　にわかに俺は表情から笑えみを消し去って、

「率そつ直ちよくに訊こう。仮にこの御門帝人が、現時点で選挙に打って出るとして――その際の支持率は如い何かほどになると予想される？」

「一つ確かく認にんしておくけど……その発言は冗談でもなんでもないんだよね？」

「当然であろう。本題と言った以上、これは正式な依い頼らいなのだ。ここで冗談など口にしようものなら、情報屋としてのお前に対する最大級の侮ぶ辱じよくとなろう」

「――了りよう解かいしたよ。数字の正確性はどの程度をご希望だい？」

　江代堂もまた瞳の色を変え――情報屋の眼で問うてくる。

「概がい算さんで構わん。いま正確な数字を出だしたところで、先々どうなるかは解らんのだからな」

「最初に言っておくけど、単純な好感度と選挙を想定した支持率は、似ているようでまったく異なる指標だ。それに、校内選挙における生徒の思想傾けい向こうは超々保守ってことを加味すると――」

　眼鏡のブリッジを指先でくいっと押おし上あげて、

「現時点における君の支持率は、せいぜい三割弱ってところだろうね」

「ほう、そんなものか」

　にやりと笑って俺は言う。

　何な故ぜならその数字は、俺の想定より少なからず高かったからだ。

「礼を言うぞ江代堂。今後も頼たよりにさせてもらうとしよう」

「好きにすればいいさ。報ほう酬しゆうの支し払はらいさえ忘れなければ、だけどね」

「解っている――」

　と、俺が答えようとしたときだった。

「あれ、帝人？」

　階段の下から、聞き慣れた声が響ひびく。

　視線を階下に転じれば、見慣れた赤毛が眼に映った。

「――タイムオーバー。今日はここまでだね」

　と、江代堂が俺に背をむけ、足早に階段を登っていく。どうやら凰おう花かと顔を合わせたくないらしかった。

「ねえ？　あれって武たけ之の内うち……よね？」

　入れ替わる形で踊り場にやって来た凰花が、去りゆく江代堂の背中を見て言う。

「武之内……？　ああ――」

　言われてみれば、江代堂の苗みよう字じはそんなふうであったか。

「凰花よ、やつのことを知っているのか？」

「そりゃ、一年のとき同じクラスだったからね。話したことはほとんどないけど」

「ほう、よもやそのような縁えんがあったとはな」

　これも天の采さい配はいなのだろうか。

「時に凰花よ、なにゆえお前がここにいる？」

「なにゆえって……。きのうの占うらないが『月曜に登校したらいつもと違ちがう階段を使うとハッピー』って内容だったからだけど」

「お前……占いなどを信じているのか？」

　だとしたら嘆なげかわしいことこの上ないが。

「あ、もちろんあたしだって、朝の占いとかは信じないわよ。あんなの真に受けるのは頭の中カラッポの情弱スイーツ（笑）だけだから」

「では、お前が言う占いとは？」

「決まってるじゃない！　『ベリキュア占い』よ！」

　凰花の説明によると、それは日曜朝に放映されているアニメにおけるエンディング後のワンコーナーであるらしい。

「余計に駄だ目めではないか……」

　このところ、凰花の症しよう状じようは加速度的に悪化の一いつ途とをたどっている。そんな気がしてならない俺だった。

「それはそうと、帝人こそこんなひと気のない場所で武之内となにしてたのよ？」

「ああ、ただの密会だが」

　密かに人と会って話す、正しく密会といえるだろう。

「み、密会ぃっ!?　え、え？　なにそれ、そ、それってもしかしてっ――」

　とたんに声を裏返らせ、尋じん常じようならざる狼ろう狽ばいぶりで凰花は叫さけんだ。




「帝人と武之内って、ひそかに付き合ってたのッ!?」




「……………………は？」

　言葉の意味を理解するまで、さしもの俺も数秒を要した。それほどまでにありえない、あってはならぬ話だった。

「て、ててて帝人、おお落ち着いてっ！　お、落ち着いて、はは話してちょうだいっ！」

「まずはお前が落ち着け」

　軽い眩め暈まいを覚えつつも、俺はつとめて冷静な態度をくずさずに、

「何故、そうなる？　一体どのような思考回路をたどれば、そのような結論が出てくるのだ？　言うまでもなく、俺と江代堂はそんな関係などではない」

「で、でででも、いま密会って……！」

「――！　凰花よ、もしやお前は――」

　テスト作戦の際に噴出した俺の同性愛者疑ぎ惑わくを、密会という言葉と結びつけてしまったか。

　――成なる程ほど。であれば、合が点てんがいく。

　凰花の常じよう軌きを逸いつした狼狽うろたえようも、そういったアブノーマルな関係を念頭に置いているのだとすれば説明がつくであろう。

「……解った。密会という言葉が誤解を招いたのなら、こう言い直そう。俺はここで、やつと会って情報を得ていただけだ。何故ならお前が言うところの武之内は凄すご腕うでの情報屋であり、リア王計画遂すい行こうにおけるこの御門帝人の協力者であるからだ」

「ほ、ほんとにっ……？　本当に嘘うそ偽いつわりなくそれだけの関係だって誓ちかえるのよねッ……!?」

　鬼き気き迫せまる表情で念を押す凰花。

「ああ。まだ疑いが晴れぬのならば、あとで江代堂にも確認してみるがよい」

　実際にそんなことをしようものなら、ありったけの語ご彙いと持てる限りの比喩を駆く使しした一世一代の大罵ば倒とうを浴びることは必至だろうが。

「……たしかに、嘘うそは言ってないみたいね」

　俺の瞳をじっと覗のぞきこんだのち、凰花は肺の空気をいっぺんに吐はきだすような嘆たん息そくをして、

「はぁ～……。良かったぁ……無む駄だに焦ったわ……」

　ひとしきり胸をなでおろす凰花。

「まったく、妙みような勘かん違ちがいをしてくれるでないぞ」

「ぅ……。た、たしかにあたしの早はや合が点てんだったけど、そもそも帝人が密会とか言うから勘違いしちゃったんじゃない……」

　耳まで紅潮させ、凰花は唇くちびるを尖とがらせた。

　それからほどなくして予よ鈴れいが鳴ったため、俺と凰花は教室へとむかった。

　道中、江代堂と知り合った経けい緯いなどを話してやる。

「ふぅん。それじゃ、ほんとにあそこでたまに会うだけなんだ」

「然り。であるからして、俺は情報屋以外の顔についてはまるで知らんのだ」

「正直、クラスじゃおとなしい感じだったわよ。喋しやべってるとことか、あんまり見たことないし。あと、よくわかんないけど一部の女子にはなんか人気あったみたいよ。バレンタインにチョコ貰もらったとかいう話も――」

　凰花の口から江代堂の話を聞くのは、なかなかに新しん鮮せんな体験だった。







リア王の結婚相談室







「じゃ、あたし先に行ってるから」

　放課後になると、凰おう花かは俺おれにひと言つげて教室を出て行った。

　俺が日直の業務をこなさなければならないための措そ置ちである。真に王たる者、本来このような雑事にかかずらうべきではないのだが――

（しかし、これも我わが計画が成じよう就じゆするまでのこと。そう考えれば、ある種の貴重な経験と言えなくもあるまい！　フハハハハッ！）

　などと考えつつ、俺が黒板消しをかけていると、

「ね、ねえ御み門かど君？　ちょっといいかい？」

　同じく今日の当番である男子（小太りで気弱そうなタイプだ）が、声をかけてくる。

「どうして急に、人助けに目覚めたりしたの？」

　理り有あ追おう部ぶの存在が充じゆう分ぶんに周知されたためか、最近は教室でもこの手の質問を受けることが目立って多くなった。

　むろん、俺の返答はいつも決まっている。

「フッ。そうするべきだと、この御門帝てい人とは判断したからだ」

「ふうん。あの、間ま違ちがってたら謝あやまるけど、それってもしかして一年の風かぜ早はやさんに影えい響きようを受けたりしたのかな……？」

「ふむ――」

　たしかに第三者から見れば、風早リサが趣しゆ味みでやっているらしい人助けと、我が理有追部の活動は類るい似じして見えるのだろう。

　しかし――

「否、否であるぞ。行動は似通っていても、この御門帝人と風早リサでは視野も違えば志も違う！　彼かの女じよが数式を一問ずつ問いているのだとすれば、さながら俺は高度かつ膨ぼう大だいなプログラムを組んでいるようなものなのだからな！　フハハッ、フハハハハハッ！」

「へ、へぇ。そうなんだ……」

　無礼な発言であると自覚したのか、それ以降、彼かれは話しかけてこなかった。

　日直の雑務をすませると、俺は理事長室へと直行する。

　ドアを開けて中に入ると、どういうわけか深み月づき一人の姿しかなかった。

「む？　深月よ、凰花の姿が見えぬようだが？」

　俺より一〇分も早く教室を出たはずなのだが――

「凰花でしたら『やっば密林営業所留どめコンボ発動してたんだった！』などと言って、わたしが来てすぐに下校しましたよ」

「入いれ違いで帰ったということか。主君たる俺に報告もなしとは……。それになんだ、その『密林営業所留めコンボ』なるものは？」

　そういえば、以前にも凰花は口走っていたような気がするが――

「大手の通つう販はんサイト『Miturin.com』で購入した商品を、自宅ではなく宅配業者の営業所に保管してもらって、自分から受け取りに行くことです。まぁ、自宅にはとても配送できないようなモノを購入する際、よく使われる手らしいですね」

「ふむ。妙に詳くわしいのだな」

「というわけで、帝人くんもいかがわしい本やビデオを購入するときは積極的に使ったほうがいいですよ？　親おや御ごさんにバレようものなら、家族会議どころじゃすまないでしょうからねぇ」

「……何な故ぜ俺おれがそんなものを買わねばならん？」

「えぇっ!?　も、もしかして購入されたことがないのですかっ？」

　口に手を当て、驚きに眼を見開く深月。

「然り。言っておくが深月よ、この俺は――」

「つ、つまり、帝人くんの欲情は生身の人間相手でなければ満たされないということですねっ!?」

「何故そうなる……」

　と、深月は落ち着かなげにあたりを見回し、やおらソファから立ち上がり、

「はっ!?　き、気がつけば密室に帝人くんと二人きりっ！　こ、これは、これはっ！」

　蒼あおい顔になり、悲鳴じみた叫びをあげる。

「正しよう真しん正しよう銘めい、貞てい操そうの危機ですねっ！」

　胸むな元もととスカートを左右の腕でガードする深月。

「だから何故そうなる……」

　一時は治まったかに見えた深月のこの病気だが、最近はまたぶり返してきているように思う。

　きっかけは、言うまでもない。家庭科準備室におけるあの一件だろう。

　そう、不ふ可か抗こう力りよくにより（断じて不可抗力である）、凰花と深月が着き替がえているところに俺が踏みこんでしまったのである。

　それまでせっかく解いてきた俺への誤解が、一気にねじれてもつれてこんがらがってしまったことは想像に難かたくない。

　であるならば、いますぐほどいてやらねば、のちのちより面倒な事態を招くのは必定だろう。

「……よいか、深月？　それは純然たる完全な被ひ害がい妄もう想そうだ。この際はっきり言っておくが、俺にはお前をどうこうしようなどという気はいっさいないぞ」

「……本当ですか？」

　ものすごく疑わしげな視線を返される。

「うむ。この御門帝人に二言はありえぬ」

　言って、意識的にやさしく笑いかける俺。

「……なるほど、そういうことですか」

「ああ、そうだとも――」

「やさしげな顔で言葉たくみに近づいてくる……典型的な常習レイパーの手口ですね！」

「えぇいっ、戯たわけが！　だから何故そうなるのだっ!?」

　こらえきれず、俺は深月ににじり寄ろうとする。

「ひっ！　ほ、本ほん性しようを見破られたとたん実力行使にっ!?」

　悲鳴とともに後ずさる深月。

「だから違うと……！　いいだろう、今日という今日はじっくり言い聞かせてやる！」

「わ、わたしの半径二〇メートル以内に近づかないでくださいッ！」

　俺の接近を阻そ止ししようと、深月がでたらめに腕を伸のばす。

　その手が偶ぐう然ぜんにも、俺の制服の胸元を掴つかみ――

　さらに次の瞬しゆん間かん、深月は背後のソファの脚あしにつまずいた。

「ひゃっ……!?」

「うおっ……!?」

　深月が後ろ向きに転てん倒とうし、俺も引っぱられる形で倒たおれこむ。

　ドサドサッ！

「っぅ……」

　ただちに俺は、ソファに手をついて身を起こそうとして、

「「！」」

　約五センチという超ちよう至し近きん距きよ離りで、深月と眼が合った。

　思わず固まってしまう俺。これではまるで、深月を襲おそおうとして押し倒したかのようではないか。いや、事実はどうあれ、彼女は十中八九そう判断するだろう。

「ま、待て、誤解だ。いまのは不可抗力以外のなにものでも――」

「……帝人くん」

　と、意外すぎるほど静かな声で深月が言う。

　はて、さすがにこれは事故だと理解してくれたか。

「その……できればあまり痛くない普ふ通つうなやり方でお願いしますッ……！」

「何な故ぜ覚かく悟ごを決めるッ!?」

　がばっと跳ね起おき、きつく目を閉じたままの深月から身体を離す。

　立ちあがり、乱れてしまった制服の襟えり元もとを直しつつ、

「深月よ、これだけは言っておく。いまの俺は、女になどいっさい興味はない、とな」

　無論、我が傑出した遺伝子は後世に引ひき継つがせねばなるまいが、まだまだそれは先の話だ。

「興味が……ない？」

　起きあがりつつ、信じられないといった口調でつぶやく深月。

「然り。リア王計画の成就こそがいまの俺のすべて。わずかでもその障害になりえる要素は排はい除じよせねばならん。時に深月よ、傾けい城せい傾けい国こくという言葉を知っているか？　古今東西、女によ人にんにおぼれるあまり君主が国を滅ほろぼした事例は少なくないのだ」

「……そうですか。わかりました」
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　深月が神しん妙みようにうなずく。

　やれやれ、やっとわかってくれたか。

「では帝人くんは、やはり同性愛者ということですね……！」

「待て待て待てい！　だから何故そうなるのだッ！」

「？　女性に興味がないということは、そう告白したも同然でしょう？　もともと帝人くんには、その、ほら、疑惑がありましたし」

「その話を蒸むし返かえすのはやめろ……！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。たとえ同性愛であったとしても、節度を守ったお付き合いであればわたしは全力で応おう援えんしますから」

　とびっきりの笑顔で言う深月。

「……その真意は？」

「そうなればわたしの貞操も安あん泰たいですから、帝人くんを警けい戒かいする必要も金輪際なくなります」

「…………」

　ジレンマである。

　深月の病気を発はつ症しようさせないためには、俺が同性愛者であると認めねばならぬらしい。

　だが、冗じよう談だんでもそれを口にすることは憚はばかられる。

　女に興味がないイコール男に興味がある、とは断じてならないのだ。

　と、俺が内心の葛かつ藤とうに悩なやまされていたところ、

「――おや、わたしでしょうか」

　深月のポケットで着信音が鳴なり響いた。

　携けい帯たい電話を取りだす深月。

　画面を確認して、憂ゆう鬱うつげなため息をつく。

「すみません帝人くん、失礼させてもらいますね」

　深月は俺に背をむけて電話にでた。

「わたしです。ご用件はなんですか、お父さま――」

　相手は父親らしい。俺はソファへ腰こしを落ちつけ、深月の話す声をそれとなく耳に入れた。

「はい？　婚こん約やく者しや？　またですかお父さま？　何度も言っているように、わたしはまだそんなつもりは――はいっ？　今日これからですか？　いえ、外せない用事はありませんけど……ですがお父さま、あまりにも話が急ではありませんか？　わたしにも心の準備というものが――」

　会話が進むにつれ、深月の困こん惑わくは深まっていく。

「あの、お父さま？　電話口で泣くのはお願いですからやめてもらえませんか？　ああもう、わかりました、わかりましたから。これからご挨あい拶さつにうかがえばいいのでしょう？　ええ、先方に話がいっているのなら仕方ありません。ですがお父さま、次からは必ずわたしに相談してからにしてくださいね？　はい、それでは」

　通話を終えると、深月はあからさまにため息をついた。

「まったく、どうせ断るだけなのに……」

「ふむ。深月よ、お前も父親には苦労していると見えるな」

「ええ、まあ。いつものことですけどね。ことあるごとにいいところのお坊ぼつちゃんを見つけては、わたしの婚約者にしようとするんですから……」

　深月は投げやりに言って、

「というわけですので、すみません帝人くん。わたしも今日はこれで帰らせてもらいます」

「しばし待て、深月よ。どうにも解せぬし、気に入らんな」

「はい？」

　深月が刺とげのある口調で問い返してくる。

「話を聞く限り、お前は父親の持ってくる婚こん約やく話を迷めい惑わくがっているようではないか。だというのに、何故そうも唯い々い諾だく々だくと従うのだ？」

「あの、帝人くん？　お気づかいはありがたいですけど、これはわたしの家の問題ですので、口を出さないでいただけますか？」

　口調こそ丁てい寧ねいだが、明確な拒きよ絶ぜつの意思を乗せた言葉。

　だが、そんなものに怯ひるむ俺ではない。

「否、断だん乎ことして容よう喙かいさせてもらうぞ。余人ならばいざ知らず、我が側近たるお前の問題であるのだからな」

「な、なにを……」

「我は問うぞ、橘たちばな深月よ。父親の用意した婚約者とやらに会うことを、お前は是ぜとしているのか？」

　深月はうつむき加減になって、

「……これは、是ぜ非ひの問題ではないんですよ。橘家の長女として、わたしが果たさなければならないある種の務めですから」

「そんなもののために、お前が自分を殺さねばならぬと言うのか？」

「殺すだなんて……大げさですよ、帝人くんは」

「否、俺はそうとは思わぬがな。現に深月よ、電話を受けてからのお前は、明らかに普ふ段だんのお前ではなくなっているではないか」

「それは……仕方ないじゃないですか。旧家ともなると、いろいろと面めん倒どうなしがらみが多いんですから。帝人くんにはわからないでしょうけれど」

「然り。解わからぬし、理解したいとも思えぬな。どのみち断るのであれば、先の電話の時点で断っておけばよいではないか。だというのに、わざわざ足労して相手に会ってくるなど、俺には壮そう大だいな時間の無駄としか思えぬ」

　そんなことで、リア王計画の進行に遅ち滞たいが生じてはたまったものではない。

「っ……！　ず、ずいぶんと好き勝手言ってくれますねぇ」

　深月は唇の端はしをヒクヒクとさせる。

「それなら帝人くんは、一体わたしにどうしろと言うんですか？　偉えらそうに説教をするくらいなんですから、解決策の一つや二つくらいは当然あるんですよね？」

「ふむ。そうだな――」

　俺は一秒あまり思考を働かせて、

「先刻の話から察するに、お前が婚約話を断りつづけている結果、このような面倒が生じている。その認識に間違いはないな？」

「ええ、そうですけど」

「フッ。ならば手などいくらでもあるではないか」

　余よ裕ゆうの笑みとともに俺はつげる。

「たとえばだが、お前のほうで『婚約者』を作ってしまうというのはどうだ」

「はい？」

　深月が柳りゆう眉びを逆立てる。

「そのあたりの男を適当に捕つかまえて、名前だけ借りてダミーの婚約者に仕立て上げるのだ。さすればお前の父親とて、よもや新しい婚約者を見みつ繕くろおうなどとは思うまい。それで当座の間は凌しのげるであろう」

「か、簡単に言ってくれますね……。たしかに策としてはいいかもしれませんけど、お父さまを納なつ得とくさせるとなるとそれなりの家いえ柄がらの方でなければ絶対に無理です。適当になんて捕まりっこありませんよ」

　深月はさらに言葉を重ねる。

「それにいざ見つかったとしても、相手が引き受けるかどうかはまったくの別問題ですよ。ダミーの婚約者にするから名前を貸してくれ、なんてお願いを聞いてくれる神様のような人が果たしてこの世に存在するんでしょうかね？　だいたい、そんな恥はじ知しらずな頼たのみ事ごとをしてしまったらわたしの沽こ券けんに――」

　言いかけて、ふと深月はまじまじと俺の顔を見つめた。

「む？　なんだ？」

「……帝人くん。つかぬことをお訊きしますが」

　深月は真しん剣けんそのものの表情で、

「理事長の息むす子こ……ということは、帝人くんのご家庭はかなりのお金持ちですよね？」

「ああ、父の資産という話であれば、まあそれなりに裕ゆう福ふくではあるだろうな。もっとも、所しよ詮せんは一代で築きあげた富だ。世界どころか、日本でかろうじて十指に入る程度の資産額に過ぎんぞ」

「そ、それって、日本で一〇番目くらいにお金持ちってことじゃ……？」

　深月は唖あ然ぜんとしたものの、突とつ然ぜんガッツポーズをとって、

「で、でも、それなら物件として申し分ないどころか最上級じゃないですか！　そのうえ、頭は可か哀わい想そうでも学力は高いですし、口さえ開かなければ見てくれもいい！　うふふっ、至れりつくせりとはまさにこのことですねっ！」

「……おい、なにを言っている？」

　どうにも話が面倒な方向へ転がっている気がするのだが――

「帝人くんっ！」

　と、俺にぐいっと顔を近づけて、深月は言った。




「いまからわたしの婚約者になってください！」




「は……？」

　耳を疑う、とはこのことだった。

「そうですよ、帝人くんなら婚約者役として完かん璧ぺきじゃないですか」

「待て深月。まさかとは思うが、それはこの俺をダミーにするという発言か？」

「ええ。もちろんそうですよ」

　しれっと口にする深月だった。

「帝人くんのスペックなら、お父さまを納得させることもたやすいでしょうしね」

「だから待てと言っている。何故、よりにもよって俺なのだ？」

「嫌いやですわ、帝人くんたら。自分で言ったことをもう忘れたんですか？　わたしは帝人くんの助言どおり、そのあたりの男を適当に捕まえて、名前だけ借りてダミーの婚約者に仕立て上げようとしているだけですよ？」

「だからと言ってだな……」

「なんでしたっけねぇ、そうそう『綸りん言げん汗あせの如し』です。王たる者が一度口にした言葉は決して覆くつがえることはない。そのはずですよねぇ、帝人くん？」

　実に生き生きとした表情でつげる深月。

「ぐ……」

　俺は言葉に詰つまってしまう。

　よりにもよって主君を隠かくれ蓑みのに利用するなど、あってはならぬ話だが――

（とはいえ、凰花だけをねぎらって深月の願いに応こたえぬというのは、主君として公平な態度とは言えぬか……？）

　俺は一つうなずいて、

「よかろう。今回ばかりは特別に、この御門帝人の名を貸してやろう」

「あら、意外ですね。あっさり了りよう承しようするとは思っていませんでしたのに」

「不本意ではあるが、ほかならぬお前の頼みなのだ。そうそう無む下げに扱あつかうわけにもいくまい」

　深月は輪をかけて意外そうな顔になり、

「わたしのため、ですか？」

「然しかり。そうでなければ引き受けるものか」

　寛かん容ような主君を持ったことを、心からありがたく思うがよい！

　と、深月は頬ほおを少し赤らめて、

「そ、そうですか。お気持ちはうれしいですけど、あくまでも偽ぎ装そうの婚約者ですからねっ？　そこだけはくれぐれも勘違いしないでくださいね？」

「？　最初からそういう話であったはずだが？」

　なぜここで動どう揺ようを見せるのか、いまいち理解できない俺だった。

「とりあえず、ありがとうとは言っておきます。それでは帝人くんとのこと、帰ったらお父さまにも伝えておきますので……」

　言いつつ深月は鞄かばんを持ちあげる。

　いずれにせよ、今日は先方に断りを入れに行かねばならないのだろう。

　深月が理事長室から出て行く。

「フッ。これで深月も、明日からは我が計画に専心できることだろう」

　そう考えれば、名前を貸すくらいは安いものだと言えるかもしれない。

　深月の願いを聞き入れつつ、彼女を縛しばる問題までも一挙に解決してみせる。

　これぞ王の施し策さくというものだ！

「婚約者とはいえ、所詮は虚きよ実じつにまみれた偽いつわりの関係。となれば、この俺に面倒事が降ふりかかることはありえぬだろうしな！　フハハッ、フハハハハッ！」







リア王への刺客







　球技大会を三日後に控ひかえ、校内はにわかに活気づいている。

　俺と凰おう花かが所属する二年Ｇ組でも、六限目のＬＨＲにて『作戦会議』なるものが開かれたばかりであった。

「それにしても、帝てい人とがクラス対たい抗こう戦せんでも優勝するつもりだなんてね……。正直いって驚おどろいたわよ」

　放課後、俺たちはいつものごとく、肩かたをならべて理事長室を目指していた。

　二階へとつづく階段を登りながら、

「フッ。そうしなければ、我が第二の作戦は十全たる結末にならぬからな」

　クラス作戦会議の冒ぼう頭とうにて、俺は自ら監かん督とく役やくに立候補した。そう、クラス対抗戦におけるチーム編成や種目毎ごとの生徒の振ふり分わけ、作戦の立案から当日の現場指揮に至るまでを、この御み門かど帝人に一任せよと発言したのだ。

　すべては、クラス対抗戦にて優勝の栄えい冠かんを掴みとるために。

　結果、俺は満まん場じよう一いつ致ちで信任を受ける次し第だいとなった（ここでも理り有あ追おう部ぶの活動が後うしろ盾だてとなってくれたようだ）。

「解っていると思うが、凰花よ、今年は団体種目にも参加するのだぞ」

「なによ、あたしの能力をアテにしてるわけなの？」

「然り。お前こそは我がクラスの中ちゆう核かく戦せん力りよくであり、勝利への鍵かぎを握にぎる存在なのだ。八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくをしてもらわねば戦術が立ちゆかぬ」

「ふ、ふぅん？　ま、そこまで言うなら出てあげてもいいけど」

　おだてられて気分を良くしたのか、優ゆう雅がに髪かみを払はらいながら言う凰花。

「そうか。では全種目登録で問題ないな」

「って、全種目ぅ!?」

「言ったではないか、八面六臂の活躍をしてもらうとな。それとも、体力には自信がないのか？」

「そ、そんなわけないでしょっ！　あたしにかかれば楽勝よ！」

　凰花はムキになって言う。

「っていうか、部活対抗戦のほうにも参加するのよね。それだとかなり忙いそがしくならない？」

　部活対抗戦は球技大会の二日目より始まり、クラス対抗戦と並行しておこなわれるのだ。

「体力はともかく、身体を二つ用意せよ！　とか言われても無理だからね」

「案ずるな。俺が監督役を買ってでたのは、そのような破は綻たんを未然に防ぐためでもある。優先順位を事前に固めておけば、当日になって混乱する必要はあるまい」

「まあ帝人のことだから、そのあたりは無駄に完璧なんでしょうね。で、部活対抗戦のほうの作戦会議はこれからやるわけなの？」

「然り。そちらに関しては、深み月づきとの綿密な打ち合わせが必ひつ須すであるからな」

「なにそれ、あたしじゃ相談相手にならないってこと？」

　凰花が不満そうに訊たずねてくる。

「そうではない。俺が深月に白羽の矢を立てたのには確固たる理わ由けが――ッ！」

　ちょうど階段を登り終え、二階へとたどり着いた瞬間――

　ただならぬ殺気を感じ、とっさに俺は凰花の肩を抱だき寄よせた。

「ひゃっ!?」

　直後――

　ヒュンッ！

　風切り音とともに、細く鋭するどい飛ひ翔しよう体が俺の髪をかすめていった。

「――いまのはあくまでも警告なのです」

　視界の端で、眼めにも鮮あざやかな銀がひるがえる。

　投とう擲てき物の主は、一年生の女子生徒。

　ひどく華きや奢しやな身体に、日本人離ばなれした純白の肌はだ、そして見る者すべてに息を呑のませる銀色の美び麗れいな髪。

　よもやこのタイミングで、まさかこのような形で、相まみえることになろうとは思わなかったが――

「フフッ……フハハハッ！　ようやく我が前に姿を現したか、風早リサ！」

　あえて俺は、そう口にした。

　もちろん、口くち許もとに笑えみをつくることは忘れない。

「どういうことなのです？　リィの襲しゆう撃げきをよきしていたとでもいうのです？」

　わずかに眼を見開いたものの、淡たん々たんとした口調で問うてくるリサ。その左手には、金属製の千枚通しクラフトピツクが携たずさえられている。先ほど投げたのはそのうちの一本であろう。

「さてな。しかし、確信はしていたぞ。俺とお前は、いずれこうして相まみえる宿命にあるのだとな」

「戯たわ言ごとはききたくないのです」

　俺へと警棒を突つきつけるリサ。

　しかし俺は、余裕の態度を微み塵じんもくずすことなく、

「して、風かぜ早はやリサよ。この御門帝人に如い何かなる用向きか？」

「リィのことをしっているなら、予想はついているはずなのです」

「さてな。お前に狙ねらわれる理由など、俺には皆かい目もく見当がつかないが」

「それなら教えてやるのです」

　リサはリサで、温度の低い表情のまま言う。

「御門帝人。おまえは学園風紀をみだす『悪』だから、制裁をくわえにきたのです」

「ほう、制裁とな？」

「よりわかりやすくいうと、おまえをシメにきたのです」

「ふむ」

「さらに具体的にいうと、シバいてドツいてボコりにきてやったのです」

　変わらぬ口調で物ぶつ騒そうな物言いをするリサだった。

　と――

「ちょ、ちょっと、なんなのよこの娘こはっ!?」

　俺の腕うでにいだかれたまま茫ぼう然ぜんとしていた凰花が、突然に声を張りあげた。
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「見れば解るであろう、彼女が風早リサだ」

「そうじゃなくてっ！　なんで帝人がこの娘にシメられたりシバかれたりドツかれたりボコられたりしなきゃいけないのよっ？」

「それは、御門帝人が『悪』だからなのです」

　俺から視線を離はなさずにリサが言う。

「だからなんでそうなるのよっ！　帝人がどんな悪いことをしたっていうのっ？　っていうかあんたこそ学校にそんな凶きよう器き持ちこんでんじゃないわよ！」

　リサの千枚通しを指さす凰花だったが、

「これはれっきとした文ぶん房ぼう具ぐなのです。文房具を学校にもちこんでいけないという法はないのです」

「な……！」

　リサの開き直りっぷりに絶句してしまう。

「そして、たまたま手がすべってこの文房具が御門帝人のがんめんに突きささったとしても、それはリィがせきにんを負うところではないのです」

「ないのです、じゃないわよっ！　ありまくりでしょうが！」

「藤ふじ波なみ凰花せんぱい――」

　と、初めてリサは凰花に焦しよう点てんを合わせて、

「もういいのです。リィがきたからには、もうその男にしたがう必要はないのです」

「は……？　なにそれ、どういうこと？」

「リィにはわかっているのです。藤波せんぱいほどの人が理由もなしに御門帝人に協力するはずがない、となれば、なにか弱みをにぎられていると考えるほかないのです」

「う……。実際その通りな気が……」

「証しよう拠こもあがっているのです。リィはとある情報すじから、御門帝人による言語どうだん極ごく悪あくひどうの大悪事をきかされたのです」

　リサは俺へと視線を戻もどし、

「御門帝人。おまえが一ヶ月ほどまえ、藤波せんぱいと橘たちばな深月せんぱいがきがえている部屋におしいり、そのままふたりまとめて犯おかそうとしたことはしっているのです」

　成なる程ほど、あの件が直接的な襲撃の理由であったか。

　リサは情報源を隠したつもりだろうが――服ふく飾しよく部から隣りん接せつするアイスクリーム研究会に話が伝わり、そのアイス研と親交のあるリサの耳にまで届く運びとなったのだろう。

　我が頭脳にかかれば、この程度の推察は造作もない。

　もっとも、伝聞の過程で事実がいささかねじ曲がりすぎているのは気にかかるが――

「えぇっ!?　て、帝人、あのときって最初からそのつもりで入ってきたの!?」

　と、凰花が真に受けて非難の眼をむけてくる。

「戯けが……違ちがうに決まっておろうが」

　お前はどっちの味方なのだと突っ込みたくなる俺おれだった。

「藤波せんぱい。あなたと橘せんぱいが、御門帝人によるさいだいの被ひ害がい者しやであることはめいめいはくはく。しかしそれも今日までのこと、おふたりはリィの手で解放してあげるのです」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　あたしは別に被害者だなんて、」

「だから、もういいのです。御門帝人をかばうようなことはいわなくても――」

「違うわ！　帝人に言わされてるわけじゃない、これは正しよう真しん正しよう銘めいあたし自身の言葉よ！」

　凰花が鋭い声をあげ、険しい表情でリサを睨にらみつける。

　俺自身、初めて眼にする顔。

　好きなアニメを貶けなされて、見境なくキレてる時ともまた違う。

　どうやら凰花は、本気で怒っているようだった。

「なによあんた、帝人のことよく知りもしないくせに好き勝手言ってくれちゃって！　ええ、たしかにこいつはバカだし頭いいのに頭おかしいし、暇ひまさえあれば自分は王だとかイタいこと言ってるし、リア王計画とかわけわかんないものに人を巻きこむし、いきなり部活とか始めて毎日こき使われるし、おまけに自分勝手で傲ごう岸がん不ふ遜そんでデリカシー皆かい無むの超ちよう絶ぜつ鈍どん感かん野や郎ろうよ！　だけどねっ！」

　一拍ぱくの間をおいて、凰花は鮮やかに切り返した。




「だけど、絶対に悪いやつじゃないわよッ！」




「――それが、藤波せんぱいの本心なのです？」

「ええ、そうよ！」

　どこか晴れやかな態度で、胸を張って断言する凰花だった。

　対するリサは、雀すずめの涙なみだほどのため息をこぼして、

「リィはかなしいのです。藤波せんぱいはおなじハーフということもあって、ひそかに憧あこがれていたお人だったのですが――」

「え、そうだったの？」

　コロっと気を良くしかける凰花だったが、

「まさか、みもこころも御門帝人の肉奴隷に堕だしてしまっているとはおもわなかったのです。かなしいというよりあわれでしかたないのです」

「なっ……！　だ、誰だれが肉奴隷よっ!?　あたしと帝人は別にそんな関係じゃ……」

「そんなかっこうで否定したところで、説得力はかいむなのです」

「は？　格好って……？」

　いうまでもなく、凰花は俺に抱きかかえられたままなわけで、

「ひゃうわぁッ!?」

　俺から飛とび離れ、奇きっ怪かいなポーズのまま固まる凰花。朱しゆ肉にくでもまぶしたかのように顔中が真っ赤である。

「な、ななっ、なんでっ……!?」

「ああ、次の攻こう撃げきが来た際、あのままの方がお前を守りやすかったのでな」

　あえて抱きかかえたままでいた理由を説明する俺。

「ぎまんなのです。守りやすかったからではなく、盾たてにするためだったことはばればれなのです」

「ちょっと帝人！　それいくらなんでも酷ひどすぎないっ？」

「凰花よ……。こやつの讒ざん言げんをいちいち真に受けるでない」

　先ほどの長ちよう広こう舌ぜつはなんだったのやら。

「なんにしても、リィとしては殺りやすくなったのです。御門帝人、おまえの悪事もきょうこれまでなのです」

　と、リサは千枚通しを仕し舞まいこみ（上着の裾すそ裏うらにホルダーが付いていた）、徒と手しゆ空くう拳けんとなる。そのまま左手を手刀の形にし、腰を落として構えをとった。

「ほう、あえて武器は使わぬか」

「こんなものはあくまでも威い嚇かくようなのです。それにリィはきほんてきに、物理でなぐるほうがこのみなのです。ジョブにたとえるなら騎士ナイトもしくは戦士フアイターなのです」

「いや、どう考えても暗殺者アサシンでしょうが……」

　凰花がよく解らぬツッコミを入れる。

「フッ……」

　ところで俺はというと、突っ立たったまま両手をズボンのポケットに入れていた。

　構えなど不要。そもそも彼かの女じよなど相手にする必要さえなかった。

「……？　どういうつもりなのです、御門帝人？」

「どういうつもりだと訊きかれてもな。単に俺は指先一つ動かすことなく、お前を御ぎよせるというだけの話だ」

　俺はリサから視線を外すという、最大級の余裕すら見せて、

「時にリサよ、悪を罰ばつするお前は正義を気取っているようだが、犠ぎ牲せい者しやとやらにさらなる犠牲を強しいるのは果たして正義と言えるのか？」

「なにをいっているのです？」

「フハハッ！　先刻お前は、俺が凰花の弱みを握っていると推察したな？　然り！　いかにもこの御門帝人は、藤波凰花の他言できぬ秘密を握っている！　そしてその秘密は、俺が何者かに危害を加えられた瞬間、全世界にむけて自動的に公開される手て筈はずとなっているのだ！」

「なっ……！」

　さすがに固まるリサ。

「さて、改めて問おうぞ、風早リサよ。これでもお前は、お前の正義を執しつ行こうできるのか？」

「くっ……！」

「な、なるほど……！　だからあたしを盾にする必要はなかったわけねっ……！」

　凰花が得心顔でつぶやいて、

「ってぇ、余計に悪いじゃないなに考えてんのよバカァッ！」

　またもや真に受け、涙目で抗こう議ぎしてくる。

　戯たわけが……リサを御するための方便だというのに……

　一ひと芝しば居いうったのが台無しになりかねないゆえ、俺は凰花を無視することに決めた。

「なんという悪逆非道……。御門帝人、ききしにまさるくされ外げ道どうなのです……！」

　わずかに感情を表にだして、リサがつぶやく。

　それはこの場における敗北宣言にほかならなかった。

「そもそもリサよ、正義とは、そして悪とは一体なんだ？　成程、人を殺すのは当然ながら悪きことだ。然るに、カルネアデスの舟ふな板いたが示すところによれば、緊きん急きゆう時に自分が助かるために人を殺すのは正しきことであるらしい。ならば、真の正義と真の悪など、この世のどこに存在するというのだ？」

「そんなものは、ただのきべんなのです。善悪のくべつがつけられないケースがあるからといって、この世にかっこたる『悪』がそんざいしない理由にはならないのです」

　すぐさま言い返してくるリサ。

　ほう、武ぶ闘とう派はであるからといって、頭の回転が悪いわけではないようだ。

「それと、けがらわしいからリィの名前をきやすくよぶな、なのです」

　リサが戦せん闘とう態勢を解く。

「――近いうちにかならずその首もらいうけるのです、御門帝人」

　そして、俺の横を通ってスタスタと階段を降りていった。

「ちょっと帝人！　全世界に公開ってどういうことよ黙だまってないで説明しなさいよっ！」

「……この戯けめが。あんなもの、リサを騙だますための方便に決まっているであろう」

　リサの足音が聞こえなくなるのを待って、俺は仕方なく説明してやることにした。

「ほ、方便？　ってことは、つまりブラフだったってこと……？」

「然り。何な故ぜ気づかぬのだ……」

　だいいち江え代しろ堂どうならさておき、全世界に自動で公開するなど俺には技術的に不可能だ。

「それにしても……あの娘、放っておいていいの？　帝人のこと悪とか断言してたし、あの調子じゃまた襲おそってくるわよ、きっと」

「そうであろうな。しかし最初から俺への敵てき愾がい心しんをいだいているとは、いよいよもって都合がよいではないか！　フハハッ、フハハハハハッ！」

「なによそれ、都合がいいってどういうこと？」

　不ふ審しんの眼をむけてくる凰花。

　ふむ。リサを第三の側近候補としていることは、まだ話さぬほうがよいか。

「いまに解る。そう、球技大会が幕を閉じるころには、すべてがな」

　含ふくみを持たせ、そうつげるだけに留とどめておいた。

「時に凰花よ、一つ頼まれてくれるか」

　歩みを再開してすぐに俺は言う。

「……嫌いやって言っても、帝人のことだからどうせやらせるんでしょ」

「然り。解っているではないか」

「はいはい、仕方ないわねもう。で、なにをすればいいの？」

「なに、至し極ごく簡単なことだ。これから俺が一筆したためる文書を、風早リサにしかと届けて欲ほしいのだ」

「それ、ただの使い走りじゃない。そのくらい自分でやったらどうなのよ？」

　凰花が口をとがらせて言う。

「無論、わざわざお前に頼むのは理由あってのこと。なにせ、届けさせる文書が文書なのでな、直接この俺が赴おもむこうものなら、あやつを過度に刺し激げきしてしまいかねん。またぞろ攻撃されても面倒だからな」

「ちょっと待って、一体なにを送りつけるつもりなの？」

「フッ。決まっているであろう」

　唇くちびるの端を吊つり上あげて、俺は言った。

「果たし状だ」




　　　　　◇◇◇




　翌日の放課後。

　俺と凰花は、一年Ｂ組の教室を気づかれぬよう覗のぞきこんでいた。

　なぜ、そんなスパイじみた行こう為いに身をやつしているのかといえば、

「なんか、きのうとはまったく別人みたいね。表情はたいして変わんないのに……」

「然り。あれが風早リサの素の顔なのだろうな」

　そこが、渦か中ちゆうの人物の所属クラスであるからだった。

　風早リサ。昨日、俺を襲撃し、容よう赦しやなく敵意をむけてきた銀ぎん髪ぱつの少女。

　そのリサはいま、多数のクラスメイトに囲まれて、心なしかやわらかな表情を見せていた。一見しただけで、彼女の人望の厚さがうかがえる光景である。

「クラスのアイドルか、お姫ひめ様さまって感じよね。……周りの子たちは、あの娘が問答無用で襲ってくる武闘派って知ってるのかしら？」

　納得のいかぬ口調でつぶやく凰花。

「無論、知ってはいるだろうな。むしろ、知っているからこそあの人だかりができるのではないか？」

「どういうこと、それ？」

「彼女が牙きばを剥むくのは自身が認めた『悪』に対してのみで、しかもその基準は大多数の道徳観に合がつ致ちしているということだ」

「まあ、基本的には不良とかヤンキーだけをシメてるって話だものね」

「くわえて、各種部活動への積極的な助すけっ人と参加もしていると聞く。となれば――」

「人気が出るのも当然、ねぇ。う～ん、でもなんか納得できないわ……」

　きのうの一件が尾おを引いているのか、眉み間けんに皺しわをよせる凰花だった。

「ともあれ凰花よ、ここから先はお前の仕事だ」

　リサの視察が終わったいま、この場に長居は無用である。きびすを返して俺は立ち去ろうとする。

「え？　ちょ、ちょっと、帝人はここで帰っちゃうの？」

「然り。昨日も言ったが、あやつと俺がここで顔を合わせるのは得策ではないからな。しかと役目を果たしてくるがよい」

　言って俺は歩きだす。

「あ、もう！　しょうがないわね……！」

　凰花はすぐにドアへと手を伸ばそうとしたが、

「でもちょっと待って、最初はどう言ってドアを開ければいいのかしら？　『たのもぉー！』とか？　いや、これじゃケンカ売る気満々じゃない。むしろ『話は聞かせてもらった、人類は滅めつ亡ぼうする！』とか？　いやいや、あたしはどこのミステリー調査班隊長だっつーの！」

　グダグダと独り言をつづけ、一向に教室へ入ろうとしなかった。

　……まあ、王たる俺がひとたび任せるとつげたのだ。

　ここは凰花を信しん頼らいするほかあるまい。

　そんなわけで、俺は凰花を残して理事長室へと移動した。

　中へ入ると、深月が俺を出で迎むかえる。

「あら、帝人くん。用事はもう済んだのですか？」

「俺が同行したのは視察のためであるからな。あとは凰花に任せてきたのだ」

「それにしても、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　ただでさえ帝人くんを敵視している相手に、よりにもよって果たし状なんかを送りつけて」

　むろん深月にも、昨日の襲撃の件は話してあった。

「案ずることはない。我わが果たし状は、暴力による解決を意図したものにあらず。それに代わる措そ置ちとして、きたる球技大会にて互たがいの雌し雄ゆうを決せんという文面なのだからな」

「一種の代理戦争というわけですね。しかし、果たしてあちらはその気になってくれるのでしょうか？」

「まず大丈夫であろう。万が一この御門帝人が敗北を喫きつした暁あかつきには、お前たち二人を無条件で解放すると書いたのだからな」

　もっとも、そんな結末は万に一つもありえぬのだが。

「では、あちらが条件を呑むとして――決着はクラス対抗戦で、ということでしょうか？」

「無論、我が二年Ｇ組は、リサのクラスを打うち倒たおした上で総合優勝を掴つかみとる。然るにあやつのことだ、それだけではおのが敗北を認めまい。従って、部活対抗戦においても風早リサの上をいき、完全なる勝利を収めねばならん。――そう、この御門帝人が目標とすべきはただ一つッ！」

　右みぎ腕うでを振るって、俺は高らかに宣言した。

「クラス対抗戦と部活対抗戦、その双そう方ほうにて頂点へ立つことだッ！」

「――なるほど。風早リサが自分の運動能力に絶対の自信を持っていることは誰の眼にも明らか。その一番の得意分野で相手を叩たたきつぶし、圧あつ倒とう的てきな敗北に沈め、心をへし折って二度と刃は向むかうことのないよう屈くつ服ぷくさせるのですねっ」

　やけに生き生きとした表情で語る深月。

「なにもそこまで痛めつけようとは思わんが……」

　仮にもリサは第三の側近候補、再起不能にしてしまっては元も子もない。

「ですが帝人くん、わたしの知る限り風早さんは、特定の部活動ないし同好会には所属していなかったと思いますけど？」

「然り。だが弱小部の助っ人として、まず間ま違ちがいなく参加してくるはずだ。なにせ部活対抗戦において優勝した暁には、追加の部費が支し払はらわれるのだからな。十中八九、例のアイス研あたりと話はついているであろう」

　思えば我らが服飾部を訪おとなった際、リサがアイス研の部室から出てきたのも、それに関する動きであったのだろう。

「それはそうと、勝算はあるのですか？　あの風早リサにスポーツで勝利するとなると、わたしと凰花の二人がかりでも正直かなり厳しいと思いますよ。どうせ帝人くんは戦力外でしょうし……」

「ふむ、的確な分ぶん析せきであるな」

　それにしても深月のやつ、俺を最初から数に含めぬとは……まったくもって感心な心がけである。

「俺も対たい峙じしてみて解わかったが、あやつの身体能力と運動神経はまさしく天てん賦ぷの才。いかな種目で勝負しようと、正せい攻こう法ほうで打ち負かすことは至難の業わざであろう」

　そこで俺はにやりと笑って、

「だからこそ、こうして俺はお前との軍議の席を設けたのだ」

　深月の対面のソファへと腰こしをおろした。

「そうですね。戦術をあらかじめ練っておけば、いくらかは――」

「否、否であるぞ、深月よ。この場で俎そ上じように載のせるべきは、戦術論ではなく戦略論だ」

「戦略……？　それはつまり『どう戦うか？』ではなく『なにを目的に戦うか？』ということでしょうか？」

「然り。小手先の戦術をいくら煮につめたところで、勝算の劇的な向上は望めぬであろうからな」

　俺はスッと脚あしを組んで、

「時に深月よ、球技大会にむけて、お前のクラスの状じよう況きようはどうなっている？」

「わたしのクラス、ですか？　ええと、今日の六限目にはクラスで話し合いがありましたけど、いたって普ふ通つうな感じでしたよ？」

「つまり、クラスの士気はさして高くないということか」

「少なくとも、対抗戦で優勝を目指そうという雰ふん囲い気きではありませんね。もともとＦ組はお世辞にも結束が固いとは言えませんから」

　皮肉げにつげる深月。つい先月まで、クラス内の女子グループが対立関係にあったことを揶や揄ゆしたのだろう。

「とはいえ、使える駒こまがないわけではあるまい？」

「ええ、運動神経のいい生徒は男女ともに揃そろっていますよ。わたしの見立てたところ、そうですねぇ、クラス全体がやる気になればベスト４くらいは狙えるかもしれません」

　深月がそう言うのだから、まず間違いはなかろう。

「そうか。ふむ、その程度の戦力があればまず支障はないか――」

「あの、帝人くん？　いまさらですけど、どうしてわたしのクラスのことを？」

「無論、それが戦略に関かかわってくるからだ。まずはこれを見るがよい」

　俺がテーブルに置いたのは、四日間に渡わたる球技大会の詳しよう細さいな日程表だった。スケジュールを予定通りに消化していくために、すべての試合の開始時間はあらかじめ決められているのだ。

「よいか、深月。お前のクラスとリサのクラスは、幸運にも予選で同じ組となっているな？　この天の采さい配はいこそが、我らの戦略の要となるのだ」

「――詳くわしく、お聞かせ願えますか？」

「よかろう」

　俺たちは互いに顔を寄せ合い、無意識のうちに声のトーンを抑おさえて語りだした。

　まず俺は、クラス対抗戦の決勝トーナメント表を指し示して、

「組み合わせにある通り、リサのクラス――一年Ｂ組が予選を一位で通過した場合、ここに来るであろう？　そのまま順当に勝ち進んだとすれば――」

「ははあ、そういうことですか。そうなると、こちらの部活対抗戦で――」

「然しかり。さすればしめたものであろう――」

「うふふ、さすがは帝人くん、悪わる知ぢ恵えが働きますねぇ。ですが、わたしのクラスを使うのでしたら、こうしたほうがより効果的ではありませんか――」

「フハハ、成程な！　それでこそ深月よ、部活対抗戦のルールを逆手にとるとは、なんともえげつないことを考えるものよ――」

「うふふ、帝人くんにはとても及およびませんよ」

「フハハ、深月よ謙けん遜そんがすぎるのではないか」

「うふふ――」

「フハハ――」

　と、俺たちが忍しのび笑わらいをこぼしあっていると、

「ただいま～……って、怖っ！　なんか悪だくみの気配がプンプンするんだけど！」

　理事長室のドアが開き、務めを果たした凰花が帰き還かんする。

「戻ったか、凰花よ。して、首しゆ尾びはどうであった？」

「ちゃんと渡して来たわよ。あの娘、その場で開いて読んで『受けて立つのです』って言ってたわ。これで良かったのよね？」

「うむ。苦労をかけたな」

「まったく、ほんとにその通りよ」

　凰花はため息をついて髪の毛けを手で払い、

「たしかに物理攻撃はされなかったけど、肉奴隷だの欲情処理機だのリアルダッチワイフだの散々言われたんだからね？　あの娘、可愛かわいい顔してだいぶ性格キッツいわ」

「そうですねぇ、話を聞く限り、あまりいい性格の持ち主とは思えませんね」

　深月がしみじみとうなずく。

「え？　あんたが同意するとか超ちよう意い外がいなんだけど……？」

「嫌いやですわ凰花ったら。いくらわたしだって、言っていいことと悪いことの区別くらいはつきますよ」

「そ、そうなの？　ごめん深月、もしかしたらあたし、あんたのこと誤解――」

「まったく、誰もがひそかに思っていることでも、本人に直接言ったら傷つくでしょうに」

「って、ちょっと待てぇ！　誰もがひそかにって、それじゃあたしは周りのみんなから肉奴隷だの性欲排はい泄せつ機だのエターナルビッチブリザードだの思われてるってわけ!?」

「言わぬが花。それが日本人の美徳というものですよ、凰花」

　にこりと笑ってつげる深月。

　凰花は柳りゆう眉びを逆立てて、

「ああもう前言撤てつ回かい！　さすがのあの娘もあんたほど性格悪くはないわよっ！」

　ふんっ、とそっぽをむいてしまう。

「お前たち、いまは大事の前なのだ。そのくらいでやめておけ」

　俺は両者を軽く諌いさめて、

「時に凰花よ、リサは部活対抗戦に関してなにか口にしていたか？」

「あ、うん。例のアイス研に協力するとか言ってたわよ」

「そうか、やはりな」

　俺は心中ほくそ笑む。

　もはや我が戦略は盤ばん石じやくだった。

「相解った。ここからはお前も軍議に参加するがよい」

「はいはい。で、さっきまでなんの話してたの？」

　深月の隣となりに腰かけつつ、凰花が質問をむけてくる。

　当然ながら、彼女に隠かくしだてする意味はどこにもない。俺は戦略の概がい要ようを話してやった。

「うわ、エグッ！　あんたたち二人に悪だくみをさせたら右に出る者はいないわね……」

「フッ。凰花よ、これが戦いくさというものだ」

「ま、むこうには気の毒だけど、ルールを破ってるわけでもないしね。いいんじゃない？　とりあえずあたしは、クラスにしろ部活にしろ勝つことだけを考えればいいのよね？」

「然り。特に部活対たい抗こう戦せんにおいては、一にも二にもお前たち二人の連れん携けいが肝きもとなろう」

「えー……こいつとぉ？」

　嫌そうな顔で深月を見やる凰花。

「まあ、どうせ帝人は戦力外だろうから、二人でやるしかないんだけど……。くれぐれもあたしの足だけは引っ張らないようにしてよね、深月？」

　露ろ骨こつに嫌いや味みを言われた深月は、しかしすました顔のまま、

「ええ、わかっていますとも。ですが足手まといになる可能性が高いのは、わたしよりも凰花の身体についた豊かなお肉だと思いますけれど」

「なっ!?　ど、どういう意味よそれ！　あたしが太ったとか言いたいわけなのッ!?」

　眼をひん剥いて詰つめ寄る凰花を、深月は横目で一いち瞥べつして、

「はて？　わたしはその大きな胸が邪じや魔まになるのではと言ったつもりなのですが――もしや凰花自身には、なにか別の心当たりがおありですか？」

「な、ないわよバカっ！　ちょっ、やめろ疑いの眼であたしを見るなっ！　お腹なかのあたりを重点的に見るんじゃあないッ！」

　とまあ、いつもの調子な二人であったが、俺は不安など露つゆとも感じてはいなかった。

　どれだけ対立し張り合おうと、肝かん心じんなところでは見事に息が合う。それが凰花と深月、我が左右の側近なのである。

（事前に相談したわけでもあるまいに……凰花も深月と同じく、はなから俺を戦力に数えぬとはな）

　信頼の拠より所どころとすべきは、その事実のみで充じゆう分ぶんだった。

　さて、いよいよである。

　機は熟し、役者は出で揃そろい、準備はすべてととのった。

　あとはただ、球技大会の開幕を待つのみ。

　これより先、神がサイコロを振ふることはない。

　この御門帝人の指先のみが、あまねく賽さいの目めを決めるのだ！







第２次スーパーリア王作戦・接触篇







　球技大会・第一日。

　翔しよう葉よう学園におけるクラス対抗戦は、おそらく全国でも唯ゆい一いつであろう特とく殊しゆルールが採用されている。

　すなわち、全競技男女合同。

　といっても、男女が混ざって競技をするわけではない。『混合』ではなく、あくまでも『合同』であるところがミソなのだ。

　たとえば、サッカーを例にとってみる。

　サッカーは一チーム一一人。翔葉学園ルールでは、ゴールキーパーを除く一〇人を男女それぞれ五人ずつで構成する。さらにコートをセンターラインで二つに分け、一方を男子ゾーン、もう一方を女子ゾーンとし、異性のゾーンに五秒以上いた場合はファウル扱あつかいとなる（もちろんハーフタイムでコートは入いれ替かえる）。必然的に、男子は男子としか、女子は女子としかマッチングしないわけである。

　そのほか、バスケであれバレーであれソフトであれ、競技ごとに多少の違いはあれど基本的には同じである。

　以上のような特殊ルールを布しいているため、当然ながら一ひと筋すじ縄なわではいかない。男女合同を踏ふまえた戦術やセオリーが確立されていようはずもない。

　然るに、裏を返せば――

　戦術ないしセオリーを確立し、クラス全体に周知徹てつ底ていさせられたなら、それだけで圧倒的なアドバンテージを得られるということでもある。

　もちろん俺は、それを忠実に実行した。

「フッ。幸さい先さきのよいすべり出だしであるな」

　体育館に貼はりだされた星取表を眺ながめながら、俺。

　予選の第一試合は、エース凰おう花かの活かつ躍やくもあって快勝。我が二年Ｇ組は、早くも優勝候補の双そう璧へきとの呼び声があがっていた。

　ちなみに、二Ｇに比ひ肩けんしうるもう片方のクラスはというと――

「やっぱりリサはすごいよね、一人で試合を決めちゃうんだから！」

「いえいえ、みんなの協力があってのことなのです」

「次も頼たのむぜ風かぜ早はや！　めざすはクラス対抗戦優勝だ！」

「はい、リィも優勝いがいはかんがえていないのです」

　少し離はなれたところで、銀髪の少女が取り巻きのクラスメイトから賞賛の声を浴びていた。

　優勝候補のもう一方の双璧、一年Ｂ組。さながらその盟主といった風ふ情ぜいである。

　事実一Ｂは、誰もが認める彼女のワンマンチームだった。

「フハハハッ！　風早リサよ、そちらも順当に勝ちを収めたようであるな！」

「御み門かど帝てい人と――！」

　リサが反応して振りむくと、周囲の者たちも口をつぐんでそれに倣ならう。

「なんのようなのです？」

　打って変わって、冷え冷えとした声で問うてくるリサ。

「なに、せっかく宣戦布告をしてやったのだ、こうして顔を合わせておくのも一興と思ってな」

「ふん、試合はひとまかせにして高みの見物をきめこんでいるくせに、よくもそんなことがいえるのです」

「否、否であるぞ、風早リサよ。二つ、間違いを訂てい正せいしておこう。一つ、二Ｇの総司令官たるこの俺は、残念ながら高みの見物を決められる立場にはない。一つ、俺自らが競技へ出場せぬのは、怠たい慢まんからではなく確固たる戦略的事由があってのことだ」

「きべんは聞きあきたのです。なにをいおうと、リィの胸にはひびかないとしるのです」

「成なる程ほど、いまの我らに言葉など無用、あとは刃やいばを交えるのみということか」

　気がつけば俺たちの周囲には、数メートルほどの距きよ離りを空けて人の輪ができていた。

　俺は周りの生徒たちにも聞こえるよう、声量を強めて言う。

「フハハハッ！　よかろう、風早リサよ！　クラス対抗戦と部活対抗戦、その双方でお前と相まみえる時を心待ちにしているぞ！」

「のぞむところなのです、御門帝人。リィにたたきつぶされるために、せいぜい勝ちすすんでくるがいいのです」

　リサが乗ってきたので、これみよがしに俺は挑ちよう発はつを重ねていく。

「この俺を、自らの手で討うたんと欲ほつするか。その意気やよし――と言いたいところだが、そんなものは蛮ばん勇ゆうですらない。ただの無む謀ぼうであると知れ」

「おまえこそ、リィに勝てるなんておもわないことなのです」

「勘かん違ちがいをするでない。お前を下すのはこの御門帝人ではなく我が側近、凰花と深み月づきの両りよう翼よくであるのだからな」

「おなじことなのです。おふたりをうち負かせば、おまえをたおしたも同然なのですから」

「然り。そうなればこの俺おれは負けを認めよう。だがリサよ、一人で我が両側近を凌りよう駕ができるとでも？」

「もちろんできるのです。たとえ藤ふじ波なみせんぱいと橘たちばなせんぱいがいっしょにかかってきても、リィが負けることはありえないのです」

「フッ。戦の趨すう勢せいを決するのは、なにも個の能力だけとは限らぬぞ」

「あまいのです、御門帝人。そして、断言してやるのです」

　リサは白く細い指を俺へと突つきつけて、

「御門帝人。いくら策をろうしたところで、リィをたおすことはできないのです」

「たいした自信だ。しかしリサよ、お前は我が戦略の前に屈くつする運命にあるのだ！」

　再三に渡る宣戦布告の応おう酬しゆう。これだけあからさまに見せつければ、俺とリサの対立関係は学園中に敷ふ衍えんすることだろう。

　それでよい。此こ度たびの球技大会が盛りあがることは、最終的に俺の利益へと結びつくのだから。

　風早リサよ、そして翔葉学園の生徒たちよ、光栄に思うがよい！

　お前たちは、この御門帝人の檜ひのき舞ぶ台たいに華はなを添そえる役を果たすのだ！




　　　　　◇◇◇




　球技大会・第二日。

　ここからは大会のメインイベントともいえる、部活対抗戦の火ひ蓋ぶたが切られる。

　クラス対抗戦は総当りで試合をしたのち、各ブロックの上位チームが決勝へと進む方式だが、こちらは最初から勝かち抜ぬけのトーナメント制である。

　追加の部費をかけた一発勝負という性質上、参加者の本気度はクラス対抗戦の比ではない。文化系の弱小部などでは、大会の数すうヶか月げつ前から助っ人探しに奔ほん走そうするのが常だった。

　なお、クラス対抗戦とは異なり、部活対抗戦は男女混合にして文武混合である。

　バスケ部対茶道部や漫画研究会対合気道部といったカードが普通に組まれているのだ。

　むろん、勝負の方法がスポーツである以上、異種競合戦の際にはしかるべきハンデが与あたえられる（内容は人数の加減、得点の加算、競技種目の選せん択たく権けんなど多た岐きに渡る）。

　ちなみに我らが理り有あ追おう部ぶも、形式上は文化部に分類されるのだが――王たる俺が、そのような施ほどこしを是ぜとするはずもない。

「というわけで、実行委員には全試合ハンデなど無用と厳命しておいたぞ。フハハハハッ！」

　一回戦にむけてストレッチをしていた凰花と深月に、さっそく俺は通達してやった。

「そんなことしてくるなんて、あんたもたいがいヒマなのね」

　凰花は体育着姿で、前まえ髪がみをヘアピンで留め、後うしろ髪がみはポニーテールにしている。

「意外ですね。帝人くんのことですから、利用できるものは利用すると思ってましたのに」

　深月も体育着を身につけ、髪かみの毛はバレッタでアップにしている。

「あとあと文句をつけられて、せっかくの栄えい冠かんに瑕きずがついてもつまらぬのでな。それともなんだ、よもやハンデなしでは不安だとでも言うつもりか？」

「バカね、そんなわけないじゃない」

「逆にハンデをあげたいくらいですね」

　気負うことなく言う二人。まず心配はないであろう。

　そして、理有追部の一回戦が始まる。

　対戦相手は手芸部。対決競技はテニス。二対二のダブルスで試合はおこなわれることとなった。

　わざわざ触ふれるまでもないが――結果は、火を見るよりも明らかだった。

「せえのっ、だあぁりゃアッ！」
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　凰花は前衛で強きよう烈れつなスマッシュを容赦なく撃うちまくり、

「うふふっ、読み通りですねぇ」

　深月は後衛で相手の打球を華か麗れいかつ優ゆう雅がにさばいた。

　まさしく、粉ふん砕さいという表現が相応ふさわしい。

　憐あわれ手芸部の面々は、試合開始数十秒で戦意を喪そう失しつし、ゲームセットを迎むかえるころには半泣きになっていた。

　まったく二人とも、少しは手心をくわえてやってもよいだろうに。

　とはいえ俺は、笑えみがこみ上げてくるのを抑えられなかった。

　それは、勝利からくる愉ゆ悦えつではない。凰花と深月のコンビネーションが想像以上のものであったからだ。

「凰花よ、深月よ、ご苦労であった」

　試合を終えて戻もどってきた二人に、俺はねぎらいの言葉をかけてやる。

　二人は流した汗あせをタオルで拭ふき取とりながら、

「ふふん、あんまり楽勝すぎて、逆に勝った気がしないわねー」

「まあ、誰だれかさんがスマッシュを一本ミスしなければ、もっと楽に勝てたと思いますけれど」

「あ、あんたこそ、サーブのとき変な回転かけようとして一本アウトにしたじゃない！」

「あれはわたしなりのハンデです」

「はぁ？　絶対うそでしょ失敗したとき思いっきり舌打ちしてたくせに！」

「はて、なんのことでしょうか？」

　コートを一歩でたとたん、いつもの調子で言い争いを始める二人だった。

「さて、次はクラス対抗戦だな。凰花よ、お前は十時半からのソフトボールに出場する準備にかかるがよい」

「わかったわ。ま、あたしがいなきゃ始まらないものね」

「帝人くん、二Ｆのほうはいかがいたしましょうか？」

　深月がうかがいをたててくる。

「当初の計画通り、よしなに処理してくれればよい。やり方はお前に一任しよう」

「わかりました、それでは」

　何気なく答え、グラウンドをあとにする深月。二Ｆの件は、それなりに困難な仕事であるのだが――心配などはしていない。必ずや、彼かの女じよはやり遂とげることだろう。

「では凰花よ、引き続き奮ふん闘とうを期待するぞ」

　俺もまたグラウンドから去ろうとするが、

「って、帝人？　どこ行くつもりなのよ？」

「第二体育館だ。今現在、アイス研の試合がおこなわれているはずだからな」

「アイス研……ああ、あの娘こが助っ人参加してる？」

「然り。ここらで視察をしておこうと思ってな。であるからして、凰花よ、クラス対抗戦のほうは任せたぞ」

「わかったわ。ま、心配しなくてもあたしがいれば大だい丈じよう夫ぶよ」

　確固たる自信を見せる凰花。彼女は彼女で、クラス対抗戦を楽しんでいるふしがあった。

「フッ。人は変わるものだな、凰花よ。足手まといを厭う心はすでに過去のものか」

「えっ？　ま、まあね」

　凰花は照れ隠しに頬ほおをかきながら、

「それはそれでやりがいがあるし、みんなから頼られるのも悪い気はしないし、なにより帝人のためなんだから……」

「成程な、最大の理由は俺のためを思えばこそか」

　ふと漏れた本音を聞き逃す俺ではなかった。

「いっ!?　ち、違ちがっ、いまのはそういう意味じゃなくてっ――」

「よい、皆みなまで言わずとも解っている。主君たる俺のため身を粉にして働く、その行為に無上の喜びを感じるのであろう？　それでこそ我が側近というものだ！　フハハハッ！」

「……帝人の勘違いも、こういうときはありがたいわね……」

　ばつの悪そうな顔で、なにやらつぶやく凰花だった。

　ともあれ俺たちには、いつまでも駄弁に興じている暇ひまなどない。凰花といったん別れ、俺は第二体育館へと足をむけた。

　注目度の高いリサの出場試合なだけあって、館内には多数の生徒が詰めかけ、かなりの盛況ぶりを見せていた。

　アイス研の対戦相手は女子剣けん道どう部。対決競技はバスケットボール。アイス研はリサを含めて三人のため、試合形式はハーフコートのスリーオンスリーとなっていた。

　畑違いとはいえ、相手は紛まぎれもない運動部。リサ一人がいかに飛び抜けていたとしても、三対三となれば運動能力の平均値は剣道部に分があるように思えるが――

　そんな常識的な計算を、銀髪の少女はいともたやすくぶち破る。

「なっ――!?」

　棒立ちのまま抜き去られる剣道部員たち。二人がかりでマークしていたというのに、リサのドリブル突破を眼めで追うことすらできていない。

「このっ――！」

　ゴール下、背の高い剣道部員がシュートを阻そ止しせんと全力で跳ぶ。リサとの身長差は実に二〇センチ強。バスケットボールにおいては致命的ともいえる差だ。

　が、銀髪の少女はものともしない。軽やかに床を蹴るや、翼でも生えているかのように空中でディフェンスをかわし、完全フリーの状態でレイアップシュートを放つ。

　ストン、と、一ミリの誤差すらなくボールはゴールの中心を通過した。

　瞬しゆん間かん、静まり返る体育館。落下したボールが床を跳はねる音だけがこだまする。

　次いで、爆発的な歓声が周囲のギャラリーから巻き起こった。

　汗まみれになり、息を切らしたまま呆然とする剣道部員たち。

　対してリサは、汗のひとしずくすらうかべてはいなかった。

　卓たく越えつではなく、隔絶。

　圧倒的ではなく、絶対的。

　独壇場という言葉ですら、生ぬるい。

　風早リサは、まさしくコートの上に君臨していた。

「フフッ……フハハハッ！　素す晴ばらしい！　実に実に素晴らしいではないかっ！」

　そうでなくては、そうでなくては俺の相手も側近も務まらぬ！

「だが、見えたぞ、風早リサ。我が王の眼は、お前の強さの根源たる能力を看破した！　そう、すなわちそれは――」

「――意識の死角、だろ？」

　俺に先んじて答えを口にしたのは、誰あろう、江え代しろ堂どうだった。

　いつの間にやら、情報屋は俺の横に立っていたのである。

「奇き遇ぐうだな江代堂、よもやこんなところでお前の顔を見ることになろうとはな」

「僕ぼくに言わせれば、奇遇じゃなくて災難だけどね。気分よく観戦をしていたら、大声で独り言を言いだす頭のおかしいやつが横に来るんだからさ」

「ああ、独り言の件については詫わびるとしよう。なにせお前がここにいるとは夢にも思わなかったのでな」

　つまり江代堂は、俺が先に気づいて話しかけなかったことを非難しているのだろう。

「しかし、お前が球技大会に関心をいだいているとは意外であったぞ、江代堂よ」

　実際、江代堂も体育着に着き替がえてはいなかった（いつもの服装である）。

「ふん、基本的には興味なんかないさ。ただ、彼女だけは別だよ。あれはわざわざ時間を使って見るに値するからね」

　江代堂はリサの動きを視線で追いながら、

「意識の死角。あるいは、認にん識しきの欠落。呼び方はなんであれ、とにかく彼女はそれを意図的につくりだせるんだろうね」

「然り。従って風早リサと対峙した者の眼には、彼女が一いつ瞬しゆん消えたかのごとく映るのであろう」

　またもやリサは三人をまとめて抜き去り、

「そして、気づいた時には突破されている」

　迷いなく相手ゴールにシュートを放った。

「ないしは、攻こう撃げきを喰らっているわけだ」

　再度の大歓声。いまのゴールで点差は三〇の大台に突入した。

「それにしても、君はどうやって彼女の能力の秘密を？　僕が二ヶ月ばかり調査してようやくたどり着いた結論だってのに――」

「？　別にあの程度のこと、ひと目見れば解るではないか」

　俺がこともなげに言うと、江代堂は小さく舌打ちをして、

「……ふん。まったく、まいどまいど都合が良すぎるんだよ、君は」

「それにつけても、ひとたび敵にまわせば厄やつ介かい極きわまる能力であるな。たとえ秘密を看破したとて、眼に映らぬのでは対処のしようもない――」

　凰花と深月の眼をもってしても、あれを見切れるのは五回に一度、互いにカバーし合ったとて三回に一度がせいぜいであろう。

「さすがの君も、今回ばかりはお手上げかい？」

「フッ。我が手は最初から上げてあるに等しい。何な故ぜならこの俺は、直接手を下すつもりなどないのだからな」

「はん。なにか手があるのなら言ってみればいいじゃないか。本当にあるものなら、ね」

　俺は苦く笑しようを返して、

「江代堂よ、答えをそう急かずともよかろう。遠からずこの御門帝人と風早リサは矛を交え、誰の眼にも明らかな結末が提示されるのだからな」

　俺は頭の中で、部活対抗戦のトーナメント表を再確かく認にんする。

　このまま順調に勝ち進めば、我らが理有追部と、リサ擁するアイス研は――

　準決勝第一試合にて激げき突とつし、竜虎相搏つことになる。




　　　　　◇◇◇




　第二日・午後の部。

　我が二Ｇは、予選ブロックにおける最終戦に臨もうとしていた。

　これまで通り、俺はクラスメイトたちの前で出場メンバーを発表していたのだが、

「え、次の試合は藤波さん抜きでやるの？」

　と、ほぼ全員が凰花の不出場に対して疑問の声をあげた。

　無理もない。次なる対戦相手は、現在のところ勝ち点で並び同ブロック最大の強敵と目される三年Ｈ組であったのだから。

　とはいえ、俺にとってはこの反応は予想通りであり、凰花の不出場もまた当初の計画通りだった。

「然り。先の試合を終えた時点で予選突破は確定している。となれば、きたる決勝トーナメントへむけて戦力を温存しておくのが上策というものだ」

「そういえば、藤波さんって部活対抗戦でもフル稼働なんだっけ……」

「だったら、ここらで休んだほうがいいかもな……」

「っていうか俺らだけでも勝とうぜ！　藤波さんのためにも！」

　一致団結する二Ｇ一同。

　しかし俺の見立てたところ、凰花抜きでの勝率は三割弱といったところだった。

　結果は――

　予想にたがわず、二Ｇは惜敗を喫きつし、予選ブロック二位での決勝トーナメント進出となった。

「フッ。こちらはまず、これでよし――」

　それよりも気にかかるのは、同時刻におこなわれた別ブロックの試合。リサを擁する一年Ｂ組と、深月率いる二年Ｆ組の一戦だった。

　そちらが思おも惑わく通りにいかなければ、凰花の温存策も水泡に帰してしまうが――

「深月よ、首尾はどうであった？」

「ご心配なく。仕込みはばっちり完了しましたよ」

　ほどなくして報告に来た深月は、微び笑しようを絶やさずにそう答えた。

　試合結果は、リサの一Ｂの圧勝であったにも関わらず、である。




　　　　　◇◇◇




　球技大会・第三日。

　ここからはクラス対抗戦も決勝トーナメントへと移行する。佳境にむけて、大会全体が加速していくのである。

　決勝トーナメントに出場できるのは各ブロックの上位三クラス、計一二チームである。組み合わせは予選における勝ち点によって決定され、上にいけばいくほどハイレベルな試合となるよう配慮されていた。

　ところで初日以来、俺は毎朝、対戦表の確認を日課としていた。

　その日も登校してすぐに体育館へ行く。貼りだされた対戦表の前には、すでに多数の生徒が集まっている。

「あ、おい、二Ｇの御門だぜ」

「もう一人の主役のご登場ね」

　俺の存在を察知するや、正面の生徒らは自発的に横へとのいて道をつくった。

　フッ。王たる者に対する最低限の礼儀を、彼かれらもようやく弁えるようになったとみえる。

　俺は悠然と歩を進め、誰にも邪魔されることなく対戦表を一望する。

　まずは、クラス対抗戦のトーナメント表。我わが二Ｇは予選ブロックを二位通過、深月の二Ｆも三位通過を果たし、それぞれ決勝に駒を進めている。いっぽうリサの一Ｆは予選一位通過を決め、シード枠に収まっていた。

　さらに俺は、部活対抗戦のトーナメント表へと焦しよう点てんを移し――心中ひそかに満悦の笑みをうかべた。

　賽は投げられ、俺の思い通りに転がり、然るべき目を現出せしめたのである。

　と――

「御門帝人。おおみえをきったわりに予選二位通過とは、くちほどにもないのです。まったくざまあないのです」

　台詞せりふの内容にそぐわない、抑揚のない声。

　おもむろに視線を横に移すと、二メートルほどの距離を空けて風早リサが立っていた。

「フッ。浅はかなり、風早リサ。この結果が我が戦略によるものだと気づかぬとはな！」

「せんりゃく……？」

　リサはトーナメント表に眼をやり、それから鼻で笑って、

「ふん、リィたちとは決勝まであたらないようにして、あわよくばほかのクラスにたおさせようという魂こん胆たんなのです？　だったら、浅はかなのはおまえのほうなのです」

「思おもい違いをするでない。どこの馬の骨とも知らぬクラスに負けてもらっては、こちらが困るというものだ。せっかくこの俺が、決勝戦にて雌し雄ゆうを決することができるよう取り計らってやったのだからな！　フハハハハハッ！」

「負けおしみは好きなだけくちにするがいいのです、御門帝人。ですが、負けを認めることはゆるさないのです」

「ふむ、それはなにゆえか？」

「なんども同じことをいわせるな、なのです」

　リサは俺に背をむけ、二歩ばかり歩いたのち、

「御門帝人。おまえはリィがこの手でたおしてやるのです」

　そう言い捨てて、立ち去ろうとする。

「――時に、風早リサよ。いにしえの戦国の世にて、越後の景かげ虎とら公が、宿敵たる甲か斐いの晴はる信のぶ公に塩を送ったという逸話を知っているか？」

「……？　とつぜんなんの話なのです？」

　立ち止まり、振り返かえるリサ。

「フッ。この御門帝人も、一つそれに倣おうという話だ」

　俺は背後にあるものを顎で示して、

「曇りなき眼まなこで、このトーナメント表をいまいちど熟視してみるがよい。お前の眼にならば、見えてくるものがきっとあろう」

「どういうこと、なのです？」

「お前が『武将』ならば、凰花と深月はさしずめ『元帥』、そしてこの俺は――」

　ふたたびリサを見み据すえて、言う。

「正しよう真しん正しよう銘めい、紛れもなく『君主』であるということだ。フハハッ、フハハハハッ！」

「……？」

　頭上に疑ぎ問もん符ふをうかべるリサを差し置いて、先に俺は人の輪を抜けていった。
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　三日目のスケジュールは、なかなかにタイトなものとなった。

　まずはクラス対抗戦、決勝トーナメント。

　我が二Ｇは、予選Ａブロック三位の二Ｄと一〇時より対戦。

　深月の二Ｆも、Ｃブロック二位の三Ｂと一五分遅れで一回戦が組まれていた。

　結果は、いずれも勝利。二Ｇと二Ｆは、午後の準々決勝へとそれぞれ駒こまを進めた。

　休むまもなく、一一時からは部活対抗戦の二回戦。

　理有追部の次なる対戦相手はというと――

「うぅ……。よ、よりにもよって、御門さんたちと当たっちゃうだなんてっ……！」

　かつて我らが願いを叶かなえてやった、服ふく飾しよく部だった。

「で、ですが、ウチらも追加の部費を諦めるわけにはいかないんです！　いかに大恩のある相手とはいえ、こればかりはっ……！」

「その意気やよしっ！　全力でかかってくるがいいぞ、服飾部よ！」

「ならばお覚かく悟ごをっ！」

　――で。

「ほんとマジすいませんでしたぁッ！」

　一〇分後、部長をはじめとした服飾部の面々は、俺たちの前で土下座をしていた。

　いくら完敗したとはいえ、そこまでせずともよいだろうに……

「自分ら、夢ェ見てました！　クッソ調子こいてました！　ウチらみたいなウジ虫以下のゴミクズが、兆が一勝てるかもなんて一瞬でも思っちまったことをどうかどうか許してつかぁさい！　この通り、この通りでさぁっ！」

　懺悔しつつ、額を地べたにこすりつける服飾部一同。

「ちょ、ちょっと、やめなさいってば！」

　凰花がドン引きして土下座をやめさせようとする。

　俺としても、過度の媚こび諂いは好むところではないため、

「然しかり。一同、面をあげるがよい。お前たちに非はなく、従って懺悔も不要であるぞ」

「ぁ、嗚あ呼あっ……！　なんという神こう々ごうしいまでに慈悲深い御お方かたっ……！　ホンマ御門さんの優しさは五臓六腑に沁み渡わたるでぇ……！」

　土下座はやめたものの、今度は手を組み尊崇の眼で俺を見あげる服飾部一同。

　ためしに眼の前で手を振ってみるが、反応はない。

「ふむ、処置なしか」

「そうみたいね……」

　彼女らにいつまでも構ってはいられない。俺たちはさっさとその場から引きあげることにした（俺がいなくなっても部長らは微動だにしなかった）。

　と、それまで黙していた深月がふと口を開いて、

「まったくお二人とも、こちらからやめさせるなんてもったいないですねぇ」

「は？　あんたなに言ってんの？」

「だって土下座ですよ、土下座！」

　童女のように眼をキラキラさせて深月が言う。

「眼の前であんなことをされた日には、なんだかもう無条件にゾクゾクしてきませんか？　頭を踏みつけてグリグリして、プライドとか人の尊厳とかをことごとく蹂躙してやりたくなりませんか？」

「ならねえよ……」

　先刻とは別ベクトルにドン引きする凰花だった。

「さて、明日の準決勝は、いよいよリサ擁するアイス研との試合だな」

　俺は脳裏にトーナメント表を描きだす。

　アイス研の第二試合はこの後だが、リサがいる限り準決勝への進出は鉄板であろう。

「部活対たい抗こう戦せんはそうだけど、クラス対抗戦のほうは午後にまだ試合があるでしょ」

「そうですよ帝人くん、いまはそちらのほうが重要でしょうに」

「フッ、解わかっている」

　今日の午後からは、二Ｇ・二Ｆともに準々決勝である。

　当然ながら、ここで負けることは許されない。我が二Ｇは言うまでもなく、深月の二Ｆも然りである。二Ｆはこのまま勝ち進めば、準決勝にてリサの一Ｆと激突する運びとなっていた。

　そう、そのカードの成立をもって、我が戦略は結実の時を迎えるのだ！
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第２次スーパーリア王作戦・発動篇







　球技大会、最終日。

　この日をもって、長きに渡ったリア王計画・第二の作戦はついに完結である。

　リサとの対決もいよいよ実現する。午前には部活対抗戦の準決勝にて、理り有あ追おう部ぶとアイス研が激突。すでにこのカードは確定し、あとは開戦を待つのみとなっている。

　さらに、互たがいに準決勝を突破すれば、クラス対抗戦の決勝戦にて俺とリサはふたたび相まみえることになる。俺の二Ｇはもちろん、リサの一Ｂも勝ちあがってくるとみてまず間ま違ちがいないだろう。

　二つの決戦を前に、大会は例年にない盛況を呈している。

　朝、校門をくぐった瞬間から、生徒たちは俺を注目しきりだった。

「見ろよ、御み門かどだぜ……」

「やっぱ両方で優勝狙ってんのかな……」

「ここまできたらやってほしいよな……」

「いいや俺はリサちゃんが勝つほうに賭けるぜ……」

　なにやらこの御門帝てい人とを会話の肴にしているようだが――まあよい、王に関して巷説を喧しくするのは、民たみ草くさとしてむしろ健全というものだろう。

　俺の足はルーチンに従い、体育館を目指していく。

　過去の三日間、対戦表の前には例外なく人だかりができていたが――今日はどういうわけか、体育館の入り口に生徒たちが集まっていた。

　当然ながら邪じや魔まなので、

「道を開けよ」

「えっ？　あの、でも……」

「道を開けよと言っている。それともお前たちは、ここを封鎖する権利があるのか？」

　サァッと、モーゼの故事のごとく人垣が左右に分かれる。

　開通した道を通って、俺は体育館へと足を踏み入いれた。

「――成程な」

　そして俺は、得心する。

　あれだけ異様な雰ふん囲い気きを放っていたのでは、一いつ般ぱんの生徒たちが立ち入りを躊ちゆう躇ちよするのは無理もない。トーナメント表を一心不乱に見つめる彼女の背中を、遠巻きにうかがうのが関の山だろう。

　しかし俺は、微々たるプレッシャーも感じずに声をかけた。

「その様子を見るに、遅まきながら我が戦略に感づいたようだな、風かぜ早はやリサよ」

「っ……！　御門、帝人っ……！」

　振ふり返り、俺の名を呼ばわるリサ。感情表現の乏しい彼女が、珍めずらしく眉み間けんに皺しわをよせている。胸中にはさぞ激烈な感情が渦巻いているに相そう違いない。

「これが……これが、おまえの狙ねらいだったとでもいうのですかっ？」

「然り。ようやく気づいたようだな」

「っ……！　はめられたのです……！」

「否いな、否であるぞ！　この状じよう況きようを生みだしたのは我が戦略のみにあらず！　お前はお前自身の失策と先見性の欠けつ如じよによって窮地に追いつめられたのだ！」

　彼女がもう少し先を見据えて予選を戦っていたなら、この事態は充じゆう分ぶんに回かい避ひできたはずである。

　さて、風早リサの身に一体なにが起きたのか？

　ひと言でいえば、不可避のダブルブッキングである。

　本日おこなわれる、クラス対抗戦の準決勝第二試合と、部活対抗戦の準決勝第一試合。

　一年Ｂ組とアイス研。ともにリサが出場する試合の開始時間が、ものの見事に重複していたのだ。

　これこそが、我が戦略の結実した姿なり！

「……リィは先がみえていなかったと、そういいたいのです？」

「否定はできまい？　俺とお前で、事前に与えられた条件および情報に差異はなかったのだからな。風早リサよ、一Ｆが予選ブロック一位通過を決めてしまった時点で、すでにお前は戦略的敗北を喫していたのだ！」

　我が戦略の要。それはクラス対抗戦における、トーナメント表の組み合わせだ。

　知っての通り、決勝トーナメントへは予選ブロックの上位三クラスずつが出場し、予選の順位によってトーナメント表の配置は変動する。Ａブロックの一位はここ、Ｂブロックの一位はここ、といった具合にあらかじめ決まっているのだ（トーナメント表を見返してみれば一いち目もく瞭りよう然ぜんである）。

　つまり、あえて予選を二位や三位で通過すれば、トーナメントの配置を多少なりとも操作できることになる。が、原則その行こう為いに意味はない。なぜなら一位通過のクラスにはシード枠が与えられ、別のブロックで一位抜けした強豪とは準決勝まで当たらない仕組みとなっているからだ。

　であるからして――

「成なる程ほど、たしかにセオリー通りにいけば、我が二Ｇが凰おう花かを温存して二位に甘んじたことは愚策の謗りを免れまい。だが――」

　物事には、必ずや例外というものが存在するのだ。

「主力となる選手が部活対抗戦を掛かけ持ちしていたならば、話は別だ」

　にやりと笑って、俺はリサに問いかける。

「風早リサよ、お前ならばすでに察しているであろう！　予選における我が真の狙いは凰花の温存などではなく、あえて二位で通過することにあったとな！」

　仮に二Ｇが一位通過を果たしていたなら、まったく同様のダブルブッキングに見舞われていた。

　然るに我が王の眼は、予選開始前にそれを見抜いていたのである。

「ですが……ですが、あるいみでは痛みわけなのです」

　と、リサがわずかに余よ裕ゆうを取り戻してつげる。

「たしかに、おまえの二Ｇはうまく逃げおおせたようですが、リィたちの準決勝の対戦相手は橘たちばなせんぱいの二Ｆ。となれば、橘せんぱいもどちらかを選ばなければならないのです」

　リサの言う通り、二Ｆに所属する深み月づきは同様のダブルブッキングを起こしているが――

「否っ！　深月は選びなどしない、何故なら最初からクラス対抗戦に出ると決めているのだからな！」

「な……！」

「フハハッ！　そうとも、部活対抗戦は凰花一人いれば事足りる！　翻ってそちらはどうだ、風早リサよ！　果たして一Ｂはお前抜きで深月率いる二Ｆを下せるか!?　否、否であろうぞッ！」

「っ……！　これもおまえの戦略のいっかんだというのです？」

「然り。お前のことだ、どこの馬の骨とも知れぬクラスが相手では、早々に試合を決めてアイス研のほうに駆かけつけるやもしれん。であるからして念には念を入れ、深月率いる二Ｆには足止めの役割を果たしてもらおうというわけだ！　フハハッ、フハハハハッ！」

「くっ……！」

　リサは俺おれから視線を離し、助けを求めるようにトーナメント表を注視する。

　だが、すでに確定された組み合わせは、厳として風早リサただ一人に究極の二者択一を迫っていた。

「さて、どうする風早リサよ？　お前はいかなる道を選択する！」

「っ……！　そんなのは、決まっているのです……！」

　唇くちびるを噛み締めて、リサは答えた。
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　結論から言えば、リサはどちらも捨てはしなかった。

　なぜか？　ダブルブッキングしているとはいえ、二つの準決勝の開始時間は完全に重なってはいなかったからだ。

　先に始まるのはクラス対抗戦で、部活対抗戦の開始は遅れること一五分。

　ならばリサの取るべき手段はただ一つ。前者に可能な限り早く決着をつけ、後者が終わる前に駆けつけることだった。

「然り、実際には二者択一ですらない。風早リサよ、お前は茨の道に突き進まざるをえないのだ。その先に待ち受けるのが、おのが死地であると解っていてもな」

　午前一〇時。深月の二Ｆとリサの一Ｂによる、クラス対抗戦準決勝第二試合が始まった。

　さらに一〇時一五分。深月とリサを欠いたまま、理有追部とアイス研の戦いの幕が切って落とされる。

　対決競技はバレーボール。人数の関係上、ビーチバレーよろしく二対二のマッチである。

　深月が不在のため、代理の数合わせとして初めて俺が出場することになったのだが、

「これ言っちゃうと難なんだけど、たぶん帝人はなにもしなくていいと思うわよ？」

　自信満々につげる凰花。

　その言葉通り、試合が始まるとすぐさま凰花の一人舞ぶ台たいとなった。

「りゃあッ！」

　彼女の放つ強烈なサーブを、アイス研の二人はまったく拾えない。得点が入りつづける限りサービス権は移らないため、俺には立っている以外の仕事はなかった。

　またたく間に、理有追部は二セットを先取し――

「はぁっ、はぁっ――！　な、なんとかまにあったのです……！」

　頼たのみのリサが駆けつけたのは、三セット目の最終版。凰花のサーブが一四点目を叩たたきだした直後だった。

「フッ。この状況で試合に間に合うとは、まったくもってたいしたやつよ」

「すみません帝人くん、こちらが終わるまでは持たせるつもりだったのですが……」

　深月もまた、息を切らしてやって来る。

「いや。深月よ、よくやってくれた。こちらもじきに決着だ、それまで身体を休めているがよい」

「いえいえ、すぐに交代してもらいますよ、帝人くん。負けっぱなしで終わるのは、わたしの性に合いませんから」

　深月の言葉に俺は笑えみをうかべ、

「よかろう！　ならば勝負をつけてくるがよい！」

　俺は深月と交代する。

「審判のひと、こっちも交代なのです」

　リサもまた、アイス研の一人と交代しコートに入る。

　試合再開。そこからしばらくは、リサの独壇場だった。

「いくのです――はッ！」

　あと一点でゲームセットという状況で、リサはお返しとばかりに魔球じみたサーブを連発し、絶望的な点差を一気に縮めたが――

「そこですッ！」

　ついに深月がサーブを見切り、ジャンピングレシーブを成功させる。

「これでぇッ！」

　浮きあがったボールを、凰花がすかさず相手コートに叩きこむ。

「っ――！」

　リサのレシーブは、あと数センチのところで届かなかった。

「ゲームセット！　勝者、理有追部っ！」

　瞬間、俺たちの勝利が確定した。

　これでまずは星一つ。

　まさしく俺の戦略勝ちだった。

　さて、次は――

「……みとめてやるのです、御門帝人。今回は負けましたが、つぎのクラス対たい抗こう決勝戦ではこうはいかないのです」

　痛つう恨こんの敗北を喫したというのに、リサの瞳ひとみには闘志の炎がなおも健在だった（もっとも、アイス研の二人にはしきりに詫びていたが）。

「今度こそは、リィも最初から最後までたたかえるのです」

　リサが自信をいだくのもむべなるかな、クラス対抗戦に関しては、特別な仕掛けなど用意していなかった。

　すなわち、小細工ぬきの純然たる力競べとなる。

　しかもクラス対抗戦である以上、深月というカードは封じられてしまうが――

　それでよい。もとより俺はそのつもり、最初からクラス対抗決勝戦は正せい攻こう法ほうで戦うと決めていた。

「よかろう、風早リサ。ならば次は戦略的勝利ではなく、戦術的勝利を見せてやるとしよう」
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　クラス対抗・決勝戦。

　栄えある各ブロックのファイナリストは、おおかたの予想にたがわず二年Ｇ組と一年Ｂ組だった。

　決勝戦の対決競技は、バスケットボール。翔しよう葉よう学園の特とく殊しゆルール適応により、男女合同で六対六の前後半三〇分制である。

　これまでと同様、俺は選手としてコートには立たず、実際の試合運びは凰花を筆頭とした二Ｇの精鋭に託した。

　運命のティップオフ。

　ジャンプボールの競り合いに勝ったのは、一Ｂの男子。弾かれたボールはコートでいったんバウンドし、たまさかリサの手元へと収まる。

　瞬間、銀ぎん髪ぱつの少女はゴールめがけてフルドライブ。電光石火の速攻に、凰花ですら反応できなかった。

　シュートが決まり、一Ｂが先制。目の覚めるような先取点の奪取に、相手ベンチはにわかに湧きたった。

　それにしても、恐るべきは風早リサ。

　連日の連戦で肉体的疲労はピークに達し、先の敗戦からくる精神的打撃も完治してはいないだろうに、そのパフォーマンスには微み塵じんの陰りも見られない。

　否、これまで以上に動きのキレは増している感すらあった。

　しかし――

「風早リサよ。先に垣間見せた自信の程ほどから察するに、正攻法による戦いであれば、我が二Ｇに勝利できると思ったのであろうが――その時点で、お前はすでに三つの戦術的誤りを犯している」

　コート脇わきに立って試合全体を俯瞰しながら、悠揚迫らぬ態度で俺は独りごちた。

「一つ。クラス対抗戦は男女合同が鉄則だ。故にお前は、最初から最後まで戦えても、試合の半分にしか関わることはできぬ――」

　翔葉学園ルールにおいて、センターラインを越えて異性のゾーンに侵入するプレイは問答無用ファウル扱あつかいとなる。どれほど運動能力が高かろうと、どれだけ意識の死角に入りこめようと、このルールだけは突破のしようがない。

　よってリサは、前半は攻撃のみ、後半は守備のみにしか、原則的には関与できぬのだ。

　くわえて一Ｂは、誰だれもが認めるリサのワンマンチームである。決勝まで勝ち進んできたとはいえ、エースを除いた戦力に特筆すべきものはない。よって、リサが関与できない男子ゾーンでの攻防は、自力で勝る二Ｇが優勢だった。

　さらに――

「一つ。強制的に意識の死角を生みだすお前の能力は、成程たしかに驚異的だ。然るに、それが完全無欠にして天下無敵を誇れるのは、常人の眼めを相手にした時に限られる――」

　おりしも場面は、凰花とリサ、両エースの五度目のマッチアップ。

　対たい峙じする紅あかと銀。リサは迷うことなくペネトレイションを仕掛けるが――

「っ！　のぉっ！」

　抜かれたと思った刹那、凰花の伸のばした手がボールに触れ、初めてスティールを成功させる。

「しまっ――！」

　奪ったボールを、凰花はただちに前線へ供給。男子陣はここぞとばかりにスリーポイントシュートを決め、貴重なパスに見事応えた。

「いよっし！」

　凰花はガッツポーズを決めるや、くるりとリサに振り返って、

「ようやく眼が慣れてきたわ。言っとくけど、あたしにはもう見えてるわよ？」

　ちなみにこの台詞は俺プロデュースである（まぐれでもなんでもいいから一度止めたら自信満々にそう言ってやれと、試合前にレクチャーしておいたのだ）。

「くっ……！　さすがは藤ふじ波なみせんぱい、やはりただものではないのです……！」

　たかが一度。しかし、されど一度である。リサにしてみれば、止められたという事実は余人の想像以上に重いはずだ。こと凰花が相手では、自分の能力も決して盤ばん石じやくとはいいがたい――

　その認にん識しきが慎重さを生み、慎重さは得点ペースの下降を生む。

　ほどなくして、前半戦が終しゆう了りよう。

　一Ｂのリードは一五点。普ふ通つうに考えれば、逆転はかなり厳しい点差であろうが――

「よくやってくれた。この点差なら充分に射程圏内だ。後半もプラン通りに頼むぞ」

　一〇分のハーフタイムを挟んで、後半戦が始まる。

　逆襲の後半戦。試合展開はそう呼ぶにふさわしいものだった。

「ああもう、やっと攻めれるわ。まったく、誰が考えたのか知らないけど、ほんとおかしなルールよ――ねっ！」

　ディフェンスに徹した前半戦、その鬱憤を晴らすがごとく凰花はオフェンスで躍動する。

　お返しとばかりにリサを抜き去り、まずは一本シュートを決めた。

　その後も、凰花は安定して得点を重ねていく。ワンオンワンではリサに分があるが、凰花は決して単独では勝負を仕掛けず、周囲との連れん携けいをフル活用して攻めるのだ。リサの個人能力に頼たよりきりの一Ｂディフェンスでは、この攻こう撃げきを防ぎきれなかった。

　むろん、一Ｂもやられっぱなしではない。リサのスティールやパスカットを起点に、そこから攻撃を組み立てようとするが――

「あっ！」

　リサからのパスは、極めて成功率が低かった。

　その理由とて、俺の眼にかかれば明々白々である。

「最後に一つ。お前の突出した能力は、こと団体競技においては諸もろ刃はの剣つるぎとなりかねん。何故ならお前が意識の死角に入りこんだとき、そこには敵も味方もないからだ――」

　まず、リサが守備でボールをカットすると、即座に凰花がマークにつく。凰花のマークを振りきるため、リサは意識の死角に入ったままパスを出す。すると、凰花のみならずパスを受ける一Ｂの生徒もまたリサの存在を見失ってしまい、ボールを高確率でロストする。

　このような事態が、コート内では繰り返されているのだった。

「くっ……！」

　ままならぬ試合展開に、リサは焦りをにじませていく。

　――仮に。

　仮に凰花がいなければ、リサの攻撃は誰にも止められず、試合は前半で決まっていたことだろう。

　あるいは、一Ｂにも俺のような戦略家がいて、当初からリサを活いかすチームプレイを徹てつ底ていできていたなら。

　前半のリードを保ったまま逃げきることも、さして難しくはなかっただろう。

　だが、現実は否である。

　二Ｇの怒涛の追い上げによって、点差はじわじわと詰められていく。

　時計が進む。終局が迫る。

　そして――

「させないのです、藤波せんぱいっ！」

「っ……！」

　点差は六五対六三、時間は残り一〇秒というところで、凰花とリサの最後のマッチアップが勃発する。

　ボールを脇に構え、突破のタイミングを図る凰花。対するリサはプレッシャーをかけつつスティールの機会をうかがう。

　残り五秒、四秒、三秒、二秒――

「っのぉ！」

　凰花が右に切りこみ、ディフェンスをかわし――たかに思えた直後、前半のお返しとばかりに、リサの手がボールを狙って正確無比に伸ばされる。

　が、

「見えてるって――言ったでしょっ！」

　一いつ瞬しゆん速く、凰花はボールを頭上にいだいて跳躍した。

　フェイドアウェイしつつの、スリーポイントシュート。

　残り一秒。凰花の手より放たれたボールは、天空に高々と弧を描いて――

　スパンッ！

　綺麗な音を残し、バスケットリングの中心を通り抜けた。

　同時に、試合終了のブザーが鳴る。

　最終得点は、六五対六六。これにて決着だった。

「いやっ……たぁッ！」

　歓かん喜きの渦につつまれる二Ｇ一同。凰花も例にもれず（というか人一倍喜んでいた）、がらにもなく近くの女子とハイタッチを交かわしていた。

「ほんとに優勝しちまうなんて……！　いやぁ御門、お前ってほんとスゲぇよ！」

　と、クラスの男子が俺を取り囲み、一〇人くらいがいっせいに握手を求めてくる。

　まったく、臣下の礼を弁えない連中だが――まあよい、今日ばかりはこれまでの働きに免めんじてやるとしよう。

「やったわね、帝人！」

　と、凰花が小走りで駆けよってくる。途と中ちゆう、一いつ緒しよに戦った男子がハイタッチを求めたのだが、気づかず横を通り過ぎてしまう（まったく、あれくらい応じてやればよかろうに）。

「って、なんかテンション低くない？　自分で宣言したとおり、あの娘こに勝って優勝できたっていうのに」

「宣言したからこそだ。王の言葉は必ずや履行される、よってこの結果は、俺にとって予定調和でしかない」

　そもそも、俺の目的はリサに勝つことでも、対抗戦で優勝することでもない。どちらにしても、作戦のための手段にすぎぬのだ。

「なによそれ、人がせっかくがんばってあげたっていうのに……」

　口を尖とがらせて拗ねる凰花。

　俺は苦く笑しようを返して、

「否、そういう意味ではないぞ、凰花よ。俺が予定調和を確信できたのは、すなわち、お前や深月の実力を信しん頼らいしていればこそなのだからな」

　そして、忘れずにねぎらいの言葉をかけてやる。

「此こ度たびのお前の働き、実に申し分ないものであった。よくやってくれたな、凰花」

「ふ、ふんっ。最初から素す直なおにそう言いなさいよね。……ってか、深月と一緒くたじゃなきゃ百点だったのに……」

「そう言うな。深月の果たした役割とて、お前と甲乙つけがたいものだったのだからな」

「いっ!?　って、いまの聞こえてたのっ!?」

「む？　当然であろう。小声とはいえ、聞き取れぬほどの声量ではなかったぞ」

「っ～～～!?　あ、あのね帝人っ、なんていうか、そのっ……！」

　なぜかは知らぬが、異様に焦りだす凰花だった。

「そ、それはそうとっ！　いざ終わってみると、なんかあの娘がちょっとだけ可か哀わい想そうになってくるわよねっ！　あははははー」

　挙動不ふ審しんな態度のまま、一Ｂベンチのほうへと視線をそらして、

「って、あれ……？　いなくない？」

「ふむ、そのようだな」

　試合終了からまだ一分と経っていないはずなのに、銀髪の少女は体育館から忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「やっぱり、連敗したのが相当ショックだったのかしらね？」

「さてな、そんな玉とも思えぬが」

　言いつつ俺は、風早リサの現在の心境を推し量ってみる。

　成程、死力を尽くして技を競い合った末、二年Ｇ組にはあと一歩及ばなかった。それはもはや厳然たる事実。結果が出てしまった以上、現実として粛々と受け入れざるを得まい。

　しかし、あるいは、もしかすると――

「フッ。リサはまだ、俺に負けたとは思ってないのかもしれぬな」




　　　　　◇◇◇




　本年度の球技大会・最終試合。

　競技のトリを飾かざるのは、無論のこと部活対抗決勝戦である。

　対戦カードは、我わが理有追部対テニス部。

　対決競技は、卓たつ球きゆうのダブルスが予定されていた。

　もっとも、こんなものは誰の眼にも消化試合としか映るまい。仮にテニスで勝負しようと、凰花・深月ペアは普通に勝ってしまうことだろう。

　決勝戦だというのに盛りあがりに欠けてしまうのは、やや残念なことであるが――

　そんなことを考えつつ、体育館へと足を踏ふみ入れた俺は。

　待ち受けていた人物をひと目見て、すわ喝采の声をあげたくなった。

「ずいぶんとおそい到とう着ちやくなのです、御門帝人」

「フッ。まさかとは思っていたが、よもや本当に現れるとはな、風早リサ」

　テニス部の先頭に立っていたのは、すっかり見慣れた感のある、小こ柄がらで華きや奢しやな銀髪の一年生だった。

「見たところ、いまのお前はアイス研ではなく、テニス部の助すけっ人とというわけか？」

「そのとおりなのです」

　平然と答えるリサに、

「はぁっ？　ちょっとあんた、そんなのどう考えたって反則でしょうが！」

「負けたのがいくら悔しいからといって、それはないんじゃありませんか？」

　凰花と深月が猛然と抗こう議ぎする。

　しかし俺は、そんな二人を左右の手で制して、

「否、ルール的には問題ない。そうであるな、風早リサよ？」

　リサがこくりとうなずく。

「部活対抗戦の規定によると、たしかに助っ人の重複はみとめられていないのです。ですがそれは協力さきが負けるまでのはなし、そのあとべつのところへ助っ人にいくことは、とくに禁止されてなどいないのです」

「う、うそっ……」

「そんなことが……」

　にわかに劣勢に立たされる凰花と深月。

「ふむ、ルールの盲点を衝つく、か。となるとリサよ、お前の行動は俺への意趣返しでもあるわけだな？」

　またもやリサはうなずきを返す。

　思えば俺がクラス対抗戦にて採った戦略も、ルールの盲点を的確に利用したものであった。であれば、この勝負――

「よかろう。お前の最後の挑戦、この御門帝人が真っ向から受けて立とうぞ！」

「ちょ、ちょっと、帝人っ？」

「帝人くん、本気なんですかっ？」

「然しかり。問題などあるまい」

　つづけて俺は、リサの背後へ視線を飛ばして、

「テニス部よ、お前たちもそれで委細構わぬか？」

「えっ？　ってかフツーに大歓迎だし。アタシらじゃソッチの二人に勝てるワケないし」

　テニス部の代表とおぼしき女子生徒が軽けい妙みように答える。

「運営側も異論はあるまいな？」

「は、はい、特に問題はないかと」

　実行委員の男子生徒が承しよう認にんする。

「ならばよし！　すでに刻限は過ぎている、早々に試合を始めるとしよう！」

　仕上げに俺が、大音声を体育館中に響ひびかせる。

　ギャラリーの生徒たちも、にわかに気勢を上げて歓声の坩堝をつくりだした。

「ああもうっ、またあの娘と戦わなきゃいけないなんて……！」

「まったく、最後は楽ができると思いましたのに……！」

　外堀を埋められたと思ったのだろう。凰花と深月は愚ぐ痴ちをこぼしつつも、体育館の中央へ進み出ようとするが、

「凰花よ、深月よ、その必要はない」

　俺は再度、二人を制した。

「お前たちは下がって休んでいるがよい。あやつとの最後の決着は、この俺が一人でつけてこよう」

「は？　ちょっと帝人、それ本気で言ってるの？」

　凰花が俺に食ってかかる。

「然り。先にも言ったではないか、この御門帝人が真っ向から受けて立つ、とな」

「いやだから、そういうことじゃなくて――」

「よいではありませんか、凰花」

　と、深月が凰花の肩かたに手をかけた。

「ここは帝人くんの好きにさせましょう」

「なに言ってるのよ？　帝人一人であの娘に勝てると思うわけ？」

「いいえ、まったく思いません」

「はぁ？」

「思いませんけれど――わたしはそれ以上に、あの帝人くんが負けて地に膝ひざをつく光景が思いうかばないんですよ」

「それは――たしかに勝てるとは思えないけど、それでもあいつが負ける絵ってなんか想像できないわね。失敗はしても敗北はしないっていうか……よくわかんないけど、そんな感じよね……」

　凰花は腕うでを組み思案顔になる。

　深月は凰花の耳元に口をよせて、

「それに――帝人くんがボロ負けして許しを乞う絵というのも、それはそれで見てみたいじゃないですか？」

「あ、あんた、ホントにいい性格してるわね……」

　凰花は唇の端はしを引き攣らせつつも、ほんの少しだけ眼の色を変えて、

「で、でも、たしかに貴重な光景であることは間違いないかも……」

「ええ、どちらに転んだところで、わたしたちに損はありません」

「そうね――よし！」

　凰花は俺へと親指を立てて、

「行ってきなさい帝人！　骨はあたしたちが拾ってあげるから！」

　ふむ、どうにも引っかかる物言いだが――俺の邪魔をせぬのならば、それでよしとしてやろう！

　俺はリサを見やって、

「という次し第だいだが、無論のことお前は構わぬであろうな？」

「もちろんなのです。リィとしてはねがったりかなったりなのです」

「よかろう！　ならばこの御門帝人は提案するっ！　対決競技は、我らの決戦に相応ふさわしいものにしようではないか！」

　と、実行委員が目ざとく反応して、

「ええと、それは対決競技の変更申し出ということでよろしいでしょうか？」

「然り。せっかくの決勝戦、本大会の締めを飾る大一番なのだ！　ならば原点に立ち返り、文武の『武』に則った勝負といこうではないか！」

「？　あの、それは一体――」

「どういうこと、なのです？」

　リサが言葉を引き継いで訊たずねてくる。

「知れたこと。俺とお前、双そう方ほうが持てる『武』に決着をゆだねるのだ」

　俺は一呼吸の間をおいて、

「時にリサよ、お前は『武』をなんと心得る？」

「それは――『武』という言葉の解かい釈しやくをきいているのです？」

　然り、と俺が答えると、リサは迷いなく口を開いた。

「それならかんたんなのです。『武』とは戦いの道具にして戦のすべ。悪を討ち、罪を罰し、非道を誅するための力なのです」

「フハハッ、そうであろう、お前ならそう答えると思っていたぞ！」

　やはりリサという人間は、どこまでいっても『攻撃』に特化しているらしい。

「……？　べつの解釈があるとでもいうのです？」

「然り。――春秋左氏伝に曰いわく『戈を止めるを武と為なす』。そう、本来の字義を繙ひもとけば『武』とは『戈を止める』、すなわち暴虐を禁じ武器を収めさせることなりッ！」

「つまり御門帝人、おまえの『武』は攻撃ではなく『防御』のための力だと、そういっているのです？」

「然り！　風早リサよ、これで我が意が理解できたであろう！」

　俺は両手を広げ、正面に立つリサへとうながす。

「さあ、撃ってくるがよい！　遠えん慮りよも慈悲も容赦もいらぬっ、全身全霊にして乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃を撃ってくるのだ！　さすればこの御門帝人はおのが『武』でもって応えようぞ！」

「――ようは、がちの一本勝負というわけなのです？」

「如い何かにも！　俺に一撃を加えられればお前の勝ち、お前の一撃を防げば俺の勝ちだ！」

「さいこうなのです。超ちよう絶ぜつわかりやすくて感謝かんげきあめあられなのです」

「ちょ、ちょっと待ってください。怪我につながりかねない対決方法は――」

　実行委員がおずおずと口を出してくるが、俺はその言葉が終わらぬうちに、

「構わん！　責任はすべてこの御門帝人がとる！　ほかの者たちも、この勝負に異論はなかろうッ!?」

　俺が観衆に問いかけると、

「いいぞー！　やれやれー！」

「むしろやられちまえー！」

「ぶっちゃけ卓球とか超ジミだし！」

「うわドサクサにまぎれてディスってる！」

「でもこっちのほうがぜってー面おも白しろいぜ！」

　彼かれらは爆発的な歓声で応こたえてくれた。

「では風早リサよ！　我らの最後の勝負を始めようぞ！」

「のぞむところなのです――！」

　ほんのりと、幽鬼のごとき微び笑しようをうかべ、リサは腰こしを落として攻撃体勢をとる。

　対する俺は、構えることなく自然体で待ち受ける。

　彼我の距きよ離りは三メートルほど。リサの身体能力であれば、一足飛びに掛かれる間合いだろう。

　リサが放つ殺気が伝播したのか、一瞬で体育館には静謐が満ちていた。

「やるからには、てかげんはしないのです。御門帝人、病院おくりになっても自じ業ごうじとくなのですッ！」

　ダンッ！

　床を蹴り破らんばかりの、猛もう烈れつな踏みこみ。

　瞬しゆん間かん、リサはもう俺へと肉薄している。

「シャッ!!」

　神速の突撃から放たれる超神速の手刀が、狙ねらいたがわず俺の喉笛に突き刺ささろうとして、

　――ビダンッ！

　一瞬前と同じような、しかし明確に異なる音が鳴り渡わたる。

　それは、リサの足が急制動をかけた音。

　彼かの女じよが突きだした指先は、わずか数ミリのところで俺の身体には届かず――

　逆に俺の突きだした人差し指が、リサの眉み間けんにぴたりと据えられていた。

「ぁ――！」

　絶句し愕がく然ぜんとし、微動だにせず固まるリサ。

　それも然り、正中線を押さえられ、眼と眼のあいだに指を突つきつけられてしまっては、いかな達人とて身動きできようはずもない。

　指一本。リサを制するには、それだけあれば充じゆう分ぶんだった。

「勝負あったな、風早リサよ」

　俺が指を離したとたん、糸が切れたかのようにリサは崩折れ膝をつく。

「ありえ、ない……。あり、えないの、です……」

　達人は達人を知る。優れた技量を持つ者ほど、相手との力量差を正確に推おし量はかれるのだ。

　故ゆえにリサは、刹那の攻防で俺の実力を十全に理解したに相そう違いない。

「リィの動きが、ああもかんたんに、あそこまで完かん璧ぺきにみきられるなんてっ……」

「フッ。お前に言うのはこれが初めてだが――我が王の眼はすべてを見抜き看破するのだ。文字通り、すべてをな」

「……どうして、なのです？」

　リサは頭を垂れたまま、うつろな声で問いかける。

「それだけの力があれば、クラスも部活もかんたんに優勝させることができたはずなのです。それなのに、どうして……」

　どうして選手として出場せずに、指揮官として采さい配はいを振ふるうに徹したのか？

　真実を知ったいま、リサの疑問は至し極ごくもっともであろう。

「決まっているだろう、そのような無ぶ粋すいは興が削がれるからだ。――それに、我が真の目的を達成するためには好ましくない手段であったしな」

「……完敗、なのです、御門帝人。リィの力は、おまえにまったくおよばなかったのです……」

　そうしてリサは、完全降伏の意を示すのだった。

　すべての決着はついた。が、体育館は依い然ぜんとして静まり返ったままである。

　常人の眼には、俺おれとリサの攻防は理解を絶したものとしか映らなかったのだろう。

　決戦を見守っていた観衆たちは、どう盛りあがればいいのか解わからぬ様子だった。

「う、うそでしょ、帝人ってば、運動能力も超チートだったの……？」

「またもやわたしたちは、まんまと騙されてしまったようですね……」

　そんな中、凰花と深月だけはかろうじて、俺の真の実力に気がついたようだった。

　いずれにせよ、終結である。

　球技大会の全試合は、これにて幕を閉じたのだ。

　そして――

　御門帝人の晴れ舞台が、ついに幕を開けるのだ！




　　　　　◇◇◇




　時は、夕刻。

　翔葉学園の全校生徒は、閉会式のためグラウンドに集結し、クラスごとに整列していた。

　ただし、俺たち三人は例外である。というのも、部活対たい抗こう戦せんにて優勝した我ら理有追部は、これから壇だん上じようにて表ひよう彰しようされる運びとなっていたからだ。

「フフフ……」

　すべては俺の思い通り。あまねく賽さいの目めは俺の意図した通り現れつづけた。

　その、終着点として。

　実にひと月もの間、雌伏の時をすごしたリア王計画・第二の作戦は、まもなく最高潮のフィナーレを迎えんとしているのだ！

「フフフッ……フハハハッ……！」

「ちょっと帝人？　独りで悦に入ってるとこ悪いんだけど、そろそろちゃんと説明してくれない？」

　と、横にいた凰花が不満げに言う。

「説明？　凰花よ、それはなにを指しての言葉なのだ？」

「決まってるじゃない、実力があるくせに試合に出なかった件よ！」

「そうですよ、帝人くん。わたしたちを顎で使って自分は楽をするなんて、いくらなんでもひどすぎませんか？」

　深月も冷たい眼をむけてくる。

　だが俺は鷹揚たる態度をくずさぬまま、

「はて、俺が戦力外であると早はや合が点てんし勝手に話を進めたのは、ほかならぬお前たちであったはずだが？」

「う、それは……」

「そのとおりですけど……」

　痛いところを突かれ、急に口ごもる二人。

「フッ。ならばこの俺に糾弾される謂れなど皆かい無むであろう」

　とはいえ、その理由ぐらいは褒美に話してやってもよかろう。

「――たしかに、俺が選手として出場していれば、二つの対抗戦で頂点に登るのもはるかに容易であっただろう。然るに、それでは面白くもないし、意味もまたないのだ」

「なによそれ、意味がないってどういうこと？」

「人にはそれぞれ、領分と役割がある。戦においては、君主が全体の戦略を決定し、参謀が戦略の実現手段たる戦術を考案し、将校が戦術を踏まえて現場を指揮し、兵たちが指揮に従い個々の目的を成し遂げる――これが唯ゆい一いつにして絶対の正道なのだ」

「つまり、『君主』たる帝人くんが戦場に出てくるのは、邪じや道どう以外のなにものでもないと？」

「然り。たとえ出来たとしても、あえてやらぬのが正なり。故に俺は、全体の指揮に徹したのだ。その結果、お前たちや二年Ｇ組の面々は額面以上の力を発揮し、見事に栄えい冠かんを掴つかみとったではないか」

「じゃあ帝人は、前のテストのときみたく、みんなを奮起させたかったってこと？」

「それもある。が、なにより俺一人ですべてをこなしてしまっては、臣下も民たみ草くさも立つ瀬がなかろう？　そして、君主がそのような振る舞まいを自じ戒かいせず、放埒の限りを尽くしたならば、国は遠からず滅び歴史の砂塵に埋もれることになるのだ」

「おっしゃる意味は、まあわかりますけど……。ですが、球技大会の話をしているときに、国がどうという比ひ喩ゆはいささかスケールが大きすぎませんか？」

「たしかにね。ま、いまに始まった話じゃないけど……」

「否いな、否であるぞ、お前たち。忘れたのか、この御門帝人が当学園を支配すると宣言したことを！」

「あぁ……ぶっちゃけ完璧に忘れてたけど」

「そういえば、そんな話もありましたね……」

　顔を合わせてつぶやき合う二人。

「ならば解るであろう！　この御門帝人がっ、王たる俺が統治する以上、いかに規模が小さくともそれは一個の国となるのだ！」

「いやその理り屈くつはおかしい」

「そもそもその件でしたら、帝人くんがなるのは王ではなく生徒――」

　と、そのときだった。

「つづいて、部活対抗戦の表彰と、賞金の授与をおこないます。理有追部の皆みなさんは登壇してください」

「時が来たな。凰花よ、深月よ、ついて参るがよい！」

　お前たちには、この御門帝人の晴れ舞ぶ台たいを最上級の特等席で見物させてやろう！

　拍はく手しゆに迎えられ、登壇する俺たち。その後、形式的な賞状と賞金の授与がおこなわれたが、これはそれぞれ凰花と深月に任せた。

　そして――

「それでは、理有追部代表の御門帝人さんに、喜びのメッセージをお願いしたいと思います」

　実行委員長が、壇上のマイクへと俺をうながす。

「フッ、よかろう」

　万感の思いで、俺は足を踏みだす。

　これより、この場所において、我がリア王計画・第二の作戦は結実するのだ。

　理有追部を結成し人望と知名度を上げたことも、風早リサを好敵手に仕立てあげ球技大会を勝ち抜いたことも、すべてはこの時この瞬間のためにあったのだ！

「――翔葉学園の全校生徒諸君、および教職員一同、刮目するがよい。我こそが御門帝人である」

　マイクを前にして、俺は厳おごそかに第一声を放った。

「これより、諸君らに通達することがある。一同、ありがたく傾けい聴ちようするがよい」

　下に控ひかえる生徒たちの眼が、いっせいに俺を注視する。

「第一に――我らが理有追部は、現時刻をもって解散とする」

　直後、水滴が湖面に落ちたかのごとく、ざわめきの波紋が広がっていく。

「解散しすべての活動を停止するからには、我らに部費などもはや必要はない。よって、いましがた手にした追加の部費は、我が一存にて再分配することを確約しよう！　むろん分配の比率は、弱小の部ないし同好会を最優先とするッ！」

　今度は、歓声の波紋が広がっていく。

　ふと俺は、生徒の中から風早リサの顔を探してみたが――案の定、彼女だけは驚きよう天てん動どう地ちの面おも持もちをうかべていた。

　とまれ、観衆の心はまずこれで掴めたと言ってよかろう。

　俺は自分の中でギアを二段階ほど上げて、

「――然るに、何な故ぜ、設立してまもない部を解散するのか？　諸君らがいだいているであろう疑問に、この俺はこう答えよう！　理有追部なるは我らが世を忍ぶ仮かり初そめの姿であり、すでにその役目を終えたからである、となッ！」

　鵬のごとく両腕を広げ、

「そしていまっ！　仮初の衣ころもを脱ぎ捨てた我らの真の姿を、天下にあまねく公開するとしよう！　我らはッ！」

　左右の手を両側近に重ね合わせ、俺は言った。




「我らこそは、リア王家であるッ！」




「「なッ――!?」」

　と声をあげたのは凰花と深月である。

　ほかの生徒たちは言葉もなく、忘我の境地で俺を仰ぎ見ることしかできずにいる。

「よい、言葉の意味はまだ理解せずともよい！　しかしこれだけは憶えておくがいい！　我らリア王家は、当学園の新たな統治を目指すものであるッ！　そう、お前たちが為すべきは理解ではなく選択なのだ！　きたる九月の選挙にて、己の意思と思考のもとに選ぶがよいッ！　今後の学園統治を引き続き生徒会に任せるか、あるいは我らリア王家に全権を委ねるかをなッ！」

「ちょ、ちょっと帝人、どういうことよそれっ？」

「生徒会長になるという話ではなかったのですかっ――？」

「フハハッ、誰だれがそんなことを口にしたか？　凰花よ、深月よ、今後はその早合点を戒め、主君たる俺の真意を忖そん度たくできるよう励むことだな！」

　二人につげると、俺はふたたび聴衆にむき直って、

「話は以上であるッ！　諸君らの懸けん命めいな判断を期待しているぞッ！」

　最後の言葉より遅れること数秒、生徒たちはようやくぽつぽつと反応を出し始めた。

「な、なんだよリア王家って……？」

「生徒会への宣戦布告よね、あれ？」

「なんか知らないけど、面白そうだぜ！」

「いいぞー！　やっちまえやっちまえ！」

「「「みっかど！　みっかど！　みっかど！」」」

　聴衆が熱狂的な御門コールを巻き起こすまで、さしたる時間はかからなかった。

「フハハッ、フハハハッ、フハハハハハハハハハハハハッ!!」

　歓声を一身に浴びながら、俺もまた天を仰あおいで絶笑する。

　第二のセカンド・作戦オペレーシヨン・完全遂行オールオーバー！

　我がリア王計画は、これより新たなステージに突入するのだ！
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リア王の臣下登用③







　閉会式の後。

「ちょっと帝てい人とリア王家ってどういうことなのよ説明しなさいよねっ！」

「生徒会に取って代わるだなんて本気で言っているんですか帝人くん！」

　凰おう花かと深み月づきが説明を欲ほつしたので、俺はその意を汲んでやることにした。

　グラウンドで立ち話をする議題ではないので、二人を引き連れて理事長室へと赴く。西に面した窓からは夕陽が射さしこみ、廊ろう下かは黄昏色に染めあげられていた。

　――ある一点を除いては、だが。

「まっていたのです」

　茜色の世界の真っ只中で、少女の銀ぎん髪ぱつはいっそうの映えを見せている。

　理事長室の前には、風かぜ早はやリサの姿があった。

「御み門かど帝人――いいえ、御門せんぱい。リィがここでまっていたのはほかでもありません、あなたにお話があるのです」

「ちょっとあんた、性しよう懲こりもなく帝人にまたちょっかい出すつもりなのっ？」

「お話というのでしたら、まずはわたしたちを通してもらいましょうかっ？」

　凰花と深月が、前に出てリサへと凄むが、

「よい、お前たちは中で待っているのだ」

　俺は制止の声をかけ、先に理事長室へ入っているよううながした。

「でも、帝人――」

「用向きは本当に話だけなのだろう。それに、あやつが指名したのはこの俺のみ。お前たちには、他人の話を立ち聞きする趣しゆ味みはあるまい？」

「……わかりました」

　しぶしぶ理事長室に入っていく凰花と深月。

　ドアが閉まると同時に、俺はリサへとむき直る。

　これは手間が一つ省けたぞと、胸中で手を打ちながら、

「して、風早リサよ。この御門帝人に話とは？」

「……もしかしたら、リィはとんでもない勘かん違ちがいをしていたかもしれないのです。それをたしかめないことには、にっちもさっちもいかないのです」

　リサはうつむき加減になって、

「さっきの御門せんぱいの演説……リィにはしょうじき、リア王家がどうこうという話はよくわからなかったのです。それよりも気になったのは、賞金の部費をぶんぱいするという話なのです――」

　憂いを帯びた表情で俺を見て、言う。

「もしや御門せんぱいは、最初からそうするつもりだったのです？」

「然り。理有追部による活動は、最初から球技大会が終わるまでと決めていたからな。あの施し策さくは、お前としても満足のいくものであったろう？」

　リサが弱小部たるアイス研に協力していたのは、ひとえに追加の部費を勝ち取るためであったと見て間ま違ちがいない。弱きを助け強きを挫く、義侠心こそが彼女のいだく『正義』の根本なのだ。

　故に、俺の方策はリサの意に沿ったもの――否、それ以上の良策であったろう。

「満足どころか、感服したのです。ひとつの部をたすけることしか思いつかなかったリィとはちがって、御門せんぱいははるかにひろく深い視野をもっていた……」

「然り。真に王たる者、いかなる時も広汎な視野をもって物事を俯瞰せねばならぬからな」

「……リィは、じぶんがはずかしいのです。御門せんぱいのような高潔なおかたを、よりにもよって『悪』だなどと断じてしまうなんて……どうか、どうか、あやまらせてほしいのです」

　するとリサは両膝をつき、左右の手まで床におく。

　さらに頭を下げ、そのまま――

「面を上げよ、風早リサ」

　びくり、とリサが動きを止める。

「頭を垂れる必要はない。何故ならこの御門帝人は、此度の球技大会にてお前を好敵手に仕立て上げるため、あえて誤解を是ぜ正せいせぬままにしておいたのだからな」

「え……？」

　ゆるりと顔を上げ、俺へと視線をむけるリサ。

「言うなれば、俺はお前を利用したようなものなのだ。故に、謝罪の言葉は無用であるぞ」

「だとしても……最初にいんねんをふっかけて、もんどうむようで御門せんぱいをシメようとしたのはリィなのです。御門せんぱいの意図がどうあれ、リィのしたことが『悪』だったことはうたがいの余地もないのです」

「否、否であるぞ、風早リサよ！　お前の中に『悪』があるとするなら、それは勝てなかったことにほかならない！」

「勝てなかった、こと……？」

「然り。より正確を期するならば、勝てない相手と戦ってしまったことこそが『悪』と言えよう。いかに突出した能力の持ち主とて、一人で為せることには自ずと限界がある。この俺ですら凰花と深月を側近に従えている意味を、お前は一度省みるべきであったな」

　俺はリサへと一歩近づいて、

「時にリサよ、以前に俺は、正義と悪の定義について問うたな？　そしてお前はこう答えた、この世に絶対的な正義はないが絶対的な悪は存在する、とな。たしかに、絶対的な正義などはありえない。だが、限りなく絶対に近い正義ならばしかと存在しているのだ」

「どういうこと、なのです？」

「フッ。逆もまた真なり、ということだ。そもそも正義と悪の概念なるは、意見や価値観の対立によって生じるもの。ならば究極的には勝ち負けによって決めるほかあるまい」

「それは……勝者こそが正義、というはなしなのです？」

「少し違ちがうな。勝者が正義なのではなく、負けることが悪なのだ。そして、正悪とは完全なる二項対立であって中庸などは存在せぬ。故に、つねに勝ちつづける者は悪ではなく、悪でなければ限りなく正義に近いということになろう」

「リィにはどこが違うかよくわからないのです……」

「ならばその理解でもよい。ここで肝かん要ようなのは、敗北を知らぬ者は決して悪には成り得ぬということだ」

　もう一歩近づき、俺はリサの眼がん前ぜんに立つ。

「問おう、風早リサよ。汝は正義を欲し、正義の執しつ行こう者たらんことをこれからも望むか？」

「……もちろん、なのです。それがリィのそんざいいぎなのです」

「ならば、お前の選ぶべき道はただ一つ！」

　片膝をつき、リサへと手を差し伸べながら、俺は言った。

「我とともに来い、風早リサよ！　リア王計画の成じよう就じゆによって、この御門帝人は世界への勝者となり運命への覇者となる！　我が辞書に敗北の二文字はなく、これから書き足されることも未み来らい永えい劫ごうありえぬっ！　そう、俺こそはこの世でもっとも絶対的な正義に近しい存在なのだ！　故に、我とともにあれば、お前の正義もまた限りなく盤ばん石じやくなものとなろう！」

「なっ……!?　御門せんぱいは、リィにすくいの手をさしのべてくれるのですか？」

「然り。お前には我わが側近となるだけの資質と実力がある。俺のもとでその力を振るい、リア王計画の成就に尽じん力りよくするのだ、風早リサよ！　そしてこの御門帝人が晴れてリア王となった暁あかつきには、お前もまた歴史上初めて絶対的な正義を獲かく得とくすることになろうッ！」

「な、なんとすばらしく心のひろいおかたなのです……！　いちどは命までねらったリィに、そこまでいってくれるおひとがいようとは……。御門せんぱいは、古今みぞうの英傑なのです……！」

「フッ。ではリサよ、俺に力を貸してくれるのだな？」

「もちろんなのです！　この風早リサ、身にあまる光栄をつつしんでおうけするのです、御門せんぱい――」

　リサは恭しくも俺の手を取り、

「いいえ、これからは『にいさま』とおよびさせていただきたいのです！」

「ふむ。別に構わぬが――しかしなにゆえ『にいさま』なのだ？」

「リィがあこがれる武ぶ侠きようの世界では、そんけいする目上のおひとを『あにき』とよぶのです。ですがリィのごとき未熟きわまる若じやく輩はいものが、にいさまをそんなふうにおよびしては無礼せんばん。なので、敬意と尊崇のねんをこめて『にいさま』とおよびさせていただくのです」

「よかろう。風早リサ、我が第三の側近よ、これからの働きに期待しているぞ」

「はい、にいさま」

　そのとき初めて、リサはにっこりとほほ笑えんだ。

　と――







[image: ]







「ちょっと帝人その娘こを側近にするってどういうことなのよっ！」

「いままで散々なことを言われてきたのを忘れたんですか、帝人くん？」

　なんだかんだ言って聞き耳を立てていたのか、凰花と深月が泡を食った顔で理事長室を飛びだしてくる。

　が――

「だまるのです、このけがらわしい雌犬二匹ひきが」

　電光石火の動作で立ち上がるや、眼にも止まらぬ速さで千枚通しを引き抜き、二人にその先せん端たんを突きつける。

「リィはまんまとだまされたのです。にいさまのような高潔なおひとが不ふ埒らちなおこないなどするはずがない、となれば家庭科準備室でのいっけんは、おまえたち淫売がにいさまを誘惑したとしかかんがえられないのです」

　氷点下の瞳ひとみで二人をねめつけるリサ。

「ち、違うわよッ！　あ、あのときのアレは情報の行き違いが原因の事故で――」

　凰花はしどろもどろになり、

「なっ、ななっ……！　つ、常日頃から貞淑な女たらんとしているこのわたしをつかまえて、雌犬っ？　淫売っ？　こ、この小娘がっ！　そこに直りなさいッ！」

　深月は珍めずらしく感情をあらわにしていた。

「リサよ、この二人とて我が側近なのだ。無理に馴れ合う必要はないが、そこまで牙きばをむかずともよかろう」

「はい、リィはにいさまにしたがうのです」

　リサはすぐさま武器を収めたが、敵意だけは瞳に宿したまま、

「ふん、いのちびろいしたのです、この貞てい操そうかんねんがただれきった売女ども」

「だから誰が売女よっ!?」

「も、もう容赦なりませんっ！　あなたには礼儀というものを教えて差しあげますっ！」

　やれやれ、凰花と深月にはリア王家の説明をしてやるはずだったのだが――

　この調子では、それは明日以降に延期となりそうだ。







リア王の[image: ]弟子登用④？







　休みが明けて、月曜日の朝。

　例によっていつものごとく、俺は江え代しろ堂どうに会うため西階段の踊おどり場ばへと足を運んだ。

　然しかるに――

「む？　あやつめ、今日はおらぬのか」

　踊り場には猫ねこの子一匹いなかった。

　珍しいというより、江代堂の不在は初めてのことである。ここ以外で、誰にも邪魔されぬ場所を見つけたとも思えぬが――

　と、そのときだった。

「いやぁああああっと見つけたっすぅ！」

　頭上から奇き声せいが降ふってくる。

　見れば階段の下り口に、一人の女子生徒が仁に王おう立ちしていた。

　一見して、明るく活動的な外見である。凰おう花かのように派手ではなく、深み月づきのように清楚でもなく、リサのように儚げでもないが、溌剌とした魅力にあふれる美少女だった。

　リサと同じ一年生。髪かみの毛けはツインテールにし、制服の上にはパーカーを羽織っている。そのポケットからは、漫まん画がなどに用いるＧペンの先が何本分もはみ出していた。

「――？」

　見知らぬ相手。間違いなく初対面である。

　だがその女子生徒は、いやに馴れ馴れしい口調で、

「いやぁ探しましたよ、ほんとマジ探しましたわー！」

　言いつつ階段を駆かけ降りて、

「会いたかったっすよ、師匠ォッ！」

　残り五段ほどのところで、俺へとめがけて跳躍した。

　俺は――

「ふん」

　当然のこと、回かい避ひする。

「へっ？　あわわわっ!?」

　結果、少女は着地の衝撃を殺しきれず、

「ふぎゃっ……！」

　俺の横で盛大にすっ転んだ。

「っ～～～～～！」

　悶絶すること、五秒弱。

「って、なんでよけるんですかぁっ!?」

　鼻頭を手で押さえ、涙なみだ目のままガバっと起き上がる。

「何故、と言われてもな。上方から体当たりを仕掛かけられたなら、ひとまずは回避するのが当然であろう」

「うぅっ……。体当たりじゃなくて抱きついたんですぅ！　親愛と尊敬の証ですぅ！」

　なんとも姦かしましいやつである。

　いや待て。この声、どこかで聞いた記憶があるような……？

「して、一年生の女子生徒よ。お前は何者で、何を目的としてここにいるのだ？」

「おぉう、よくぞ訊いてくれましたっ！　っていうかやっぱり気になりますよねっ？　是が非でもここで名前を聞いときたいところっすよねっ？」

「いや、言わぬなら別にそれで構わぬが」

　それなら捨て置くだけのこと。俺は階段を登ろうとして、

「だぁあああっ！　待って！　待ってくださいってば！」

　腕うでを掴まれ制止される。

「つか、謎の美少女の登場をガン無視とかマジありえなくないっすか!?　あんたそんなんで漫画の主人公が務まると思ってんですか！　その体ていたらくじゃ卍ばん解かいもギアサードも夢のまた夢っすよ!?」

「なんの話か解らぬが……ともかく俺には、名も知れぬ相手に構っている暇ひまなどないのだ」

　腕を振りほどいて階段に足をかけようとする俺。

「だぁああああっ！　わかりましたっ、いますぐただちに名乗りますよ、ええっ！」

　仕方ないので振りむいてやると、少女は心なしか居住まいを正して、

「自分の名前は葛かつら城ぎ紗さ鳥とり、所属クラスは一年Ａ組っす。尊敬する漫画家は岸きし辺べ露ろ伴はん先生と新にい妻づまエイジ師匠。気になるスリーサイズは――」

「それで、葛城紗鳥とやらよ、この俺にいかなる用向きか？」

「え、あの、紗鳥がせっかくスリーサイズを大公開しようとしたのに、そこナチュラルにスルーっすか？　いやいやおかしいでしょ、普ふ通つうに下半身ビーストモードで食いついてくるところでしょうがっ！」

　わけの解らぬことを言いだす紗鳥だった。

　俺はため息をつき、

「――用件を言わぬのなら、話はこれで打ち切るが？」

「あああっ！　わかりました、わかりましたからっ！」

　みたび俺を押おしとどめる紗鳥。

　コホンと咳せきを一つして、

「では、単刀直入に言いますね？　紗鳥はですね、師匠に弟子入りを願いに来たんですよ」

「弟子入りだと？」

「はいっす！　この前の演説を見て、紗鳥はビビッときたわけですよ！　それはもう、額に閃光エフェクトが出てファンネルぶっ放せるくらいにビビビッときたわけですよ！」

　突とつ如じよテンションを上げて紗鳥は語りだす。

「イケメンッ！　中二病ッ！　超ちよう絶ぜつハイスペックッ！　あなたこそは紗鳥が探し求めていた師匠にふさわしい御お方かたなのでええええええっすッ!!」

「ふむ、そうか」

　俺は一つうなずいて、

「しかし残念だったな、葛城紗鳥よ。俺には弟子をとる気など毛頭ないぞ」

「いえっ!?　そそ、それはどうしてですかっ！」

「メリットがなかろう」

　ひと言で答え、俺は紗鳥に背をむける。

「ぁあああっ！　お待ちください師匠っ！　それでも紗鳥の師匠ですかっ!?」

　またもや腕を掴んでくる紗鳥。

「ええいっ、いいかげん鬱うつ陶とうしい！　師匠にはならぬと言っておろうが！」

「いいえっ、なにがなんでもなってもらいます！　紗鳥の師匠は師匠以外にありえねえっすから！」

「戯たわけがっ、離はなさんか！」

　紗鳥の手を振りほどこうとしながら、

（江代堂め、さてはこやつがいたから今朝は雲隠れしたか……！）

　情報屋が不在の理由について、俺は確信に近いものをいだくのだった。




　　　　　◆◆◆




　――そんな、帝人と紗鳥が押し問答をし合っている光景を。

　窓の外から眺めている瞳が、一対だけ存在した。

　そのつぶらな黒瞳の主は、異様に長い黒髪をはためかせる一人の少女。翔しよう葉よう学園中等部の制服に身をつつみ、その上にはインバネス・コート。頭の上には大きなリボンのついた鹿撃ち帽デイアストーカーという、はなはだしく奇特ないでたちだ。

　御み門かど神かん奈な。御門帝人の実の妹たる少女は、中等部の端はしに立つ尖塔の最上階から、高等部校舎の窓を覗のぞきこんでいるのだった。

　もっとも、彼ひ我がの距きよ離りは一〇〇メートル近くもあるのだが――異常なまでに良い眼を有する神奈にとって、物理的な距離などは大した意味を持たなかった。

「アッハッハ！　あんな可愛かわいい後輩に慕われるだなんて、我が兄ながら帝人くんもすみにおけないじゃないか！　アッハッハ、アッハッハッハ――」

　ふいに神奈は、特徴的な笑い声を引っこめる。

　――いや、引っこめたのではなく、引っこんだというのが正解だろう。

「やれやれ、こいつはどうしたことだろうね？　面おも白しろいはずなのに、どこか少しだけ面白くない。まるで私の中に、私が二柱いるようじゃないか――」

　と、そこで神奈は唐突に噴きだした。

「アッハッハ、そういうことか！　スサノオノミコトに荒ぶる神と英雄神の二つの側面があるように、この私にも神の二面性が存在していたとはね！」

　そして神奈は、はるか彼方に兄の姿を捉えながら、言う。

　神しん託たくを言の葉へと乗せる。

「いいだろう、それなら私も自分自身の神性に従うとしようじゃないか！　帝人くん、これまで私は神の寵ちよう愛あいによって君に恩恵を与えてきたけれど、これからは違う！　次は神の峻厳によって君に試練を与えてやろうじゃないか！　そう、君が真に王たる者となるための試練をね！　アッハッハ、アッハッハッハッハ！」

　神たる少女の心変わりを、王たる少年はまだ知らない。

　天上にて発せられた神託が下界に到とう達たつするまでは、いましばらくの時を要するのだ。
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あとがき







　これは、ヒーローになれなかった男の物語……。

　時は、西暦二〇××年。秋田のとある公立高校に一人の男子生徒がいた。

　――そう、私である。後のボンクララノベ作家・若桜拓海の高校時代のエピソードを、今回は語らせてもらうとしよう。

　さて、私の母校も御ご多た分ぶんにもれず、年中行事として球技大会を開催していた。もちろん勤勉実直なる模範的優等生を自認していた私は、毎年休まずに参加したのだった。

　一年生の時は……正直よく憶えていない。おそらく速攻で負けたものと思われる。そもそも一年クラスが無む駄だに勝ち進むと、ヤンキーな先輩が教室に殴りこんできて番外競技・リアルファイトが発生しかねないので注意が必要だ（ソースは私の後輩）。

　二年生の時は……不運にもＦＦ９の発売日とかち合ってしまい、二時間しか寝てねーからマジつれーわー状態で競技に臨のぞむこととなった。そこそこ勝ち進んだように記憶しているが、もはや私は勝ち負けなどを超越した境地に達していた。そう、ひとえに私は早く帰ってＦＦをやりたかったのだ。

　そして三年生で迎えた最後の球技大会。そこでドラマが生まれた。

　メークドラマの立役者となったのは、誰あろう――

　この、私である。

　球技大会における花形競技の筆頭、サッカー。私のクラスは元サッカー部員を多数擁ようしていたこともあって順調に勝ち進み、ついには決勝戦まで駒を進めた。決勝戦は史上稀に見る激戦となった。ロスタイムを終えても決着はつかず、試合は延長戦に突入した。

　一進一退の攻防がつづき、延長戦終了間際、左サイドからセンタリングが上げられる。私たちのクラスにとって、おそらく最後の得点の機会。これを逃せばＰＫ戦にもつれ込むことは必至だった。

　しかし、ターゲットとなったクラスメイトは頭で合わせることができず、ボールは地面に落ちて一度だけバウンドする。

　そして、運命の瞬間が訪れる。

　そのこぼれ球が、偶ぐう然ぜんにも、ゴール前で完全フリーとなった私の前に流れてきたのだ。

　刹せつ那な、私には「光」が見えた。ボールとゴールのあいだに、一本の輝くラインを幻げん視ししたように思う。

　不思議なくらい、私の身体は自然に動いた。完かん璧ぺきなタイミングで右足が振りだされ、当然のようにボールの中心をジャストミートする。

　光に導かれるかのごとく、私の放った鮮やかなボレーシュートは相手ゴールキーパーの手をすり抜け、見事ゴールネットへと突き刺さった。

　試合終了のホイッスルが鳴り響く。

　勝利の雄お叫たけびを上げる私。あまりにも劇的な幕切れに、スポーツ漫画の主人公にでもなった気分だった。その瞬間、世界の中心は間違いなく私だった。

　……しかし、すぐにそれが勘違いであることに気づく。何故なら私は世界の中心どころか、クラスメイトたちの歓かん喜きの輪の中心にすらいなかったからだ。挙句の果てに「ってか決めたの誰？」「あ、俺俺、俺だよ俺！」「あ、ふ～ん、そう……」みたいな微妙なリアクションをされる始末。

　とはいえ、その反応は決して不条理などではない。

　だってそうだろう、トーナメントを勝ち抜きクラスを優勝へ導いたのは、元サッカー部を始めとする面々であって、私の確変まぐれシュート一本では断じてないからだ。

　何事においても重要なのは積み重ねだと、後にボンクララノベ作家となる少年は身を持って知るのだった。おしまい。

　というわけで、今回の結論。

　ヒーローは一日にしてならず、リア充もまた一日にしてならず。

　えー、それでは例のやつに移りたいと思います。

　大阪のＩさん。僕史上初のファンレター、ありがとうございました！　封筒もお手紙も死ぬまで大切にする所存であります。

　イラストのモノリノさん。新キャラのリサのイラストも「思い通り！」という感じでした。ちなみに今回はキャラの設定とか描写とか、絵からのフィードバックが結構あったりします（汗）

　担当の∪氏。今回も最初から最後までお世話になりっぱなしでした。次回はもう少し早くプロットを仕上げたいと思います。

　そんなわけで『リア王！２』をお送りしました。

　……俺、タイムマシンを買ったら高校のとき好きだった娘に告白しに行くんだ……。




平成二五年・弥生の始めに　若桜拓海
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


若桜拓海先生／モノリノ先生
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